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障　　料1

繭絲繊度と養蠶法との關係論文綜合抄録（I）

勝又藤夫・横山忠夫・横澤正雄

　近年繭綜繊慶の問題はその重要性を認められ地方熊業試験場長協灘掌の議題の一つとせらる

るに影ミれりo

麟つて既袖に於ける繭綜纏野c關する縄愈調査はその数茜だ多きもその公爽の様武は」翼に之

を調査するtz止り深く遭究したる形跡を認め難し。三1欄等は之を綜脅的に抄録しその結論の得

らるるものは之を求めたるが紛本抄録により試瞼梱：究の足らざるものあることをも明かになし

礁｝たりとf欝づ㌔

　何れにせよ此の抄録により從來の試験の大要を添し一般の滲滑にぞ世んとする次第なり。

備考抄録は侵野縣欝：榮賦験場の闘欝竈Fこあ糾艮告、撒誌によりたり。散に此慮に備はらざる論丈に妖

けたるが大距12年頃より後のものは殆ど粂部収めたりと憎ずo

抄録丈の部門別は火休H次に添せるが如く4部門とし夏に之を細分しその細分の各々につき結論の郷ら

るるものは之を求めたりQ
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〔ゴ齋亟亟］
　獄種、個育法、上籏法の全般或は2－3の部門と

繭綜繊慶との關係な調べた劉i紋なりo

（1）灘境が繭綜繊度に及す影響の研究

昧岡秀火、武隙道　鹿児廊縣翼難試験場報“｝、錦瓢

號　ll爾睡9年3月

　催青法．飼育法及び雌礁との關係が繭綜繊壌こに及

す影響を知らんとし丈106×日7を以て施行せり0

　1。催轡法に關するもの

　高蹄t　（29．50C～32，50C）　｛撮予鯵掻董1　　1疑湘L（150C【ゴ

ユ80G）催轡齪、漸漁催斑餓（初期150G，　tln期21ec，

Mミ聾月240C），　4P進脹i警」1伍　（240G～26．50C）　の　4遜竃を

設け甑験すoその結果繊度に踊する部分を見るに初

秋にては漸進匿は繊慶最も太く、低灘匿、高淵酸の順

に細く、晩秋にては漸進置最太にして耶進礁．低温

斑の順に細し。而して繊変の聞麓は大露なきが如し。

　2．飼育法に關するもの唱

　稚蹴中は普磁の飼育をなし5齢期を高淵育臓（29．

50C），食£｝撤育む喧　（240C），　多灘育腫乱　（95％～100％），

乾燥育畷（60％～70％）の4眩に分ちて試験すoそ

の結果繊度に關する部分を見るに初款と晩秋との飼

育ll舗期によりて一t定の傾画を認め難しo繊度のr｝｝｛蓮

は華「1：通育憾少く低温育賊及高温育瞬i緊々多きが如き

も；K：の露著しからずo
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　3，　桑i襲の硬軟及雌雄との關係　　　　　　　　　　　繊慶と殆ど闘係なし0

　5齢2同rl雌雄鍛別をな圃｛雌を硬葉臥軟葉i鳳　　7・薬葉のi捌膿との關係

適頼の曜別としたる「こ聯織度P鞭卿蜘樋　　日110×丈105をノ1】ひ全臨醐Jii・rSUの捌91獣

葉瞭軟難との問に於てト鍬葉1・／U　Tils　1“太き傾向あ　噺鮮桑Esn．　q・5％薬賦90％桑臥8賜薬B霞・80％

広搬の1脱ゆ縢1邸珍々多く硬郷之に次髄　 桑風7吻瓢の6腿に分け祖8魁す・麹麺潔
葉1畷最も砂きが如し、岱雄繭は雌繭に比し繊度細匙　　凋度大なる租繊礎榔1く新鮮なるに從ひ太き側向あり

擾合多しo荷してその開震をみるに難繭の方穴なる　　　然し稚微期用桑のi萎凋度は殆ど關係なしo

傾向ありo　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　8・i桑品種との關係

（2）繭綜鐵度に關する研蹴　　　　　　　　　　　　　　根刈fl：立券秋細5」桑te川ひ多胡早嵐雅11・載穫

　内縢好永、影木孫一、所E二　茨城縣獄難試駄揚　　　一一、群馬旅木、改良賦返、市71㍉大島藥、一の瀬．

報告　第6貌　昭和11年4∫」　　　　　　　　　　　　改1糺十丈宇・lll」の内の101111種によy）て賦験す。雪甑品

1飼育環擁と繭綜織度と¢）關係　　　　　　　　　　種は巻は脚6×丈16・秋・晩秋はll110×：如06なり・

　1．鰍晶種と繭綜織度との開係（省略）　　　　　　　繊度は界にては改良十丈宇最も太く継馬功1木・改獄

　2，個育灘慶と繭綜繊慶との關係　　　　　　　　　之に次ぎ市堪・ll轟の内最も細し・秋期にては収番燧…’

　1三口10×丈105な川ひ：鋪i貸v稚瓢、批鯉に3分し餐　　最も太く・璃の瀬、島の内凄に次慰郡煽赤木最竜細

，々を更に240ell疵b　260Ci訊、280（）1・S’i、：，；OoC：1・竃と4tlJN　　　しo

し翫12匪とし灘度は稚鍛期75％、肚欝1期も大部分を　　　晩秋期にては改良十文宇最も太く一の瀬、夢削い

75％とせり℃繊度は低温なる程太く高温なる程細き　　∫k之にぎ島の内最も絢し、即ち個育1；静期によ則1販々

傾向ありo然し稚齪期温礎を異1こし州1蹴期II塩・温慶　　　にして一・定の槻向紹め謝liしo

の揚合は各磁殆ど館異なしjll：瓢期温曜のiジ苺舐は繊度　　　　9・榮縫鋼の添食との關係

と轍の鰯あ舳のの如くfiilt・の齢・にでも？taJXtt　　rl　llo×皮1°6を川ひ醐幅（水）・燗糊脳（5％）1

低き組繊慶太き傾向あPo企齢阪1’　嘔と｝ll：獄低漁1・Sll　　庶糖1・～霞（5％）・澱粉臓（296），酒糟1孤（1％），躍職賊

とは撚少加。　　　　　：　　（嚇％）ジ’搬加～嫉（0．5％）・の猟蝋徽1卿瑚
　3．飼育灘慶と繭綜織畷との關係　　　　　　　　　鞠糖臓蔽も太く蹴糖砥之に次ぐも擦～1螂霞と大諜なし

　i三1110×支106を用ひ灘慶65％，75％，S5％，95％　　　階酸1，電は殻も細し他の繁剤を添血せ笛甑け｛1咀』も撰・

．¢？4Fptを設く、温度は何れも27°Cなり。更に各斑に菊f　　宣1嚇駄賄llき楓肉あり。

無寮桑給輿腿こ（95％）　と建藍抄剤桑給拠［瓶（SO％）の21畷　　　　　10㌦獄踊£殖f廟証との關イ慕

を設く、繊度は新鱒桑給興の揚合・は漁度鶴き磯、覆　　　　IMrk　1｛｝×吏106を∫ljひ衛齢、稚鑑」μ：惣の各期を爽，

凋桑給輿の揚合は灘慶高嚢程太毫傾向あり9　　　　　々薄倒跡乱解飼撚・7，醸個践藥i楓厘飼多桑旺の4嫉と

4．齢蝋との麟　　　　，　し・・れ瞭嵐翻‘臓加へて諄購Kとせ・・灘；

柵育．禰麟育謙醐芽育、箱融捕、　澱朧鵬輸搬太く・狭醐合総｛輌あれ、
担：獄屋内傑桑育、肚慾燈外峰桑育の6麗を設くh鉱　　　ども面積薗体の膨響は紘めて少1…般には簸座爾積

1粘種は麗爽16×翼こ14，口110×支106，駄16×：支16，隊　　　の撮wsミ．iこ1綿聯し㌦て攣fヒ幽ナる！貫｛立頭数1こ鋼・ナる給桑・｝此

19×皮17，日SX支17等なりo織度は耕麺育慈行ひ　　　の櫓碑に關嘩するものと考へらるo而して稚翻期ゆ

銀兜漉育佳良なる揚合に太く粗放育をなす1辱は柵し　　弼積は繊1麗と殆ど關係なし。

て斉拠しo　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・給桑黄覧との陽田係

　5．「桑漿の硬軟との關係　　　』　　　日11。×麺6酬1ひ企臨稚獄」ll：SUの側1をva

　緻工6，日110をJI］ふbナII；獄期にのみ碩、中Jl次葉　　　に6分・し1剴府i藁五、2割3曾砥、3割柵畷、ユ割減蟻、2割

．を給與すo幾蹴期に軟葉…皆しくセよ軟葉に避き桑葉を　　　i戌賊、3割減断とし、これにゑ齢標胸畷を力iiへて｝汁

給與する時は繊度太く硬薬給與は概して細し0　　　　　19紙とせり給桑轍少き揚合織度細く給薬勲の辮力itr：

　6ゼ施肥彙を異にせる桑葉との開係　　　　　　　　鶴ひ織度太くなる傾陶あり。然し稚蹴期給藥倣の多

　丈106，H110を用ひ全齢、稚懲，　III：翻に分け各々　　少は大なる關係なきものの如し。

・を更に無肥桑給與1姦、適渾二桑給興臓、多肥桑給輿醒　　　　12・睡吸F’：量簿との關係

ゆ三1副く分け9甑とす、多肥料桑給與癌は繊度太く　　　日110×皮106を用ひ第5齢起猷を標～臨瓢、ル側第

無肥料桑給輿鳳は概して細し。稚鎧期桑葉の差異は　　　4氣門閉餓囮、爾側第4無門閉釧斑、片側姉6蝋門拠
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蜘旺b匝i側第6氣門閉蜘，Ri鳩Jl・側益蝋11lJ閉餓1綴の6　　　　H本羅綜醇～會磯術講i演集　第ヨ欝ll召和11年5月

「圃となして賦瞼す。策4第6氣門を閉餓せるものは搬　　　　水井講山郎　　　　　1

準簸に比し約10％内外織礎細く片重［り益氣門閉銚甑は　　　　鎧品種により繭縣織度に火難があるが同一品種で

棲準圃の約60％の繊度に描ぜずo　　　　　　　　　　　　も個育條件上籏條件により蘭赫織度に難があるo擾

　13．納綜腺の片側易嚇ilとの關係　　　　．　　　　　　野縣羅業試験場の從來の研究成績より祓踏して示

　絹綜腺の片側刎出を行ひたるもの穐めて細く穰醜　　　すo　（微品才・！／：名は省llttSす）

甑の釣5596に相當するにいたる0　　　　　　　　　　　　1，催膏識慶で150C＿260Cでは高灘が太い

　14・上籏鍛の熟度との關係　　　　　　　　　　　　　　2．催膏灘慶で｝よ藻がない　　　　’

　歌16×交16を用ひ第5齢給桑10囲日より4遊給薬流　　　　3，　羽鰯置飼育温慶でkt　20【⊃C－・28．90e噂はi萄い方

荊緑獄上籏せしむ、上籏瓢の熟度来熟なる租繊慶細　　　　　力ζ太い。

　き｛凱両あり、所謂適熟罹度の2回位前の熟慶に控す　　　　4．5齢飼育温殿では2⑪oC－28°Cでは低温が太い

オしば適熟盤肋繊慶と斡ど難異なし、線羅上簸：初瑚の　　　5－1跨髄塘灘∫変では（｝0％－9〔｝％内では麗がない。

繊慶は鼓太繊度の40～45％内外に渦ぼず0　　　　　　　6，5齢飼育徽慶ではGO％－94％では多灘程細い

　ユ5一繭綜繊鷹と諮形質との湘㈱涛係　　　　　　　　　　7，　5齢川薬では墳Fは島ノ内¢）如き良藥太く、鼠

　繊慶と絹鯨腺窺、繭煎、蜘休獄、繭1｛鐘照；．S・＄fikき　　　　　鋸は細い，改鼠、挾繋丸瞭獣曝麗は細い：bl晩秋

の梱爾々係は失・々工1…にして懸畏とは魚の闘係あ！）o　　　　には太くなるo

田して吐綜口の暇筏とは殆ど嗣係tn，し。　　　　　　　　8．川祭の硬軟との關係は硬葉が醐いo

∬上簾環擁と繭綜織慶との關係　　　　　　　　　　　9，　5齢給築轍との閥係は給桑儀少いと欄い0

　1・麟繭rl，1の添度との關係　　　　　　、　　　　　　　10・5齢獄座面積の廣い方が繭綜繊凌は太いo

　麿繭r1軍温慶200C，240C，260C，2SOG（或は270C）　　　　11・上籏1懸の熟唆は未熟獄は和1い◎

30°C，33QC俄は32。G）の各畷を1没け灘慶は一機に　　　12・上簾蜜の2機度20－30°Gでは傭胤程メくい。，

75％とし春は歌16×寅16，秋、晩秋は日110×皮105，　　　13・↓簾蜜の灘慶は多灘欄lllい。併し之は切断多

r：1　110×寅106を♪llふ、繊鷹は温慶の上昇するに從ひ　　　　い爲に細Gllて※るので］｛t際にはそれ柵lllく

漸次細化するものにして聴に270q二（又は2soC）と300　　　　ないo見かけの組きによるo

C（」くは320C）との間に於て離大なる傾向多し。　　　　　（4）飼胃條件の繭質特に繭織度に及ぼす膨響に

　2・櫛繭巾の漁慶との關係、　　　　　　　　　　　開する分析的研究

　搏繭巾灘度を65％，75％，85％，95％にし漏度を　　　松村畢爽b岡ixnll　．笹崎龍姫　長野慧魍｝艮告37號

・一@に27°Gにして試瞼せ城供試駕晶種は聯は歌1“　　昭和U年9月

×支16」秋己晩秋は日110×－itlOP「xは口110×寅106　　　從來の研究に、より繭綜繊度を太くする傾吻ありと

なりo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　せられたる條僧補ま次のJt口くであるo

　灘凌の繊慶に及す影egeは澱の場斜こ比すれ購　　　飼宵條件　搬太き酬・繍㈱1嚢條件

繹難瓢糠聯太く9tz講熱騰轡論風
　橿醜斑、フオルrrリン風酒精腐、酉識麗，ナン　　3・利融温灘慶　高撮多灘　　鱒臥｝；嫌

…楓・一・・嘔・・馳謝室嘲灘は　…耀醗織）Jlilt・内　一・縣
25。20C，91．5％とせりo“塾試鑑品藪Eは騨…は欧16×支　　　　 5。　利薩銀給桑難　　 標～擁澄ヒ　　　　…三塑則減轍

16・秋はP・1　11°X丈1°嘲ふ・搬・獄ては舗　・・繊認齢）陥・鰍畑魏

臥勘けavgもエFテル風及びアンモ昌ア鵬　　同（夏耀）低温、乾燥高瀞灘

驚蕪膿欝灘躍繍撃II，．燃論韓燃鼠ガ
＿テ，。隙標・｛嘔，。凝瀞田し從て＿撞軸。はア。　　同（麗秋猿）削内　一ノ瀬（挾瓢）

鶴堰伽太蝦向あるも樋lilh。獣勲きが　S・耀藥獺粧徽1ノ・撒下1／・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．　批獄給桑轍　　撰弊fi乏　　　　四割減

鴛蟻灘灘件麟畿備　　・…1・灘翫繍騨…坪響、1ダ
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　此の條件を憂蔀太くするものと、全部細くするも　　　は欝略すo

のとの二圏を謝照圃とし、その前者に劃’しては細く　　　◎最後に育獺，1二繊凌を細からしむる條仲にて飼「冑

する條件を各個別1・C・一一・つ宛既換しb後番に封しては　　　すれば銀作を不安ならしめ、繭質を不良ならしむとo

太くする條件を各個別に一つ宛齢換して合趾20躍を　　　　　　｝｝　一『一｝｝’…設定L㈱蹴嚇，、、。各，、。飼鮒の　　1・聴翻係部酬

搬に及附影惣齢鞭せり。　　　　　　llm種に於て瞠顯及黒孤獅五騰1㈱L次代影
供試獄品織堺は安泰×卿8，2跡ll×¢罎・夏秋　　響、鑓種保護冷識、｛1購温灘度滋1流、人コニ卿化、

は支106×日110・科llx安泰なり。　　　　　．Jt．仏鉱蜥糊ゆ職のS環1紛ち鱒麟綿繊

淋報伽こ於ては此舗青條件嚇風細置瀬　 度との關係を1謝ぺたるtr　V。

糠騨層端鋼酬ま職「窯醗齋醗翻蜥よ，，，
　繭繊慶に及ぼす影響の概嬰i欠の如しo　　’　　　　　化したるものより太し。

11．　掃立1卜静共月早けSvはlllffeき楊合llこ）ヒし繊医ピ太きミこ　　　　　　　（5）　夏難生糊黒魍上ヒ転試鐡

・　と確鍛なり。　　　　　　　　　　　・・　　　紫木武ムll…京滴鰍纈鵬織績策25號り脚45年5月

　2・催青温灘慶の高仮は繊t2S　i’こ一宛の影響なしo　　　　以形種を用ひ生種と黒種とを比峡したるに繭赫繊

　3・稚鑓高漁多灘は低榔lik燥に比し太き揚含7例　　　度rよ概して黒種の方太しo

　　等し壷揚合2例、細き揚倫3例、即ち粕々太く　　　（6）．鰍種飽種艘種比較

　　する傾向あリo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑木蹴雄　京都鍬論i賦鹸成績節25號明流45年5月

　4・稚醐桑品種は島の内と一…＃ノ瀬との周には繭綜　　　　ニイ鰍i白龍をノロひ黒種探種黒種、∠k種撮猟黒種、

　　織度に鋤し』一定の傾両なしo　　　　　　　　　　　　夏識止瓢貯識、款獄生種ゐ4i峨♪弼としたるに繭綿繊

　5・稚獄給桑鰍は多匙瑚が少嚢賊より繊度太き例　　　度は一滝の傾両を示さざるも無種操種無種1議は止鞭丑

　　7等しき例1細き例勘こして稚銀給桑撒多き　　探種黒種繊よV太しo

　　程繊度太き傾両ありo　　　　　　　　　　　　　　ラく白龍にて黒種、款鍛ぬ種、夏戴生種貯襯稲を比

　6，批銀灘灘度は夏秋期に於て高温多灘は傭品1乾　　較したるに繭締織慶は製齪L種鮒臓1醐太く他は義な

　　燥に比し繊度宋選揚合3例、細毫揚禽6例ありo　　　しo

　　即ち夏秋期は低1鵬吃燥は高温多灘に比し繊慶太　　　欠の羽を用ひ黒種、秋魏生種、瓢化性…三化種を比

　　からしむる傾向ありo　　　　　　　　　　　　　較したるに繭綜繊慶は黒種賦太く他は麗なしo

　？・　ll－1：獄桑1冊‘麺、静…麹】改良鼠返は鼠葺返に上ヒし織慶　　　　　（7）黒種生蒙重上ヒ較験鼠

　　太く，t：るD夏妻切島ノ内と一ノ溺1は差なしo秋期　　　　 茨城1賑第：二瓢賦：茨城縣第：二蟹置試試験成韻｛第：二號

　　扶渠丸は働ノ内に比し弊しき例馬細き例2にて　　大了E14年10月

　　穴体挨祭丸は周ノ内に比し細くなる傾向あ！，o　　　　蟹僻1種は膨1106×皮8を用ひ並種無種の地鮫試験を

8・B講難額膿業繋鑑騨一一…秋・騨
　　確實なりo　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　典他、（43s）

・・耀給購郷・獺畷に厭…　［慧種の（2）翻種製ま豊暗期（鋼験例7）1

　　確實なり。　　　　　’　　　　　　　　　　　　探種1聯期による繊慶の差異は殆どなきも探種1聯期

10・　llt：醒獺座面積廣き場禽｝よ狭・き揚合に比し繊礎　　　の逓るるに從ひ勅・々太くなる傾向あるものの如しo

　　太き例8・細き例4あり。即ち醒座廣ければ繊　　　r（8）蒜簸種製造時期試験

　　度を太くする傾向ありo　　　　　　　　　　　　　莞木武雄　京都獄講鐡堪報饗牽鎮18號明治43年3”

ヱ1．細の全條件は太の登條桝乞に比し軍和×安泰に　　　小石メロを用ひたるに六月賊は八月躍よリメくき事あ

　　ては獅よ22・5％夏は17・Ot・”・秋は22・o％細く　り叉細鯛‘ありて一建ならず。

　　安泰×1歌1Sにては潔は27．2％細く、－E　106×口　　　（9）舐鷲黒種裂邉時期試駿

　　110にては夏は13・2％，秋｝ま10．5％細しo　『　　　　・荒水武雄外2名　京都獺溝試験成艀量第23號　賜流

　◎ホ報告の此等繊度の太細の飼育條件と綜風綜　　　4駒三3月

焦瀬鰍繭重、繭IUtes、繭暦歩合、蝦との關係　　小砒は6，？，S児探、以形は7．8．10脾楓10月晩



第三三號〕　　　　　　　　　　　　 繭糸糸融昆農三と盤鏡豊涯～との關係論丈綜合抄録（1）　　　　　　　　　　　　　　20i

操矢ノ朋は8・10刀探とせぱ繭綜織度は小澗丸は7Jj　　、（15）夏翻生種の原識飼腐温慶と賄藏に謝する耐

探兎く以形は概して探頼時期の浬るる租太く、久ノ　　久力との關係試駿

勿ヨは8月操10月探問に薙なしo　　　　　　　　　　　　ヲ；琶水武雄、三浦爽太郎　京都醒舗試験成績第25激陀

（10）璽簸黒種製輩時期試駿　　　　　　　　　　　　　明治45年5月

　荒水武雄外£名　京都蹴轟試臓成績第23號　明治　　　陶龍を用ひ食司育淵度を穿1蟷Kコド均720F）及高温（耶

45年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　均7S°恥にて飼育したるに次代瓢の繭赫繊凌は常温

　以形種を刑ひ7月探とS月探とを比すれば繭綜繊度　　　厩太し：⊃

は8刀探納々太し。　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）翼鬼誠齢に於ける藁養が興後に及ぼす影響

　小眉丸を用ひ6月探、7月探もS月握を比すれば繭　　　に就て

縣繊慶は採種蒔期逓選もの程メにしO　　　　I　　　　　餐『島徳一郎　上田微專！i瑠窓會報（9）大職11年10月

（11）操種時期の墨る晶種の同一晧期飼育に就て　　　　　　化牙甑青熟、新跳畳、アス・・リピセノニ化性新

　久保り1磯惜　衣鰹獺報297　11h，　11116．lltsj／」　　　　　　河内む川ひ1岱獄期に飼育し給i蒸il職虻齢2圓よ”上籏

　Tli　1及び丈9を刀」ひ界探種及び秋探睡のものを比鮫　　に三i三る震で30数［嚇こ分ちたるに繭紬織唆は館一代

せりo繭縣織慶は器探猿のものは秋探種のものより　　に於て1よ各品種共給桑回数多きに從ひ太くな妙熟銀

帯に太い傾面ありo　　　　　　　　　　　　　　　　　に於て最も太しo策二二代を魯鋤育をなせる揚含及び

（12）探種時期を異にする麻翻一化性交稚種の鹸質　　　高温姦漁育を行へる揚倉共に商冒代の策養蕊蹴ヒ例せ

繭質に關する比聴試駿　　　　　　，　　　　　　　　る繊度な添す。第…三代、第四代に於ては“fi－・・代の榮

　味岡i秀央、瀾満直二　鹿兇勘戯試報皆策4號　　　　　謎か影響なしo

昭和6年8月　　　　　　　　　　　　　　　　　原翻飼湾に閥する賦瞼

　供賦蹴品種は脚×支7，交7X卿，口1×支47　　・坂本宇一一外銘鰍H謙1試報笛4號大卸5年9月

実4×口1を用ひ腿探種甑と秋採種眠とに分つ織慶　　　　雅獄ll臓：試瓢品零磁ま「11勧1ひ試瞼繊’試・

は需こ秋採種臓の方糟々太し。　　　　　　　　　　　　　　　　1齢2齢3齢4齢5齢
（Z3）繰種時期の翼作に及ぼす膨羅　　　　　　1　　　　　癖嬢h互　劃薬　劇芽　圃　　阿　　全瀞

　大宮新謝衛門　寂餓獄職第340號　昭羽19年ヱ2月　　　　　策111｛ff　釧桑　圃　　岡　　査穿　岡

　2月探（・豫灘）、5月探（台溌）、7n探（1王1形）、9月操　　　　　策露1A置　坐勝　同，　同　　全芽，問

（山形）、10月搬（山形）、人工卿化GΦ縄）の6賊とし　　　　第3斑、企穿　同　　同　　同　　同

魯通育と高温多灘を行へるに繭縣繊慶は概して探種　　　　　錦4繊　「剃桑　捌蒙　同　　益鍔：同

時期の遅れるに從ひ細くなる傾晦を認むo　　　　　　　　鎮5臓　　劇桑　杢蔓　il／i　　同　　同

（14）原翻の飼育時期と次代鋼の關係試験　　　　　　　　錦6蔽　　釧薬判芽全跡　岡　　岡

　大須賀友徳、膝田啓三・愛知縣醒漿試験揚彙場　　　　　錦711藍　1坐蝶　坐勝｛同　　全芽　條桑

　　　　　　　　　　　　　No・2昭利11年3月　　　　　　第8甑　　剴桑　制芽’査芽　條桑　同

　原戴の飼育時期を春：、秋、晩秋とし．次代鎧飼育　　　　　第91畷　　劇桑　巖芽　同　　條桑　岡

時期は何れも聯とし駄1S7皮14を普通育にて飼脊すo　　　　第101畷　　全芽　同　　阿　　條桑　1剛

　試瞼正亟は聯瓢秋期操種のものは炎々襟、秋天然砥　　　第11麗　條桑岡　岡　同　i剛

として採種後天然保護をなし、晩秋期のものは天然・　　　と．したるに原獄繭懸繊凌は凛融匿最も太く錦5旺

保護及探季藏後7日、14Fi、21日、30日、糸勺220Cにf呆　　　 之に」｝1己ぎ藥3；旺最も荊町しo

温し各斑興封照磁と浸酸磁に別ち浸酸賊は魏雅偲轡　　　　次代餓の繭綜繊度は界期飼育に於て第6磁戴も太

前に漫i酸腱理をなすo以上の“1：　1’こ試験せるに次代甑　　　く第3繊、第4麗、第盆巌の順に之1こ次ぜ第10麗、

に於ては繊慶は各探種期、搭磁間に剣然たる一定の　　第5畷第9砿韓細しo

傾向認め難しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、秋識期

雁種の（・・次代影響㈱例…1・　踊賊・・馴・緻1・は
　原懲飼育に於ける趣端ならざる濫灘慶、給桑型式　　　　　’　1齢　2齢　3齢　4齢　5齢

の差異は次代の繭謙織慶に殆ど影癖を及さずo飼料　　　策1匪　釧桑　『11　同　　同　　全葉　曹麺瓢箔

め硬軟用桑品種の差異も又然リ。但し穐端なる榮猫　　第2砿蚕葉同　1司　同　同　華「樋騒簿

陳審は次代の繭綜繊度に大なる影響を及す。　　　　　　第3輝　劃桑　同　　岡　　同　　登漿　亭飼瓢箔
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第4颪　全葉」司　　岡　　岡　　同　　219飼闘箔　　　　（21）秋翻期に於ける用桑の硬軟が宏代羅に及ぼ

　としたるに原舐の繭縣繊度は第3ill産最も太く第2　　　す膨響試臓

斑最も細し。次代鐡の秋那1・謄のものの繊慶は原銀　　旧口‘惚一郎」鴨貞義燦瑠訟彙蛤71嚇II　6年2

同様第3甑最も太く禦2麗最も細しo　　　　　　　　　　　月供試翻品種として日107をmひ、原i螺を硬薬育、

（18）用桑の次代羅に及ぼず影響試験　　　　　　　　　軟葉嘗、中葉育をなせるに次代鑓の繭縣繊度には…

　茨城縣策甥鐡試　茨城縣策2鱗言試試験成績策1號　　　建の影轡を及ぼさずo

大H三14年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）原鯉綱欝中に於ける腫審が次代蹴兜に汲ぽ

　纈品種は口4を用ひ島ノ内甑、城下嫉、鶴田甑、　　　す開係試瞼

多胡M｝魯薬ll粧、5画櫓桑風軸1貞丈字II賦5齢十文　　　澗島縣羅簗言べ験場淋f繊試報ili・　4、魏昭和s年3月

字嚴（各峨共厨的川】祭は4・5齢給興）としたるに次　　　丈4，或102を供試し原鉛1は魯油育、羽羅R給渠5劇

代微の繭瀞織度は原獄川渠と一定の1齢係を認め難　　滅・各齢盛食期飯温姦灘．（1r）．i）oc｛K）9b）．各齢盛食

しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期高漁帖燥（：，）2・2°C60％）、各齢盛食期高温多漏

（；9・）原翻飼料とLての桑の品種に關する翻査　　　　　‘（32・2〔，90％）の搭｝ll遙作り次代は魯舶1守とす繭蘇

　東畑撹央　懲縣郡報第翠巻第6號　昭和4蛋i三6刀　　　　織度1こ關しては城獄にては各齢盛剣Ul高識乾燥、各

　訊瞼賦は標llts　1，｛’E（稚撚赤i国II：獄暫藥）、錦1嫉（余　　　爾缶盛食期高瓢多漏の障店：1＋u；が細いo次代劉翫にては一

齢赤了「f）㍗第2i砿（て金樹合導11上りij，－1一三Sc　t｝i）、伽311旺（金齢魯　　　兄の假向がなVo

桑）、卿4、砿（稚狸赤市III：ue孝EI助十丈寧）とすo　　　　　　（23）鞭獺飼胃中に於け筍灘無が次代躍に及す

　（1）聯獄期　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫響試駿

　原蹴（支4）では第2賊殻も細く他は大難なしo次　　　桑rl；ll｛－L一和歌tlt縣翻賦報・告録號　”（｛和10年鰯

代瓢では第1賊殻も太く第翻轍も醐くイ也は申闘ひ　　　：砲16につ遺醐鑓と次代を小滋、中灘、緻灘に飼育

　（od）初秋期　　　　　，　　　　　　　　　せるに麟徽囎訓1灘£が太い似向あるもその欄甕

　支10工を用ひ㍗るに繭綜繊慶は膿鳳では柵して魏　　　倶かなり0

2腿最も細く撰～鱗匿策11広之に次響館41・1轍も太し　　　（24）原簸種齪漫と桑品種との關係囎

次代蹴は第コ風魏31。賄IIし。　　　　　　　　　　　棚κき縣瓢叢賦瞼揚　酬島獄獣報告5號　昭和1‘）」ド

　叉、訟r齢赤市、羽1助“卜丈聯㍉魯桑及び4齢炮赤富　　　7月

5齢魯桑、1齢和助十丈寧234齢轡市、L5齢魯　　　爲1103支103，欧18，支143支106にっき訪沐賢

桑234齢費市、15齢赤市234齢青市、4齢逡　　ナ島、改良鼠逗、魯國野藥、Tlf鰍穴粟、市21鵯田大

赤市5齢和助十丈寧の蜴合1ま繭綜繊慶は原観でに1　　葉鶴田の各品手亜を給與して賦瞼せるに次代戴の繭蘇

5齢魯繋2、3、　4齢i鯛∫賊赫に太く1齢和助十丈　　　織慶は一一itの個晦を訟められずo（夢ミf～こ灘レ」：嘩芽・舶育）

堆黙β、4齢脊了lf　5齢魯桑颪最も細く傘齢療市賊之　　　　（25）山桑給興の原翻種飼胃が玖代讃に及ぼす膨響

1’こ…欠、ぐo次f矯獄゜て∫レよ4齢迄重力謙『f5齢不ll助一ト3ζ字B亙、　　　　t二就て

4齢迄赤市5齢魯桑砥殻も太く1齢和助2、3、4齢　　　柵㌍作治層携田伊瀬適森縣鑓賦報　第3號　昭

膏市5齢魯桑峨特に細く他は中間o　　　．　　　　　租1年3潟

（20）5齢用桑の硬軟と欧代翻との關係に就て　　　　　　全齢培養桑給興、企齢由桑給輿、12齢lll薬34

　宗像常懸　測i馬縣銀試漿報　第1號　昭和5年6月　　・5齢培盤桑紛輿、稚鐡山桑IIS：蹴培漣桑給輿、稚灘匠培

　供試戴品種は日110なり、甲乙2蛾臓を採り5齢　　養桑lll：鑑山桑給典の5繊より採種し≡次代獄を秋、聯に

期より各涛に分れて硬葉給興、軟葉給與とし蒼繭化　　　飼育せるに繭綜繊変は秋期飼育の楊金をま凛種準均戒

蛾後次の4形式に組合せて次代獄供試材料とせりo　　　績にては燈齢培養桑給興1慮に比し金齢山桑給與甑、1

郎ち硬眩（甲蛾硬葉給典雌×乙蛾硬葉給興離）軟臓　　　2齢山桑345齢培餐桑給輿賊は伽に寂く他2賊は

（甲蛾軟葉給與雌×乙蛾軟葉給奥離）、硬軟磁（甲蛾　　　荊IIし。爽灘種単均成績ではIL）on山藥・3　45齢壇養薬

硯葉給與雌×乙蛾軟葉給與雄）、軟硬賊（叩蛾軟：“S：r給　　　給輿峨倣かに太くその他の砿は何れも鴨々細きを示

奥雌×乙蛾灘輪與雄）に分ちて飼育す、繊度は當　せり。糧嫡育の揚合は・陶成績にて噺勲ま登齢培

代に於ては各1轟蓬間大差なきも硬砿最も太く軟厩最も　　養桑給與賊に比し何2Vも精々細く交雑種は勅々太し

細し而して次代に於ては硬軟蔽f虎も太く硬圃最も細　　　と雄も大藻なしo（供試灘品種は券は支16，歓18，丈

しo　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16×ld歌16，　駄18×－rk　16＊k　eCt　f‘i　7，　同110jit10〔｝，　U110
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×支106，日7×支106♪　　　　　　　　　　　　　　　　　小眉丸及び白龍を用ひたりo試瞼甑は

、其f也（14），（工S8），（270），（294），（329），（r368），（44S）　　　　　　　　　策II轟こ　12月500F」．1月450F　2，3．4∫」40こ｝F

［蟹種の（4）翻種保護冷藏　（實瞼例13）］　．　　鋼甑瑚1月’4501“2・3・4月40。F

　　　　翻種の保護は薩1然に放置せるものより適常のll翻　　　策3匿12月45°FL　2．3．4月40°1

　　　に冷藏保護せるものに於て繭糸糸繊度太き傾向あり。　　　　錦4111旺12～4月40°F

　　　冷微流度は2．50C～50，0（｝位が最も太く、冷識噂期　　　　　第5阪　12月500F1浸月4tt）Oll’鉱3月400F

　　　の余U慰れたるものはSfllしo　　　　　　　　　　　　　　鎮61罎　12．L4∫j　450F　2，3∫」40つF

　　　（26）風穴翻種の貯藏澱度の璽化に關する試駿　　　　　　　第7甑　12．4月45°F　1．2．3月　tlOe正；i

　　　　水井轟一郎外2名　東京鉱購i試験成績猿42貌　VJI　　　　第8甑　12．1．2、31140°F　4月45°F

　　　治44年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小眉丸では第2i腿最も太く第4畷、第11餓之に次

　　　（1）殿戯謝蹄ζ於ける温慶の塑化訟瞼　　　　　　　　　ぜ第3躍最も細しo

　　　　轡熟種を2月15「1より＿50C，一．・2．5◎C，　OOC，焦　　　　匹1龍饗は第：1砿ゴ1乏も太く第5、第S附1躍之にi次｛￥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引
　　　50Cに冷溺麗し2．50（】以タトのものは魯臓戒歪受各20　H、40「1　　　多洋2も　4、　6v　7騨瀞illし0

　　　60口にで2．50Gに移しおき7月10H撤立てたるに繭縣　　　 （30）1秋躍照税昼襲蔵器蓉積欝瞼

　　　繊慶は曲期貯戴灘慶高きv・こ從ひ太く、各澱度典401三1　　覧木武雄外3猶　窟都獄購賦験戊績第35貌　明治45

　　　砿は太き傾1萌ありo　　　　　　　　　　　　　　　　　年5月

　　　（2、貼戴後期に於ける温慶の鱒化甑験　　　　　　　　　　（1）欠の瑚種を用ひ1立炎内収容蛾敷を50蛾、ユOQ

　　　　轡熟種を2月15日に2・5°C；に貯臓5月31陶町［1し一　　蛾200蛾としたるに繭赫織1繍よ5⑪蛾砿翻1しo白龍で

　　　2．50C，　OQe，2．50C，50C，7．50C，1．oecr，12，r）OCi・こ　　　は250弱辱、300盛映，　350朗魅としfる1こ繭系糸繊慶は≡三磯

　　　貯識する事20口、40日、60田、SO「1にて収購したo　　　問に大難なきも蛾数多きもの程細き楓向あ”o

　　　繭牽糸繊T奥εセコ2・50C　F緩殻も太く50C　I醸之1く次“y120Clwt　　　　　　（，m，）　秋銀黒種貯灘度賦瞼

　　　最も細し。　　　　1　　　　　　　　　　　　　荒水武雄b三毒霞英太郎京都欝際獣験成継策25擁　　w

　　　（27）風穴罵種の貯藏浬慶と期間とに關する賦瞼　　　　明治45年5月

　　　水井瀞一郎外2名　東京鐡齪猷験成績第43號　ゆJ治　　　ぐ1）白龍種を用ひ擦聖臓（2月球1350Fに鯨藏）、2

　　　44乍4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迦甑（標準甑と同樹きのものを冷藏末期2遡問450Fに

　　　2化性1イヒ越年の灘熟種をとり2月勲0日午繭101聯　　　　保：渡）、3週麗（圃450Fに3週llU傑護）、4i週畷（同4

　　　1・C－2・50C，　OOC，2・50C，50G，7・50C’こ60　H、SO日、　　valll］）、5週1耀G司5va！ii1）、6週1蔽（同6週ilfj）としたる

　　　100FL　120日、140　Pt　，．ユ60　N、1SO口s200　ri、220　　　1（繭糸糸繊度は5週1紐、2週麗雫浄1こ衣く他はブく鶉なしo

　　　口異亭募災に分ちたるに繭糸糸繊正斐は100i三1フシ三鷲140口1　Bl∫AJi：　　　（2）白責琶をJlj　tJN　2月1口350Fに二∫〔学藏し第一澱彊1（後

　　　藏の揚ffレま2，50CI藁5肩C醗〔最も太く7・50CI確殻も瀦研き　　　3SOF60口、400F30日、450F20口貯藏後f．IS箱）、第：：

　　　傾向あり。160日乃釜1SO口跡藏の揚合は0°e鳳2　　眠（同450F30匠D第3簸（後3S。Fに移し後40°F⑰0

　　　・5°C甑最も太く一2・50C帳最も細しo姓識期間と織　　　「1450Fに20日駐藏後出箱）、第四臓（同450Fに30榔）

　　　度との關係一建ならず。　　　　　　　　　　　　　　としたるに策3甑鼓も太・く錦婆、1圃之に次ぎ劉2

　　　（2S）越年職種鍵学灘慶書遠騒　　　　　　　　　　　 ．　　　　1醒細しo

　　　　撫帳太郎外2名東京驚総瞼成綴第4轍明　　（32）夏翻生種の原難飼育温度erc藏に蜀する耐

　　　治45年2・fi　　　°　　　　　　久力eの關係繊　　　　　 、　・

　　　　1側…珊及2化齢馳♪τ】ひ㈱澱によワー　荒木武娠三浦歎郎京灘言鰍騨戊騨2醸
　　　2・5°G・0°C・2・5°C・5°C・7・5°e・10°C・漸進の7繊と　　明鴻45年5月　　　　　　　　　　　，

辱　したる，に繭綜繊卿以背では一一2・5°c蝋も太く7・　識編轍2化性白龍翻ひた。試嚇レま

　　　5°C蹴に次ぎ1・髄歴最も肌。轡…鞭は2・5°e・7・　　第1匪11月天然12月45。F1月畑貯藏

　　　50C爾［塵鼓も太く　OOC，5QC匿之に次ぎ一2・50q戯最　　　　　　第2麗　　11月天然12月420F以後1司一ヒ

　　　も細しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯵31置　11月天然12，1月40°F以後岡上

　　　（29）　麓年種貯灘度需燃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　第4ヨ璽1霞　　11月天然12月420F　1∫∫400F　2月11三1艮守

　　　　輩木武離外2．名　京都獄講試瞼威績第聾5號　明治　　　　　　　　　　藏

　　　45年5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　第5峨　11月45°F12月420F　1，2月40°F3月1日．



204　　　　　　　　　　翻　　　懸・　・墨　　　雅　　　融　　　　　　　　　　　　　〔岱九笛

　　　　　　　貯藏　　　　　　　　，　　　　　　　　　　｛も他には聴刷の傾両なし⑪

　　　第61岨　1i，12月同上ユ，2β月40QF　4丹1「1貯戯　　　　（36）慧種保謹試騒

　　　獅i・電3腿同上4月40°F・「月1rl臓　　　．懸縣燃鋤執場瀞綿鰍鮪助轟Hl’1不ll　5
　　　第S窟遅　11」邸500F　12刀4雪OF「1．2丹400F　3月1「三1　　　．4113Jヨ

　　　　　　　貯職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「口，丈4，倣7，丈学，隊7×更7，Ill　11（），支102葱

　　　第9硬　2月迄同上3月40°F4月1「田號蔵　　　　　　川ひ～告識曜保謹、瓢鑑｛内放置、弛物の廓下にrl然1こ

　　　猿101・｛鑑3月迄1・肱4月40°1糊IFI艮撒　　　照愉るもv・を設けたる1、麟織1如、は＿窺の｛・輌

　　　　　　　としたるに繭綜繊慶は第4爬最も太く　　なしo

　　　　　　　第3・2・7・1°の順に之に次聯1、6、　（3り翻種の翼幟灘關する猷験

　　　　　　　5・8蹴・iし・　　　　　　剛縣獺1試剛1雪鍬聯2嬰が孟1猟8刷」

（鋤風穴躍種の再貯藏試駿　　　　　　蟹llll稗鎖1×鵡岬職7，1歌16蹴篤・嫡
榔帳太郎外2名棘灘1繍成績秘17號明治　蹴105む川ひた。

　45年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試臓嫉

　　2イヒ恨1…r撚をJ］1ひ再艮搬び・n敬をto・Fi．　20・rl、　30　策葛1π繍軸2∫」1：伽h輔漁141購、蜘後胡

口の蹴とし御馳距に撰獅鼠2聞よ脚隅に　　　　下旬寓で’o。cに7舗次に1（｝。鋤衡こで鹸

　至る計11凪としたるに繭綜繊礎は再貯城日窺娘婆きも　　　　　　　　長期となし｛1騨∫蔚争ま唾IU擬冷職庫1こ保

の雫蜘く欄蠣の1削切と繊殿醐には一シ送の1柵係　　　　護す。

　なしo　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　第2麗　2月中旬艀費獄種庫に加き以｛kP，　Jj初旬寝

（・4）漱融働職蘇翻麟矧する繊　　　で3°e雌13川・・1耶鋤・購1欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乎遮40eに保貿礎

横田侵太郎外2各　東京3欝聯脇鋤5と績第47號　明治　　　　建3嫉　2月Φ旬窒雛鼠種耀、以復s月初旬まで3藩

45年6月　　　　　　　　　　　　　。c以御月中は4。（，㌧4」」より俄鱗稔
σ）ω小砒、r琳勘】ひ瑚3ユi槌70。F以　　　　・s．5。（1に鰻
上に保融iし以後普通氣澱111におくものを搬幣としU　　　　嬢4臓　甥中旬濾懲雫重庫、以後1恥初旬欲でξ≧騨（！

∫」環劫5°F・10°F，Zδ゜1　s・qて備ゆ鍍頗に　　　以後3　rJ・li　・1。C，1，’・iJSよ1，繍瞥瀞潔，5・・（1

3分し甲は1月ユロ以後、乙は1月31日以後b普揃氣　　　　　　　　に保護

温中に移し丙は3月1日まで上記澱慶にて保護するに　　　第5賦　諮月中旬迄微種llド、以後3乃初旬迄3・05G

翻繊は1イ唯では麟離も太く5。幅之にPt　　　以後3”帖5。c，胡よ剛肺縛瀞．5
ぎ15°C甑最も細し。2化性では5。c1画肢も太く標準　　　　　　　　。cに保護

畷蜘し。　　　・　　　　　1郷磁2胴・タ艇辮凧服㈱瀞齢i蹴
　（b）2化性では繭綜繊変は15°F甑最も太く撰醜　　　　　　　種庫内に天然に保護

騒蜘し・　　　　　　　　　嚇繊畔鳳り雀餉同じからざるも」1㈱5
（2）鰐撫艶一一一5°C・一踊゜C・0°q2・5°C・　年に朗1繊4で聯3、獅駄く餌、歪簡叢

5°Cとし騰1醐を6°口・S°「“1・・日・・2・臥・4・　細し。欧7・皮7で聯2隙も太く魏5B鍛も飢。

口16°日・18蝋2°°日と路姥2日・4rl・賦　　聯16年・・はEI・Z・支4で聯5暇も太く鋼、

81瑚一定の融に徽せしめたる・備欄勲貯　鋼融鯉し。鰍・6・支・4そ螂職服プ、棚競
藏日数の120日問磁では跡識温慶O°Cのもの最も太　　　最も細し。

く一5°C臥2・5°嚇之・歌ぎ‘山・ま大勲し・・6・1・・｝　騨17年・・艘・5脚。5で聯4、揃、蜘

！1ウ灘で鮒灘慶触・從ひ太し・　　　翁凱畷蜘しb欧・畷工4で麟4灘5識、
（35）鐙種貯藏に嗣する試験　　　　　　　 ・　　　　　　　　1破太し。

鶴欄糊翻徳耀謙i‘・蝋畑・年　㈹冬期間に於rナる灘髄醐する識
3月 @　　　　　　　　備糊醐麟謙｛聯職，脚、瑠∫」
日職1°1日1°7×丈9×支1°1日1°7・支・・…　儲瀞まで燃～鞠、膿した翻介

をMVL．　2脚N・3脚日・朝1°際撚・・JNeL　支・・，支・蛾1・，鰍1・，嚇繊，，職、、，

たり藤徽はFl　1脚゜1醐1°｝・【入1　帆・）Flll「；・・娼・姻賊・・tt，，　U　l・・，漏断f酬】ひ・
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1灘の（・）儲温轍鷹流（購例・S）1　・・…）、・⑪…IIE］・・11・llli（・…、，・…；・。灘，、、。、、、1

　繭締繊慶は催沓温鷹が適温かxはそれより納々高　　乙IAI，（70°F）、1盆lll間厩（65。F）14rl悶i　駁⑰0。Fより

醐合e・太く・イ蹄徽は適灘客附砂・・蜴合1：・　7⑪゜1；・・灘）、・6！」1礪（030F）、・20　rfl…臓（60・F）認

太く、叉氣流とは何等聞係なきが如し。　　　　　　　櫓（天然湿慶）に分ちたるに繭綜繊慶は催蒋1蹴薫の

（39）灘備纈　　　　　　　　陥と一惣・｛餉齢鋤鞭も伽懸繊の構聴．
　土羅　泰水井講一郎外2名　河乏京獄事報告㈱S　　l脇よillvinc法によるもの織度糟々太し。，

號　明治遡勾三2月　　　　　　　　　　　　　　　　　（覗）笈灘生種催膏認廣繊

　小2fFi丸・大白瓶又凱r撚を用ひ榊1娠乾燥　　じ囎偲太郎外脇酬騒・1蝋｛1沸21號叫韻
砿灘潤賊に分ちたるに繭縣織度は概して乾燥甑最も　　　年3∫－J

太く鮒弧細胴i鰍ど熱なし・　　　翻は2化性2欄彫継肋脚劔rl附
（ゆ蝉の憾繊，　　、　　　3剛、蝋1、5賦6賄「略々75・F，8。・F，
水傭郷ク骸棘欝掌購第4曝轍麟三　S3°V，，　sr）・F・87・F・9。°F・・てイ1践轡し焔礪襯

3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度は概して750Fi颪最も太くS301“厩之に次ぎ90QFII～最

（1）su品種は大峨を用ひ齢賦職を分ち欄嘔　翠も縦。叉劒晦鞠j聯篭瀦職ひ焔も峨織

融凪側舗・温麟臨、鰍鳳灘瓢灘　1遊細し。
度激撚としたるに繭鰍度は側甦風鰍殿も　（45）耀生種催翻鰍験
太く湘閏風儲嘔之に次ぎ高醐燃組・　　腿偲太郎、燃久之鮒騨撒窮21號明＼
　（2）戴晶種は新段を用ひ生種保蔑中を（1）と同一　　　檎44年3月

蔽幹をなしたるに商温泌鼻も太，く灘潤遡之に次ぎ優　　　以形種を用ひ産卵後2F嘱、3日目、4日蹴、5Fl同

撮庵最も細し0　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　，N同に各々700F，75eF，80PF，850F，900Fにて

　春竃種催膏翻　　　　　　　　　　　　　　　　　催脊したるに繭綜繊度は概して催轡淑慶高きに從ひ

（41）荒木武雄外2名京都瓢講獄事報班第18號　明　　　太き傾向ありo産卵後爾田数による細太の關係はM

治4鈎三3月　　　　　　　　　　　　　　　　　1　定ならずo

　（1）温慶に關する試験　　　　　　　　　　　　！　　（46）越年鷲種催膏温慶試強　　　　　　　　1

小石丸を用ひ65～S5°Fにて催等腫るに繭綜繊度　　横田畳太郎外2名東京蜘鰍瞼威績第4蟻明

は概して70つF樋最も太く750F斑．650F賊之に次ぎSト @治45年2月
OOF，　S50Fとi次第iζ細くなる05く搬準、卒温、激鑓、　　　1化性又晋及び2化性嵜熟を∫∬ひ催沓温慶により

急1高の41砿では軍温賊最も高く急高1姦般も細し0　　　600F，650F，700F，750F，　S，，　OOF，漸趣、急進の7rs－X

　（2）灘度に關する試瞼　　　　　　　　　　　　　　とせるに繭赫繊度は1化性ではSODF醒最も木く750

　小石丸を用ひ撰幣恥乾燥、灘潤、滞布、轍水に分　　　F1旺、700F旺、急趣甑之に次ぼ漸進繊鼓も荊llしo

ちたるに繭纐鍍は濡布瞳セ太く・酬…、乾紘灘　コ化性でbま75？聰最駄く髄風so°F匪之，歌ぎ

潤3帳は殆んど差異なく撒水匿最も細し。3く標準、乾　　650F匿b　70つF魑細しo

燥．繰潤の3匪に付き行へる實駒によると乾燥匿は　　　（47）秋簸種催審申圖温援濁試籔

稗や灘潤峨より太き傾向あり共に撰準匝より太しo　　　　荒端く武雄、三浦英太郎　京判1慧講試験成績鑛2q號

泊無氣温保誕寵と合遡的冷藏保謹蔽に分けたる揚含　　　　（42）夏醐抑制1魎催膏温慶試験

に繊度に於て自然保誕甑の僅かに大なるは震ユ3，交　　　　田邉傳太郎　京都獄事報告第21挑　朋漕44年3月

14，欧16，聯黄2，群黄11，ILI　1の6例にして仙の6例　　　以形額を用ひ約1ケ」1370Fに冷戚し鷹を取出し

にありては職撒1歌於て樋かic大な垢　　　τ70°F，75・F，　SO・1“，85。F，90。Fにて｛1購せるt・c

24　卵f化に蓬るまで嵐然無源i（保護したる揚合　　　　 繭赫繊慶はSOOF履〔b　750F　I磁太くS50FI砿、700Fl畷羽㌃

　ゴζ15X支105，塞こ14X隊16，　日7X支’106，　日110×　　　々荊［1しo

支ユ06，支14，睡18，口110，丈105をlllひ自然氣温　　　　（43）癒鷲種fl蛙審混度試瞼

保謎甑と合理的冷藏保1護圃と醗豊保護甑とに分けて　　　lrl漉簿太郎外2名　京都蹴’1醐乏告猿20號　明漕44

試験甘るに繊度に於てEl然保謎颪の大なる揚倫・は支　　　年3月

15肢ユ05該14の蹴にして他の7例にあザ（は冷　　小石丸翻1ひ1撒i蹴簡猟膿卿化に箆るH　tu

麗墜墜斑最も大にして灘室保謎蔽に於て常に藩lliしo　　　にょIJ　7日間甲i蝋700FよりSOOFに漸進）、7測i｛1乙楓
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　火疋2雪1三3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ∫風11盟℃111吃燥無風臓暫麗燥）fj’風1・lr，　”灘渦重鴨凪醸、灘

　（1）秋獄黒種偶蒋中高7胤接i醐試験　　　　　　　　　　　　有風嫉の6賊としたるに繭綜織鷹剛ll嚇聾1；に於ける

　2化性肉龍蔵年冷藏禾敬を・7月15Fl取出し、標胸広　　　　無流の多少イ頚1｝と一戴の關係艦認めずo

　（75°F催膚）、初日蚤沁（催講初口90°F以後75°F）、　　　（53）催膏に關する試瞼（愚）

　2日既臓（催育2日E．1　gooF以外は750F）、3口匹1旺、　　　徳島縣鼠粟試験場艇1島縣獄試弼沓5號lll拝114舘3∬

　4口Fl賊、．5日口11凱、6日Fl甑、7口日1畷、81il　ml猛、　　　雅、隊7×支7を用ひ漸遜法』慨淑法亀零IIレ々低温渋賢

　9日Fl磁、10同闘畷職rll2日1孤中3則蔽、後2日減鴇　　　適瀧法、高温法の櫃轡tL’なしたるに繊鷹は穴離な癒

　後3口砿としたるに繭継織度は概して高漁擾鯛U　di　re期　　　が高｝占鮒ll密が粕太いo

　遅きもの程太しe　　　　　　　　　　　　　　　、　　秋，丈9×口1遊用ひ最長期炮800のもの、嚢魚落9⑪a

　　（2）＊rkew・ik秘1購・1・翻髭駿醐脚数　　　　　のものを作りたるに繭繍徽囎よ魏「縮91ρび境の最

　　黒縄と岡襟に砿分したるに繭赫繊慶は仙密の前期　　　も測しo

Xti後期蘭轍燭を行へる’1・・a）・trk・J’ic”・krl‘J’・6Cく蜘　
（54）漏勲駄及ぼ欄響第晦

のもの細L2Fl或は3111徽の蜴含綱撒り。　　桝挿爽畳野縣灘ll燃禦0號ilrMl15tl・3刀

　（48）催膏漣慶賦鐡　　　　　　　　　　　　　　　　エ．恨瞥溝鮫60％、75％．90％にてはi鱗繍腕に兆

　　丸山俊一郎、市村羽1雄　侵野縣松本原鐡税製雌　　　　　なし（信，農岡ヒ由×，監浩ホ艮2脱　　rl三ビ1）

躍騨賄第蹴焔11脚月　・　　’鉱1齢漱αo％75％．9。％r・ては麟繍鵬磁
　　El　1×ヨこ1工，1歌9×寅7・饗こS×「1106，鰍9×『1105を　　　　　なし（上貿己と置晴11率匝）

　用ひ催轡温度を6001・65QF・700F・750Fとしたる　　　3．5令・灘慶60％75銘にては繭綜翻晃度に難なし90％

　に繭綜織度矯概して60QF，〔15ぐ）F嚴太く700F，750F　　　に於ては繭綜繊鹿細くなるD

　斑細き傾向あbo　　　　　　　　　　　　　　　　　（55）鐡卵の催織艦慶と鱈見議育關係繊

　（49）暮鑓種催膏温慶の高低と瓢作及灘病との關係　　　　醤崎縣瓢叢獣励場宮崎獄試吃艮僧3號llf｛羽1呂年3∫1

　騨瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腺は丈13×駄3茂13×脚6，夏は洲職轡×粟4，rju

　　高准多宗治　 1岐∫押駕1試馴珍窩3貌　ソく肥14艦115∫」　」　　　　　0×丈105をf∫t：　rl】しfi10Cl，24e（H，270C，300Crこ｛臥苧掌し讐

　　旧ユ×支4及鰍7X丈7を用ひ豚期に獄瞼せり011Slf，別　　　揃に飼育すo繭綜繊礎の關係を見ゐに、聯は飢o　C

　をよイ搬予督渦L度により杉翼～弊獅兀（750F），邪薫言胤！・虹（650F），　　　240Gオζ太v、カ｛夏は300C太くflE言胤となる1・・f．荊llくなるo

麟嘔（80°1“）とす。薦縣搬はF・1　1［×掘では適楓　　（56）｛騰中の乾灘耀作に及すtWWWに就て

　碇最も太く低温砥細しo鰍7×丈7では仮瀧賊太く高　　　膿口畳火郎、折田敬需、東障　鹿児隔縣獄獣大島皮

゜漣囎蒋し。　・’　　　　　　　nj・nxit！；一螂貌昭猟o年3月
（50）戦羅種催轡温唆の窩低と籔作及罵病との閥係試駿　　　試瞼感は乾燥風多？ts　11Sl；、鋤照臓に分く、供賦蔽品種

　　高t多」宗治　岐J払蹴1試報第3號　大jlこ14年5月　　　　　　は冶と期は剛ヒェS、1歌16，ヨζ16，夏秋期はF17×或二106，

　・皮101×日107及印07×支101をfi】ひイ1塒温慶によ　笈106を腱、繊礎は聯蜘《ては一宛の伽句なきも多

　り低猷猛五（700F）、中混1戯（75°F）、高温甑（83°F）と　　灘逓酬㌃太き場含多し、覆秋期にては軌燥噸惜歪こ太く

　す6蔚綜繊慶は皮101×日107では昏甑穴体線しきも　　多灘眠般も細しされどその難櫓めて少し。

「1107×丈101では繍聴1端龍從嚇1駄し・　　灘の（6）人工購化囎灘化法、越禰

（51）纏種の催膏中に於ける無灘の多少と蹴作　　化法湊瀕靴汰酸劉隊化強訳然淵泉漫
　の豊凶に關する試腋成綾　　　　　　　　　　　　　　　脚漸ヒ法、電藁購化法）（倉計實瞼例IS）

酉川砂岐轄試槻曜膵召鋤湖　　　　層礪酸靴脚・方昏ぞ爾1繊の孫蔽癬蔽嚥花
　　印07×支101及（支4×丈101以ブ撚舐をmひ儲　 穂鈴藏書轍冷戯脇ヒ楓冷籔浸酸姻琳等よ1）繭

　　澱によ噸敷乾燃灘1の3剛としたるに　撒蜘し。徹舗灘卵靴穂・於てvま灘1温慶
　　繭徽慶は概して　轍i倣は欄鮭副こ於て太く澱　及1醐によ嘔々であn。欝灘醐化種r。於て

　　潤磁に於て継傾向を示せり。　　　　　は冷臓澱、浸酬r醐iζよ1脳々にしで一定の傾向

（52）礪種の催青中に於ける簾の””少及び氣　　なく、贈灘酸～舗艀化種1こ於ては劇齢薮畷

流の有無と翻作の豊凶1二關する試駿成緩　　・　　　　と後期冷藏r緻と観駐々異にしても何等一韓の傾殉

西川砂岐」1囎試報第6號ll餌II3｛酵月　　　　　　　も現れず。

　國冨×漸江ヤ支101×影1107を用ひイ｝聴を無風IIX、　　　　㈲典他の人工卿化法に於ては實験例臓少にして繭
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縣繊康の細太を認め難し。　　　　　　　　　　　　　8分b10分、120。Fでは2分、3分b　4分、5分、7分b

（57）入X越冬翻言戎験　　　　　　　　　　　　　　　　　 9分、10分としたるに繭醐…繊度に卵夜泓L11‘～OFにあり

　土康泰・駒宮漕作　／賦踏襯研鍛事亨齢翻19號　　　ては2分1砿最太く、4分斑之に1ll£ぎ6分輝最も縞し。

明治3⑰年3月　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　1180Fにありては4分正1遅赦も太くユ0分賊、5分甑之に

　供試銀品種は小FPttsなり、6月Φ礎卵したものを　　亜ぎS分斑最も細しoユ20QFにありては2分照最も太

魯通に保護し越｛ltせしめたるものを甲1疏としh陛卵　　　く10分1岨、4，分1砿之に㍊二ぎ5分斑最も細しo

後風穴に移して寒冷を感ぜしめ和醐に田穴して爽盃　　　（62）冷藏圏酸購化濁二於ける冷藏温度と卿化翻

せしめたる鯉児を飼育し之より搬卵して乙擁となし　　　兇teの關係試騒　　　　　　　　　　，

附匪を比較飼育せU、繊度に於ては乙i畷はllli岨より　　茨城縣嬢二蜀1獣　茨城縣螂二二凱1試試瞼成績禦蕊號火

癌かに大なりo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I践14年10月

（「・S）灘吉照ヒ5蝦i瞼　　tt　　　　　（如01×筑4）×r！107・Wllひ冷戴渦陵を37。F及40

　瀧木跳雄’三捕英太郎　〕1｛都黙簿試騨成績嬢％翔a　　°Fとし之を脳酸浸瀞胴illlこよ壷1）3分甑、4分闘』5分

明治45年5月　　　　　　　　　　　　　　’　　　1随6分i，i？ll・c分お施るに繭綜繊1隙瀬0叩冷臓のもの囎

　小石丸白龍を用ひ・1頭丸でt・t　lug°F　5秒」0秒、　lt太く」轍灘渦糊37°ll“　a川蹴紛慨最駄く紛

130叩5秒・白龍では120c’F20秒．130°F　10秒、2秒　　　瓢最も細し。40。Fの時は5分1躍最吹く4分瓢骸細し。

に分ちたるに繭縣織礎は小着丸では130ΩF5秒嫉最　　　（63）羅卵酸繋購化強に關する試験

も太く120°F5秒慨之に次ぎ。肖龍ではユ30°F2秒環　　　瀟胤縣翻藁試励場　庫曲rと縣獄駅報告1號　ll群li2勾等

殻も太く同工0秒隈之に次ぐ。　　　　　　　　　　　3月

　3ζ白龍の照稀及グ之が甜照として盃瓢を用ひ漫溺　　　酸翼援鯛隈盟1懸の温慶との關係にて銘゜9一額OC逡

．奄120°F工5秒・同20秒・125°F5秒・岡10秒、130°F　　の問につ遺献験覗をるに繭綜織1聖は290C；・一一b3L｝9（）位に

3秒としたるに繭紬繊度は黒種では130°E3秒職最も　　保灘した．るもの最も火しo・（簸品稗ま瓢化膚熟、謝槌

太く1200F工5秒圃之に次ぎ125°F10秒謎最も細しo並　　　×「1107なη）

顧にてはヱ20°F鷹太く1250F5秒麗殻も細しo　　　　　　酸i驚、推斌、騨酸卿化微兜の飼育によ”．ては繭蘇

（59）冷藏稠人工購化種比較試駿　　　　　　　　　　繊慶に大黙なし（酸品魏欧口107×支1◎コ，蹄捜×日

　徳島縣鱗1叢試瞼場　穂島縣獄賦々堰鮒鯉沸3號　　　107）

火砿ユ3年8月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（64）翻卵の漫酸慮理後に於ける乾燥畿置の魑錫

　日1x丈101・（皮9×支101）×rl　10ア，　Fl　107×支　　　が購化鷲兇に及ぼす影響猷駿

101を用ひ冷賭臓と雫簡亨艶醐・鵬齢齎轍棚　 岩墾雛撫燃場岩手縣鰍糎｝1曝嗣簿
に分けて駅瞼せる揚合、繊鷹は冷識澄酸種環穂々太　　　3f’j

く冷擬種罷囎々細しo　　　　　　　　　・　　　　　　　　日107×（史101×支4）を川ひ（ユ）険諸吃、（2）爾子描

（60）冷藏種藩通漫酸晒化種、冷藏漫酸種と桑漿硬　　　過光線乾燥．（3）慨射光隷乾燥、（4）脅紙裏職戯搬

軟給與試賦　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　光線肱燥の4畷を作りた1，。繭綜繊鷹｝X　（X）磁太ぐ「

　徳馬縣蹴業試験場　徳島縣湿鼠々翻1乏告錦3號　　　C2）（3，厭細く、（4）鷹中間なり。　　　　l

Ptcm131irssn。　　　　　　　　　　（65）N然温泉漫濁‘駄礪種の人工艀化賦験
　日1×支10工を用ひ冷識種、曹棚濫融聯化種・冷職濫　　　岩手縣灘牒試魁翁揚　暴｝雫縣獺試職告コ2號　il養1利4

酸種を・各々3分し硬藥給與剛、軟葉給與隈、磐油給　　郊3月

與圃として試瞼せる揚合に硬葉慨はいつれも太き傾　　　　日1◎7×（皮1伽X支4）を∫Hひ浸酸、海湯、温泉當

向ありQ冷戯頼浸酸種との問にレま一建の傾向なしQ　　　日漫漬（産卵贈日）、瀬泉欝琵rl浸液、冷職温泉浸演む

（61）鯉酸贈化法に於ける簸酸刺戦の遜不足と購化　　　なし人工卿化せるに繭縣織礎は識泉當日浸演1鼠が：薯

翻兜との關係試駿　　　　　　　　　　　　．　　　　し送太さを添し他は大養なし。

　茨城縣錦二獄試　茨城縣第二猿賦試験成績第3號　　　』（66）盛酸電氣空氣の購牝瀬が翻種醗作繭質静に’

大了1三14牢10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及ぼす關係に就て

　（丈101×丈4）×口107を刑ひ蜘酸温度はU60Fllso　　　高イ多宗治、　Ji・1≡りト灘二・岐」IL縣躍｛試ヤ第10號、・昭覇

F120°Fを用ひ浸渣時岡は110°Fでは2分、4分、6分　　　7年3月

S分、11分とし、1工S°Fでは2分、4分、5分、6分、　　鞭酸、電氣、聖氣卿化との關係。　　　　，　　∵
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試羅・標・馴購化・瀞卿・ヒ鳳・繍・…　畷灘1｛1撚糊響期㈱゜「D
繋継ll瓢黙，蹴隻撮譲　・・嘔｛冷荘鐙冷（19ijiJrJj30日｛憂翔1100冷　　霊…建（涌置「・JU！40鑓））

説謙轡蘇1骸響灘灘鵜1繍欝　・・畷灘謝｛1811肇期2°“）

あ…　　　　　　　　⑪呵斜辮影i欝脚）
（6b灘勲隷、ミ鷺糊囎凱　・・晦灘灘8｛1讐期2°・・）

報蕪臓冷甑騰酸冷、＿us咽騰離　　91…1饗期2°日）

せりo澱晶種はrl　UO×支105。關緕繊度は各圃lllに　　倶試餐凱品種は吏103，日110なり

殆んど麗なく冷藏浸酸1・嚇肯々太し。　　　　　　　　　繊慶は冷浸冷甑僧に冷浸1岨よy太きもその難顯i警な

（68）憲卵の人工鰐化法に關する試駿　　　　　　　　　らず。

満酸冷藏に關する試駿　　　　　　　　　　　　　　　　　（71）翻種の電漿購i化に關する賦駐

　渡邊孫七、味岡秀夫、ヨ独戯款、堀之内綱雄、武　　　池江輝二長11劇鶴獺騙℃瞼塘賄錦2號　昭卸8

博道　鹿兇島縣瓢繋試験場さ｝艮告第20號　昭羽18年3月　　　i・ll　12月

　漱17，．r，1　110×支105を用ひ浸酸施行の時期によ；，　　1，飼育及1蒲質に關する翻益

産卵援3日目午箭瞳も同：4　F．1日午前1磁、同5口口午繭　　　　1）　魯踊放電に關する試瞼

碗の3臓に分ち更に各々を2分して冷浸斑と浸冷鷹　　　　「U10x皮103を用ふ騰卵後失々異なUたる時期に

とにす、浸隙の慮理法は鱒酸比蕪1．100，液灘1150　　放鷹慮理せる揚合に之が飼育及繭盟に及す影獅を糊・

F，5分～10分問とす織慶は3β田午前1畷の冷浸臓が　　査す012咽拓1匿（騰卵後1211－“h！｝鵬放億）1；ei嚇1茜膿（同

最も太し、一般に冷浸照の方繊度太き楓向多し0　　　36時間口放電）6011罰1畷（岡GOI劇｝ll　H放電）の3蝋

（69）澄醐購化宏に關ずる試瞼　　　　　　　　　　　　を設け40ミリァンペァの電流なllO分慮難す、繊曖は

高知銀1試腐燗齪試報第5號　昭和8年5月　　　　　　3飾争問蔽太く12晦問嘔細き傾1向あるものの如しo

　（1）短期冷磯に關する試験　　　　　　　　　　　　　　2）　冷戯放電に聞する試験

　日ユ10×支105を刑ひ前期抑1L繊、冷毅浸酸凪、濯i　　　冷戴放樒をなす揚合・其の冷賊の時1り蜘1阿が飼育、

　酸冷藏甑、冷1蔵浸酸冷藏磁　担加漫酸繊に分ちた　　繭質に及す影響を調姦すo支103×ほ110を用ひ騰卵

　るに繭縣繊慶は冷藏浸酸冷藏1躍ヤ鵡加濫酸法概し　　後所定のlr塗期に冷臓しSO「旧1二川庫し、2晦問後一Jik

　て太く前期抑止甑及浸i酸構歳岐は荊聴傾向ありo　　　電腱灘す、獣験匪ぽ能卵後2011｛問目入罐澁、渕ll6聯

　（2）侵期冷識試験　　　　　　　　　　　　　　　　　間口入魔置、同6011舗lm人庫照、同SO暗ll胴入曜嚴

　青熟×支105を用ひ冷戯浸酸法、冷藏浸酸冷磯法、　　の4臨に分つo繊度は3G時罰E田ε最も太くOO時問目

浸酸冷藏法覧複式冷識浸i酸法に分ちたるに各卿化法　　 温SO晦賜髭1眩の順に細くL）Oi削ll】闘匪最も細し然しそ

により明確なる傾向を認め難けれども複式冷i蔵浸i酸　　　才し等の詫顯i醤ならずo

法糟・々太き傾向あり0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　冷戴放佗冷藏に關する試瞼

（70）冷藏漫醐冷藏に關する獣騒　　　　　　　　　　　前期冷藏日数と後期冷藏rl倣との掻蛾の關係が飼

　池江輝二　長崎縣猛塾試瞼場報告第2號　昭和8年　　　育及環財質一ヒに及す影響を調査す丈103×FIUO睡川ひ

12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産卵後40時聞日に冷戴し所定晦期に1［1庫し2時問後

1．冷藏浸酸冷藏方法に關する試瞼o　　　　　　　　放電し夏に2晦！ltil後匹び入瞳済告戴し所廻時朋に川臓

　冷浸冷法に於て前期冷藏同数と後期冷藏口敬が飼　　せりo試瞼腿は1峨（商fl期冷戴日数ユ0日筏期冷冨欝！

育及繭質に及す影響を調査すo前期冷藏同数10日後　　　数20日）、21・電（同上15Fl同上15「D、3麗（同上20口

期冷藏日数20　Hのものを第1磁とし、蘭期15日後期　　　同上10日）とに分けたり繊変は31蔽は最も榔1く2蔽

15日のものを第2甑、前期男O口後期10Flのものを第　　或は1畷太きも…剛ノ）方太き傾向あり0

3題として試験す織品稲は支1037日110を用．ミ・0　　　　　4・冷戴放電種と冷識〃文電冷蕨種との」・ヒi絞試瞼

　繊度は各圃大差なく一定の傾向なしo　　　　　　　　　支103、口110を川ひて冷’1忠腿と冷’電冷賊の瓢1砿を

2．冷戴浸酸法と冷藏浸酸冷戴法との比較試験Q　　　設けて試瞼す㌧織慶は常に冷‘1駕戚の方太し、されど
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　その輩顯著ならずo　　　　　　　　　　　　　　　　　於ては6同目叩歴勲も太く3日目甲砿之に次響9口

　　5・慰謝化秘浸脚靴垢軌の↓ヒ繍燃。　　陥圃・渉蘭1し、而して9口細融外は）・つれも

　a．　冷藏放電種と冷識浸酸種との比絞　　　　　　　　鶴劉甦1戴より太し01

　　丈103・胆0を∫iエひ翻服酸1駐職放伽睦　　（76）不越年灘色澤Stwa

認ナて繊す。繊放秘は1・詫己の方法と同一であ　土購外銘耳瞭糊酬繊3s號明・？R4211i2月

　！」　・浸酸法は塩酸比重LOI｝0・液温117°F・4分泓れ1ε　　　二化性新屋種の第…・化期不越年種をと臓蠣・に保

を行識卿冷撒叡常に太きもその蒲i翫　凱て血絶なる卵撫ω糀し囎色なる鮪甑

らず。　　　　　　　　　　　とし。動媚漁ぴE・1・1・iriに保護し髄臆泌踏
　h・冷撒電冷繭と冷獺浸賀俊冷藏種との繊。　とによ｝，糖撫色醐に分ちi’ト六減とせるに繭織

　職嬬謙灘上記3）囑合梱じt・・V、冷　慶は闘醗rl灘脈贈保脚もの」、似、く徽
鞭酸繊法轍電の代り1・澱α鳳Mo，冷17・　系統㌢撫色系繊購敏し。
1”・　4分間）をし2°酬1後繊し・。開に離己す識　

（物蜘の冷灘験
慶は灘励方放鵬畑太き働ある漁轍ら　脚1慰く郎講驕三に耀胴浸｛櫛40號囎
ず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43年3月

働冷灘鵬化縦騨辮化冷藏醗の服期　　燃、禰rl本蛮腱用ひ酬より儲に灘る1；晦欝
　池酬ll二畳11蠣麟鵬鋤尋婚鋼號“Z榊10　。。C，5。（：1，10。e　tこ翻艀翻P各101三1・．20・EII　．fsonと

年覇　　　　　　　　　　　せるに麟搬購薩n数拠に從ひ鰍勧m
　「111°×笈1°5捌噺浸2°n石竃諦浸3・眼識　口職のゆ｝塒嘲く、…CI擢1・方きて特麟し。

冷22rl剛隔32職の邸盟に分ちて鋤せ1獄鵬　　σS）磯稠儲中鵬抑制纈
果中繊慶に關しては渓冷1・叢は冷浸破より稗々太し。　　　灘木武雄外賭　京都鷺話際甑瞼成綴策26號　火i“

（73）冷藏魎酸購化種に關する獣臓　　　　　　　　　　助三3月

　池江輝二喪囎燃榔號ll肺11咋閉　　　（1）小石丸餓凧ひ算燃蹴
　轍の比重並に灘ゆ同一なる揚佃こ典の漫灘　　療：胸瓶魯汕妨油，溜伽1｝

「肋畏短鳳る卿化峨否が飼育及欄に女胴に影　繍剛イ1騰瀞御o日搬て3ア。Fl・・5日聞抑

欝るや蜘蹄騰馴。　　　　　　　　　制
　閣獄寅105號を用ひ短1置寺悶澱酸卿化良砿（浸潰1聯　　　冷雑10口　催青｝津手よV　10　ll問抑iklJ

間1分）岡贈化不良慨（同1分）侵1馴ll浸酸卿化良　　　　土41t　i）口　催青蒲手ユ鯛後500Fに5口問抑制

麗（濫潰時岡S分）同艀化不筑斑（同S分）遡當なる浸　　　　土響10「【催そ疑齎手よリユ0日間｝印制

酸靴齪（渥i淡口曝問4分）の5駈駄分ちて初徽晩　　繭懸搬瞠舎識51F嘔酸も太く土卿軸匹駝に次

秋の2圓試験せりその結果の繊慶に關しては各硬火　　　ぎ土審5Fl臓最も細しo

差なけれども短時間浸酸艀化不良1置糟々太く濾當1瀞　　　（2）小石丸種をmひ4河中旬貯識器より　Tx　H4し催

囲漫酸卿化良賦或は短時i！日没酸卿化良展殻も細し。　　　膚蔚手よ撮0「・1日、12榔口に40。Fの冷箱及び550罫の

［撫の（・馳驕繭籍藪翻（蜜鵬・sll漁卿・馴・蹴雛・麟紬・
（74）卵鍛硬軟試騒　　　　　　　　　一　　　　　　　冷籍にては15日硬太く10口砿細く土窟にては5日隈

　辻暢太郎、橋爪秀太郎　策駕溝脅所獄事報告第21．　太く10日癩細く10日口、12Fl同購嫉は難なし。

號明治37年3月　　　　　　　　　　　　　　（79）i秋畿種催青申燧水試駿

　供試類卵は雅銀小石丸にして殻蜜硬唆計によ｝，卵　　　　策水武雄、≡三浦英太郎　京都瓢言薄i試験成績禁25號

搬り硬軟を検し硬、中、軟の3甑に分ち之を飼育試瞼　　　大正駒瑠月

したるに繊慶に於ては脚畷も太く・嘔最も細し。　　（1）漱歓顯種幡警中浸水試験

（75）不越年簸種洗糠試瞼　　　　　』　　　　　　　　　面龍の冷藏越年せるものを7月15日取田し。槻準

圷井啓作、武政吉東蜘囎所弼欝轍沓鋼1號　rVi（天継監灘慶にてイ1購）一回給水MK（イ1階中毎日
明ナ台374F3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1圃700Fの水iこ1分盛翌i孟「量）o：：二匝可給水1、｛左　（r∫｝豊冑rl；－m日

　夏獄新屋を用ひ塵卵後3H目甲随（浸水5分間）岡　　　2圃浸水）。爽1ftTb”U給水（畿生荊日2岡浸水）とした

乙嫉（10分間）6日日叩臓、同乙圃、9日日甲圃、岡　　　るに繭綜繊鹿は各國問にブく難なしo

乙風禦甑（鰍水）に分ちて賦臓せるに繊脚ζ　（2）齪種生秘1睡榊漫水瀬



2to　　　　　　　　　　　微　　　綜　　　離　　　剃崖　　儲　　　　　　　　　　〔鎮ブ倦

　黒種と同様に湿分したるに關綜織礎は糠1韓瓶最も　　度は水銀混入腿に於て幾分太き慣向ありo

太く1圃給水磁之に次ぎ渡！k前給水匿最も細し。　　　　（86）秋翻種の催膏場閉に關する試瞼

（80）生種一欄顯とzaca種との冷劇堤航力比較　　味岡秀夫、堀之内細距低隅願二臨螂も縣獄誠々

鼠瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　怨鱒購・第4號　ロ♂1羽16年明

　田中胴雄、穴石久雄　畳野縣松本原観種製邉所鎧　　　　Ili　107x支4，（史4×支コ01）×日107を∫ljひ催脊場

購報告策2號　大了El／jlミ磐月　　　　　　　　　　　　　所を異にし林問｝江、横穴ill｝1、燧道ll菰井戸城、　lil然

　印05，1三1106，「1106×丈S及びrl　105×1歌9を用ひ　　　臓、翻節賊のe）匿にxi」Sけたる場合に繊度は各1。1霞とも

無冷藏、10　ll問冷藏、20111Hl冷戯、30　rl問冷燕、40　　大鑑なきも林「li腋；fittも太q’1然圃之に次ぎ調箭」111亙最

日間冷賊、50日HU冷戴の611置としたるに繭綜繊度は　　　も細しo

無冷臓、LO　Eii間冷戯、201≡1問冷戴の間にはゾく麓なく　　　（17）徹卵種の膠麿防止方li霞に献いて

て太く30「澗冷蜘顧よ之鯛：り細く四＋田i1】冷蜘醒　　牛込了に一雛幅繍聯轍報鱒號ll‘拝幽…明

最も系川しc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　靖ミJVj支14，【駿1S，　r1110，　flz火」田ll11｛〕×支105を↓凱

（Sl）雄蛾交尾回鍛獣瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　て試馳すo試肋1・壷はフオルマリン城（ユO倍液）昇飛

　茨城既聯螺鰍茨欄醸蟷二蹴1・獣聯嚇聯1號　城（0．5％液）氷醐塑嫉（10倍液）．71ン昌ン酸｝1霞（10

大疋14年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倍液）獺P漢1碇（比敵1．07昌），涜水圃の61・～鑑をτ没けτだ

　翻品種は支4，『11を刑ひ避犀圃数を1回．よりSll；1胞　　　に卵の浸渣喝～問にょ切餐ノt　t，：　L）O分峨、h　60！X　1、1磁に分

に分ちて試験せるに霞尾圃数と次で驚獄の繭綜織慶と　　　けた1）　o繊嘆は雅に於ては”ン蕩ン酸に浸漬せ～「」も

の問には…虎の關係なし（：但し春獄期飼育）o　　　　　の【コ：粕々太く粥搬に浸7～fせるものは和々細し、秋期

（S2）灘卵の比重と翻との關係獣瞼　　　　　　　　　　　に於てぽ一窺の假向認麟鄭1しcb而して20分峨と60分

　岩『F縣撒叢試琢硬揚　滑手縣獄試窄艮告10號　昭和3　　T，V｝“，のIII】には幾拠なしo

年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s，s）翻獺交換鯛留罰奮成綾

　日107×（St　lo　rL×丈4）を用ひ比誓R粒竃勲1に分けた　　　　中「rl太郎　篇岡灘獣彙職鶏5號　昭郡嘩3”

る懲を飼育したるに繭綿繊礎は穴盤ないが：15鯛比臓　　　　i’口，霞4，獅×寅4益∫llひ一は熊醤鵬探瓢のもの

のもの幾分太い傾あり。　　　　　　　　を熊冊揚及瓢岡にて、一レ翻個鋤敵のもの繍隅及

　（報拠蹴（昭和駒…3月）にて離×支7・m×　熊㈱1こて飼rvし焔に聯徽卿｛・ずれ磯価灘

　丈4にても殆胴様の糊鞭示す。）　　　　岡飼冑の方太し。

（83）躍卵と1露と翻免との關係試瞼　　　　　　　　　　　（89）セロツアン紙使用と催膏との關係賦駿

　稠鳥縣鉱業試瞼嚇瓢渇縣獄試報唯lr2號　昭秘年　　　瞭岡秀央、泄岡繍攻　鹿兜癌縣瓢謬獄験楊網降

3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第瓢號　昭部II　9年3∬

　日1，支4，1歌7×丈7，日1×支4，口107×（支101×　　　皮106，「17，「1110を用ひ仮温（18．05C）偲轡1轟叢、高

支4）阻。9×支10牌を用ひ卵のXltasを3又4階段に　温（25。e）1蹄II臥襯無光線麗に分彫漫に之職を各々

分ち飼育したるに蘭綿繊度には一陀の傾lfi1を見ず。　　　2分してll・　t！ファン駅撫麿臓、ハt’ロン紙催轡畷と

（84）笹色繭の製線二及ぼす膨響　』』　　　帆り、・t　mプアン紙儲圃壇の外隅の購予を」

　愛知縣獄業試駿揚・愛知醒試1｛式験報告2號　昭和　　　i部ll跳放し催脊器の四周及天井を無色セロフアン紙

5年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にて張り催轡せるものなリハト”ン紙催轡慨も之1こ

　H　107×新肖、　日ユ07×支101，轡熟×断沈、｝紹興　　　準ず、試駒成績中繊慶に關してはセロフアン紙砿は

×大由龍等の獄晶種にて試験せるに笹色の薯醗淡によ　　　…般に繊慶租々細き場合・多しo

り繭縣繊度に差異を認めず。　　　　　　　　　　　　（90）催膏中の翻卵に翻する魍酸の刺戦が購化並

（85）加熱塞酸申に混入せる水銀が翻卵簸免に及ぼ　　　置免の畿胃に及す影饗試職

す關係試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味岡秀夫、避岡瀦友　鹿兜島縣戴業獣験賜報脅

　問崎　信　愛媛縣慧騨裡乏告　第22號　昭和6年3月　　飾21號　1　翫ll　9年3月

　日110號×丈103號　日107號×丈4號　試瞼畷を水　　　　支106×歓1S，支106を用ひ催脊蒲手樹1聯或は催轡

銀混入匿（比重Uの塩酸1500c・c中水銀69混入）水　　中の各期に騨酸の刺戟を輿へ卿化後に於ける各種の

銀除去腿（贈酸1500c・c巾に水釘ミ69を混入し5分周放　　　成績を調登す繊礎1こ關しては各減の蕊僅少にして．1’1．

澱せる後水銀を除去す）、撰胸畷の3鷹とす・關綜繊　　つ一黛の傾向なしo



　第三號〕　　　　　　　　　　　繭綜繊慶と腿闘法との關係論丈綜合抄録（1）　　　　　　　　　　　　　2掴

（9R讐鷺蕪灘、梱、。、、，s月　　　　　［璽麺壷ヨ

不授糊畷贈嘲陀賊撚・ざ瑚ゆ獄塵育のの蹴噺彌・再r］

伽火融し。知磁脳・，45，5。，6。・靴　 飼脚変に於て離醐畑襯ま鰍蜘はTitrlt

5脚・ll轍したるに繭繍慶は、・鴫灘ゴ、llっ　鰍企齢鋤じては75°Fi糖激し・

てTNfJk太く蔽繭・賦5・・F蹴し。　　　備鞭蹴醐は嶽禦ll！醐は75％附融
（94）製灘供する脚舗繊　　　　醗樋じては75％附近又購獺巧鱒太し・依

荒欄J脚隙㈱・・輔第・・難灘纏鵜翻雛謝
號明糊湖一　　　　　　土騰駒宮洲乍東癩翻購第・9號蠣36
　獄品種は大草、白龍を用ひ蛾の冷識温度を400F　　　町三3月

鯉F・石o°Fとし鳩に繭繍脚よ麟澱融に　縄鯛を脚1敵瀞來側些淋犠ll燗）乙1
從ひ太き傾晦ありo　　　　噛　、　　　　　1　　　賊（前年來天然温度轡本年高温育）甲2臓Q諭年來

（95）翻蛾の冷藏試騒　　　　　　　　撚締騨iミヲ撚温蹄）乙21．駅静F來天然混鵬
　茨城縣第二懲試　茨城縣第二戴試試瞼成績第1號　　本年も同搬）に分け小祈丸を以て飼育せるに繊度に

大正14年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては乙1腿、甲1賦太く乙21、遠麟も測しo

　鎧品種はEl　4，支S，駄7をノ11ひ蛾の冷藏温度により　　　（100）外録の魍鵬に謝する生種一代雑種の抵抗力

40。5F，45叩，52。F，56。F，63。Fの鵬及び38。F，　試駿

45。F，510F，56。F，59。Fの5賊に分ち更に寄瀧度　　　田中薦男・穴石久男　長野縣松本原翻種製邉所懲

・付3・・6・，9 d勲・…繭轍・；轡薙1鑑潔齢鋤、。，、㈱
醐一勲らざるも融澱及び梛1・・よる激は　rl・・5，11・・6・支8，日・・5。ア。．リピチ、　，．Ej

－・’ wtの｛唄向を認めず。（魏翻期飼育）　　　　．　　　　用ひ夏期に於て沓齢期に餉食3四後及盛食期の2圓

卵とが飼胃及牧繭上に及す影｛1に就いて比鞍調盗す　　　　帯二Shllu”：期の迎き揚合は早き揚合より織度細しo

供試品種は國鑓支10（｝號にして倶試頭数は各々300頭　　　（196）春翻撮立の畢晩と翻兇、繭、卵との關係識

なり初1秋晩秋の2側施行す試験成績tl：繊変に聞して　　　　忠清南溢原範種製造月窟忠溶南勲原銀種製強所報

は褥燗眼卵1歌不受糊嘔よ蜘々太きも晩秋　鱗蹴11脚｛｝f，1糊
期は不嬬卿；砺太し然オ、ども撫瑳鰹、て砂　　H1×娩川ひ5月1喘：・5刀5r駄5∫櫛賄；‘・

。し噺腓・・し、灘酬ぺし。　　　「）脳1胤6胴日・；この踊・分ちた・蘭縦伐慶

は高温曜鱈繍辮剤媛は太く・漁llll階雄低温保護は　　　膝崎畠・1～翻嫡前原斑礫51漸試臨謝載績ナ照｝

太く冷城口数の如何は難ぎさなきものの如し（，侮5く蛾　　　IIZ拝ll1く｝年｛輿

の冷戯に於ては繭編繊度1こ穴苑なきものの如きも冷　　　敵7×歯7外S品種を川ひ5i翫1こ、喜量si“1：；晩掃と3！ll互別

藏温麟腰に從ひ太くなる揚合あり。　　　　　　　　としたるに繭綜繊度は概して掃立ll歩ll脳塘程太し。

（9ウ種繭保竈i獣駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（gs）藤蹴癬立時期⑳皐暁が養翻纒澱に及ぼす影響

　横川貸太郎、外二侶　東獄講糎所撒事窄碍1｝第19　　　提野縣躍爵匙試験揚　覧Lξ野翻試難ヰ｝櫛號　昭乖ll11年

鵬［り」治36町・2；］Jj　　　　　　　　　　　　　　3∫！

Utnt醐を　轍風潔ムモr　111・こ、高湘11U鰍陶こ分け　　聯，　X」1…ll」歌1S×丈106誠10G×脚8にて試験

僻鐙る揚合に臨霊1轍も太くfi㈱駝1・次翻欄　せるに」i嚇｝よ晩1融欄鱗鮫太き」齢多く例数少

ll叢最も細し、而しで勲太と最細との難は顯薪なり。　　なけオレ共算しき揚倉あり。早抽が晩僻よU繭縮繊慶

欝㍊鞭鍵乎轍購重な”・　細繍繍撫撒・一糊、。
荒木武雄，ヨ浦英太郎刺蹴淵尤蜘鮒櫛2励　　鱒細゜撹くなる蝋椛縮す召置獄返諏良鼠

囎45糊　　　　　　　i1’”四方購既て島ノ内は1聯とす騨撒1虻

，瀦繍讐繋講誌1。1，融，？艦竈鑑難轟硬二1



2雲2　　　　　　　　　　瓢　　　i孫　　　醇』　　瓢・　　誌　　　　　　　　　　　　　〔第九巻

次の障害に遭遇せしめたo即ち標醐1｝富1、高漁多灘、　　　　第1瓶　壷lll金毎給薬前30分旋風機1吏川

高温乾燥．f工夏溜多漏、高温乾燥無温多灘、絶食、高　　　　猿2臓　123齢期中岡上

温臓燥絶愈、不良桑給與のS畷としたo繭綜繊度は　　　　策3凪　45齢巾同上

標聖置最も太く高温軌燥旺之に次ぎ高温軌燥絶食砿　　　　第41醸　全齢夜間給桑晦のみ同上

最も細し。　　　　　　　　　　　　　　　　第5Llll旋風：｛型陰を使用せず

　（2）障轡のII争期と鐡兜抵覇じカとの關係試瞼　　　　　　隊3×支103を用ひたるに繭鯨織1疋は第511置最も太

、夏獄期　El　106×支8を川ひ標～｛甦厩の外19t：鷺簿時期を　　　く集3瞳ζ之に次ぎ第2砿最も細しo

起獄、餉食期Vs／F．食期、眠窟期Fこ分ちその各々を商淑　　　　（104）駄期飼溝強試験

肱燥、高温多灘、低温多灘、絶食の4賊に分つた。繭　　　　廣島縣盈置試座原丈揚　廣島微試舵頒支オ易梨報　昭

綜繊度は障轡颪は搬拳lll喧に比し概して細き傾1耐あ婁　　獅年3月

高温乾燥甑にては眠期のもの最も太く起獄最も細　　　鮒照｝1起の外常温拠氣1・｝llと轍淵無換氣Mとし各々畳

し臨移灘駒くては起獄、餉鮒1醐田のもの太し。　jl吃受掘と漏lll賊1こ分頻に矧曜硬獅畦　次：鰍に

似1渦多灘瓢にては眠期のもの最も太く起鑓期のもの　　　分ちたるに繭綜織度は剴蝋1・llこ、常温換氣乾燥！欣葉颪

最も細し．。絶食期断こては起微期e）もの最も細しo　　常温無郷副励鞭葉M太く帝濫換氣漁ill賊葉勘1麟

（．IOI）澱慶の鐙に及ぼす影響に就で　　　　　　　　細し。

　松柑華奨長野縣瓢業荒、U瞼揚報借g號昭和411二3月　　　　（10の氣流の肯無及び二鳳灘度の寓低が簸兜議麿に

　口1，皮4，賦9鰹を用ひ200240280Cに試験せる　　　及ぼす嗣係賦駿

に繭綜繊度は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘ll司縣蹴柴試験場　艀岡獄恕こ津加9　昭和6年3∫」

　催脊期には24QU太く200C之に次書2S‘〕C細しo　　　　　供献置識晶瓢は；4107　x漸泓としMイ∫氣流と無氣流

　1齢飼勲こは漁鷹高き程メくくなるo　　　　　　　　　とを乾燥・繰潤及び餓児臓寵∫噂期と組合せ轍lll1L時及

　5齢飼育には淵度高き程細くなるo　　　　　　　　　び高温ll鋳に分ちて試験せりo繭蘇繊鷹は繰潤減は肱

（102）原羅飼胃澱慶の高低が飼欝成緕繭質戴に次代　　燥圃よ！」太くイ∫氣流ll山よ無氣流峨より概して寒しo

翻に及ぼす影響に就て　　　　　　　　　　　　　　　（106）籔流試駿

　松永實　石川駕試報第4貌　昭抑5年3月　　　　　　　　徳島縣錨1彙試駆場　徳島縣鳳1碍鯉｝6號　il粥il6年

露置1界乳種は口1，丈4を∫liひ春懲期飼育とすo昭和3年　　　11児

には22．80C（低温）26。70C（高温）、自然温慶の31礒　　　1マけ×支101を川ひ、轡閉窯にアドソ開ル乾燥器を

とし、昭和萌三には第1城（全齢22．80C）第甥砿（稚　　使ノ1η鳳同踊風器使川ll蝋謝照匪を般けたりo繭綜

獄2G，7。C肚獄22、so（〕）第3賊（稚鐡22．S。G批鉱26．　　繊度は扇風器払嚇1曾々測邉も大鑑なし0

70C）第4蔽（椎獄自然肚獄22．80C）簸5砥（1｛fiSU　　　（IQ7）歓兜の飼喬上に及ぼす氣流の影蟹

22．8°C批舐自然）としたるに繭赫繊慶は昭不II　3｛1乱に　　　　高瀬儒翠他2猶　愛伽1縣鍬賦甑瞼報ll｝4號　昭和7

は稚獄飼育は高温麗最も太く他二麿は細し。批獄飼　　　年3月　’

育では高温擁最も太く侭i淑賊之に次蟹貞然1孟陵畷　　　丈101×lll　107に就き1試験せるに無氣流、0・6秒米、

最も細し。昭利螂心よ第111服も太く第励こ之に　o・9秒米、z秒米にては繭縣繊嘆に麓を∫孟ざるがL：

次ぎ第3、舞41置細し。　　　　「　　　　　　　　　　秒米乃薫1・7秒米等になれば繭謙部駿細くなるo

（103）翻晃飼育蚊に上籏時に於ける旋風機の晒用に　　　（10呂）飼育温慶と桑翼の硬軟が畿体水分頗に飼窟

就て　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成緩に及ぼす影蟹

・・瀦鰍・1灘繍聯・”me　il師欄　　吉腰難潔1鍮，號聯糊
（1）灘の飼鯛；に於ける旋廊磯磁鰍瞼　　　　漁1服（s。－s5％）乾畑庶70－7砺）欄嘔の

　第1座旋風槻を使用せず　　　　　　　゜　3匿とし灘潤、乾燥師帥聴即こ軟襲給卿S9；、硬葉

　第2圏12『3齢岡旋風機使用　　　　　　　　添舎與蜘こ分けた。繭綜織慶は瀦剛螺｝1轍も太く、

第蹴45樹罰旋剛鰍川　　　　　，1轍燃畷も細し。
第4砥全齢旋躍卿　　　　　　　（109）艦稚§醐に於けるラ顯の多少と胎桑回tw

　寅103×阻10を用ひたるに繭縣繊慶は第2畷も　　との關係1謙て

穴く第3匿之に次ぎ第1嫉細し。　　　　　　　　　　　字都宮稿一一、城戸多欝男　璽媛縣獄試9tU・it・i第22

て2）晩秋楓の飼育中に於ける旋風概慮川試瞼　　　　　　　號　ll齢i6il三3刀
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供試獄IW1種日1號×支4貌　試瞼腿は1齢1瑚のみq艶燥　　　　りo繭綜繊変は稚灘1期1・こ側罷鐸撮映i鎌iの熟度を腿へた

襲射置内にて21纈間4塁毎、3醍爵間4図荘、51聯間毎、8時間4泓　　　　ものでは高温育最もフkく低漁育殻も荊llし叉各1戯i†㌧

に一圓給桑して飼育し2齢以後薪樋獄室に於て飼育　　　　中桑給・輿1砿は他よb太き楓両ありNjll：澱期に温度、

するもの1齢問のみi多灘襲置内1くて2時間牛｛隙、3噂　　　桑の熟慶を灘へたものではdl瀧育賊及び各1A獲中の中

間串毎、5時間係、8聯問毎に一回給桑し2齢以後普　　　栗給輿！11這は嶽しで太琶傾向ありo

揃盤にて鱗けるもの當之とIF“榊d齢問のみ試　　（114）飼冑温漏慶の繭解suに及ぼす影響

瞼装置（乾燥装趾及多漏装匿）内に移したるもの、　　　岩村和訓外5名　愛知縣舐影匙試験報借5號　ll召和8

3齢賜のみ試験装置内1こ移したるもの及1・2・3齢間　　年3月

試験鰍内に鵬たるもの等略蹴1没く・繍繊　　El・107×丈101を∫ilひて試瞼す。繭綜繊慶は

度は各1副ill穴難なく細太1’q一定の傾尚を認め難し0　　1．稚戴期及び登齢期を高温1ζ飼育すれば低澁に飼

（110）scss期の飼育と繭xとの醐係闘　　　　育せるものよ駄し。

　大分獄訊大分蟹1試事績報維第工4既昭和6年11月　　　2．　肚雪誠期を高温に飼育せるものは同期tz　fi疋温に飼

　240C以上、21°G以上、1＄°（】以上、杢條育、上傘　　　　育せるものに比し細しo

嵌ぢ下牛1砿の5畷とし繭綜繊度は21QC：以」二楓及上串　　　3．稚獄期、批簸期、ゑ齢期を多灘に飼育せるもの

籔太く21°C以L嫉及下護1囁1こ細しo　　　　　　　　　　　は乾糞柴に飼育せるものに比し太き場合多し。

（111）繭綜ひ繊度に關する賦瞼　　　　　　　　　　　　　4．　稚獄期、殖餓期、k齢期在多灘巾に個育せるも

　澁谷緑、IIIロー一雄　刑1奈川獄誠報角写2　昭和7年3月　　　　のは融黛度最も太き蜴合ありo

標71馬4齢ρ驚温・511冷低温・4齢軟漿尊5齢軟葉・　　　5・　i職洗L淡はlil・泓上朕に比し太しo　l又灘澗上瀕は

5齢前’ド硬襲後メh吹』恭の6　IEflとすo春には丈14×欧　　　　乾燥上藤に比し太し0

17を川ひ鱗錦陵は4・齢は蝋働甑のみ16・エ゜e　　羅の鮪厳シ黒離無湘二鯛する織
他は21・s°c5齢は5雌1甑泓嘔のみ1s・2°Gl血・灘・7° @牛込Tll・一一漏縣騨撒棚艮・聯ユ蹴frEl羽l　s

c。鰍には柵趣丈1晩∫IIひ儲澱慶は4鰍4　年11月
齢fl㈱llゆみ2i）・｛）°e他は紹6・5°〔，・5齢は5齢飯言　乱　L澱に聞する｝調嶽成績

麗のみ18・＄°G他は26・4°C。　　　　　　　　　　　　霊誠品種は日ユ，皮4，蹴7，1、口10，丈102，．日1x丈

　繭綜繊礎は界は4齢1欧：艇減最も太く畑罐葉匪責乏　　4，震7×駄7，ll，i　110×支102をmひ登齢、ネ1磁、ヌlt：

も肌。鰍は4榊藤ゐ轍駄く5齢瀦1剛芝も　勲・分1壌「・各馳4分して灘慶60％鳳70郷、

荊日し。　　　　　　　　　　80％臨9。％1，｛Xとt：w”。灘は糊はe，8・F，湖1
（u2）糊期に於ける鮪轍と用桑の繍囎が　は73・1“とな一th・1）。簿幟成繍・徽について見るk。稚

欝に及ぼ粥響に開す翻究　　　　　灘、繊風鋤臓蘭じて灘慶60％或は7。％の
燃贈埼竃樹艮螂」ll翻17五】覇　　’　ものは搬太く、多灘態に飼育せるものは細き傾

　供獣桑品種を多胡早止・改良鼠抵・改良魯集とし　　胸ありo

叡を曝・・i嘆及軟葉1紛ち・灘度勲o％7吻　　2．澱に關す鋼査ne、Sslt

60％に就齢・初徽U鰍の3期レ・耀蜘献駅　　麟融｝ま隅鵡寅7，鰍7，El　110波102，日

lJ。繍搬酬畷澱60％｝ま9°％及75％P・比し繊　1×交4，支7×欧7，印10×皮102，翻ひ細宿68。F

度fiillく・癬鮫嫡じて中葉に於ては搬太き傾向　岡73。F洞78。1？，同83。F，稚躍68。F　n畷78。F，

あ眼改良糠に比し改良鼠返鋪履ヒは搬畑　鰐78・闘1・f，x6S。F，繊73・F雌83。1［・，耀

傾向あるも各徽峨葉鞭漿及「陳に比し轟醐　83。1・”・」II・sc73。Fのs画・分つ灘1卿鮒・も75％とす

の麗異少き場合多しo難期別に見るに襟鍛期は初秋　　　成績中繊唆について見るに奄齢73。F臓は最も繊慶

獄期及晩秋鍛期に比し繊度太き但｛而ありo　　　　　　　太く他は一一一）Eの傾向なしされども一般に作柄の如何

（113）翻鬼の飼育混慶と用桑の飼料的贋値が蟹作に　　に影轡さオし典の不良なる揚合には繊度細き傾向あ

及ぼす影響に關する研究　　　　　　　　　　　　　　　　りo

　佐藤貞治　埼王獄試報第22號　昭和8年3月　　　　　　　3．　温度並灘度に醐する調畳成績

　璽司育ぎ撰L度を29．50C　（高温）　23．90G（Il蕊器乱）1S、30C　　　　　　　言舐度レCt　680r，i，　730F，　780F，　S3eBi，　灘慶レま60％，

（侭i灘）1・ζ分灘〔し各！礒を硬葉Jl』葉腎軟葉の3i戯とな　　　70％，80％，90％とし夫等を互に組合せて淵度灘慶

し襟獄及び秋羅に稚臓期及びIII灘1竪1に分ちて試験せ　　　を異にせる審内に於て銀児を登齢を通じて或は稚翼
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批鰍を交πに入れ替へて飼育せり、微品種は丈！3×　　　×交106、口110×丈106、2｝師［1×安泰なりQ）

鰍16，・　FS　110’×丈102を」IIひ界・秋」風・・3　・1行へ　（11S）耀期鮪ラ鮫の耀飼離1棋の成繭1二

賊紬職度に就いて見る1’こ78°F70％或は83叩　　及す影鯉

60％にて鵬せるものは搬太き｛餉あV．　in」Lて　瀦酵愛燃騨1｝糠嚇鱗2號1糊11
nl：es期を儀溜こて飼育せるものは藩1臆傾向あり。t“　年3月

ill：羅を高ll甜ll鐡を低1胤にて飼育し作柄不良なる揚含　　　金倒育ril澁慶は26，7。（〕（80。F）に一定し稚慧期を

・には蔀ll瞳伽向あ1，。　　　　　　　　　　　　　　　　灘礎｛｝0％峨、80％斑、60％匪の311、‘に分けて伺育し

4・氣流に闘す棚徽績　　　　　　四1｝鯛鍛剛練都11を3分して鰹の㍑鮫換
　【歌16×支13・N110×麦105を用ひ溝度煎に灘度を　　　して1『卜｛斑を設けて飼育すQ

異にせる場含に蝋流の多少の繊慶に及す膨鯉を見る　　　俳試貿凝1品欄は日107×丈101にして雅、秋、晩秋の

に繊と鱒秘の1蘇は一．一定の蜘覗えず・　　　3脆f鞘す、試鰍績囁1駿について∫占るに稠濃

（ユ16）竃齢期に於ける飼育條｛牛の繭質総質に及す　　　期を灘度90％に飼育したものは腋躍期を90％1こ保護

影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したものに比して織底は太く稚器llり1を｛10％に飼育し

　松村撃美、酒制：丈≡…郎、金崎眞英　畳野縣灘章｝覧言i；k　　たものはlll：獄期｛lo％のものより繊度が細いで1～川醜置期

瞼場報告第29號　llf拝il　9年膿月　　　　　　　　　　　80％のものと肚蹴期甜％の4、のとの問には磐しい相

1・飼育温礎の高低　　　　　　　　　　　　　　　　異はな）・・而してltfミ鎧多繰｝雌粛吃燥ほ稚獄妻1轍糊1：熊

言駿を2’1・1°G～：・1。°晦で鰍に分けて　燃瞬，ヤ　多脚・蛾畝轍興選董醐購：雛卿二磁醐鑓

　果繊鷹に關しては温礎の上昇に俳ひ｝・所次細し。　　　翌盤虻辻嵐虫0

2・飼育灘慶の多少　　　　　　　　　　　　　　　　（11V）飼薄環境が繭綜繊度溢に敗繭成綾に及す鰭

　60％鳳77％砿9蛎L肋1順搬く　　　　響に就し・て

繊は澱醐加・伸ひi・i㈱　し　　　　　噺鷹夫d翫・蜘浪繍脚乏蝦呂儲晒號
3．薬砧種の良否　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和11年5n

島・内1瓜鵬臨改蝋燃砿撒幻・肋i1嘱　イ・灘←一・二㈱飼瀦ll変及伺瀞賦との關係
　を設く　　　　　　、　　　　　　　　　　　　・初秋灘期は箱鯛27°q蝋藷学欄1｝0。（賊、雑飼灘帝

骸に關して鵬・齢鰻も太く撚丸瓢聴　　27・「・°q“e：，　1？ii欄劇ゴ30°（li礁蜘1！1慨5。（楓射

．麗之に次ぎ改良鼠据il～左櫓々細し　　　　　　　　　　照30°〔櫨の5嚴を設け晩秋獄期は叡胆式共更にY50

4・ノ陳の囎　　　　・　　　　働聴謝灘、搬嘲して賄剛脈＿足
　硬葉i鉱中葉鳳軟葉鷹の3誠を般く繊慶に關して　　　の傾両なし・初秋獄に於ては高撫脊は鱒轟猛育よサ

　は軟粟甑囎々太く中葉賦之iこ次響硬葉賊最も測し　　　太し。

5・給細の多少，　　、　　』　P…聯蜘ζ於ける給鋤戦襲鍛の醐係
榊斑繰臨5割雌給桑11肋21馳設く膿　 漱撫、£・巾葉風硬鰯と紛け翼略姥鰍

　に關しては5割減鷺1・置は搬胸轟舷1｝細し　　　　　　甑’減鰍風回闘蔽の31櫓ζ分ちて訳験せり、繊

6・澱座醐の廣狭　　　、　　、　　慶に附して繭棚1は獣蚤1撮畝く、齢幽旨
’糎幣甑（5齢尺圷顕敷10晦1）、厚飼礁（圃13｛）頭）　　　・々細き傾両あり・晩秋期は減轍111遅最・も太し、され

・醐風同7噸）の3腱設く、　nvesに關してはpa　ど鰭曜糺から敷硬軸繰も酬蝶1戯
　塵面職廣きに從ひ太しo　　　　　　　　　　　　　　・「は軟漿蝦太しo

　因に獄品種は雅期は支105號×鰍16號、寅105×歓　　　ハ・五齢期に於ける鑓座1鰐費の廣侠及給薬鍛との關

　18號、夏期、秋期はPl　110號×支105i鳩をJllひたo　　　係

（11りトタン箱飼1翻する識　　　　　　澱｝聰撚甑、騨胴、櫛幅、騨砂熱・稼、
1第二報　飼宵温慶との開係　　　　　　　　・　　　　　薄飼多蜘1蓬に分けたり、繊慶に關して薄飼をなし

　金崎眞英長獄彙報34號　ll粥ll10年4月　　　　　　絵i桑癒を」曾すときは繊慶太くなる伽両あ墾撰ぞ1鰯旺

　聯獄は20度、2d・4度、2S・9度にて試験しo夏漱猷　　　　最も繊度細しo

は　2bP‘270’28・90Cにて試験し繭綜繊度は温度の　　　二、上藤時期との關係

岬に俘ひ太くなる。但し認は傾1棚かならず・　盛鋤1上灘誠長撚，・i上撫蛾糊」嚢匹蟻

（鋲試品鱗は刻鰍陳6波10購1S・夏秋は日7　糊蟻臨鈎4蹴設く、搬蹴、、て見るに遇



錦三號〕　　　　　　　　　　繭縣織度と養鐸法との關係論丈綜合抄錐（1）　　　　　　　　　　　2岱

’　　　　熟織を上族せしむるときは繊慶太く未熟瓢上族は　　　3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　繊慶細しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮7×欧7を用ひ、糠～1触砿．灘霜育2圃給粟腿、灘

　　　ホ、5齢期に於ける飼育嬰素との關係　　　　　　　　　布符3圓給桑甑、雑飼21ijl給桑甑、雑飼｛ヨ剛給桑砿を

　　　　策1瀧、錦2圃、第311霞に分・ち第1撮はLl1葉s適　　　作りたるに繭綜繊度には大難なしo

　　　　二1－1’1：、尺坪80頭にて個育し成熟期に上蕨し、餌甥1・k，；　　　（122）款観灘布欝籟飼に關する騨瞼

　　　　は硬葉、5割減、尺坪110頭にて飼育し盛食期上　　　　穂島縣翻轟違試瞼場　徳勘縣劉1試報告4貌　大蕉15

　　　　擬とし第3匿は欣漿、4割聡、尺坪50頭にて飼ひ　　　51三3月

　　　　過熟期上藤となし比輪謝aせりその結県繊度につ　　1・支9X「1107を用ひ、灘布育、鮒i夜灘布4圓給象、

　　　　いて見るに第2卿膿最輔IIく第11戯は錦こ職　　il梱轍鵜灘布5匝麟桑の31馳設けたるに繭灘繊

　　　　ゴ使も太し⊂｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度は大蹴なしo

　　　因に以上の就験に川いし霊齪品獺はrほ1ユ×支107にし　　2，丈9×「口07細1】ひ箱伺、鮪個4岡給藻、雑飼5回

　　　て初秋s晩秋の2岡行へりo　　　　　　　　　　　　　給梨の巌をi役けたるに繭綜繊度は箱飼膚汕1蔽最も

　　　興　他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐く、煽飼5固給薬剛1乏も太しo

　　　　（261），（271）・（275）（瓢｝o）・（414），（22）　　　　（剛易粥1跨號α脚那1湖）にて姻×Pl　ZO7を

　　　「簸鰻願黙弓　　　　．ノ・齢く膿嘲帽隔．）
　　　　（灘齋猷雑飼、乾布￥f、繍翌情」散出育、活葉育　　　（123）蓼雌配式雅蹴齪飼衡試駿

　　　地下蜜育、概燕育、障子育、i歯5氣育、地中育、安杢　　　　和1歌山縣獄暴試融賜　獺脚ll縣撒誠報告8號　大

　　　育、水盤育、行燐育、活鰹育、高級育、囲放育、合　　　rtl三15Sl：，3　Jlj

　　　醤ト蜜験例57）　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈4×r・1　1を川ひ蜘照1曜、和式醐蜜鉱箔育、和式獄

　　　　灘布宵は劇照旺より繭綜繊嚇IIIき傾向あり。此の　　蜜爾飼育となした1J　o繭縣繊慶は羽賦獄蜜i5・i飼轡が

　　　傾向は界よりも晩秋に讐しo利雌蹴灘布「癒は州：蓑齪爆二布　　　太いo

　　　育より惟温灘布育は高温繰布育より繭f＄繊度何わも　　　（124）函飼衛騨瞼

　　　太き傾陶あリo　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山縣獄叢試瞼趨　不lj歌山灘訟粥「｝8號　大霊

　　　　箱飼に於ては木箱、ダンボール箱典に剃照絨よU　　　15年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　細き傾向あll。．界は秋よりその楓塘し。樹木ネ楓　　　丈4×阻を用ひ木雑、ダンボ．．ル箱にてその開留1

　　　ダソポール箱より翻腋太蝦1筋り。　　　　によ姻々なるi馳般けたり。繭赫繊閲増に蓋を
　　　　筋霜育、霧閉育典の他は鍛験例少きを以て一建の　　開けない厩が太い傾向なりo

　　　傾両を求め難しo　　　　　　　　　　　、　　ピ　　　　（125）漁布育騨鐵

　　　（ユ20）旛簸及夏翻賦育怯試駿　滋賀縣獄業試験揚　　　　利｛歌Ili縣鎧蝦試験揚　利歌ill縣獄賦報告8號　大

　　　　滋賀縣獺賦舗績報告第12號　大11三12勾三　　　　　　　正15年3月　　　　　　　　　　　　　　　／t：

　　　1・稚慰飼育法との關係、日1盤×丈4號　券獄期、　　　寅4×旧ユを用ひ普樋育、常海灘布育、高漁灘布育

　　　　標弊育、灘布育、多灘育、高温多灘育、高温濃布　　　としたりo繭綜繊慶は常温灘布育物々太いo

　　　　育、の5賊を設け試敬せるに、繭懸繊度は多灘育　　　（ヱ26）灘布程慶試駿

　　　　峨及び高温多灘冑庵太く、標解育、灘布育、之に　　　羽n歌Lll縣懲雛試験場羽歌ill縣灘試報齊8號　火

　　　　次ぼ高温灘布育納細し　　　　　　　　　　　　　　正15年3∫…

　　　2・鎧伽瞭！1監との關係・（日107號×丈10工號×支9）　支9×齢を用ひ務黒～撫糊、利繊始終酬傭、

　　　　號夏慧稚慧期を標～lf…育・霧謝∫轡、多灘育の＄麗　　垂齢始終灘布麿としたり。繭綜繊度は全齢始終灘布

　　　　に分「ち窒卜i鉦を浸湯案重1畷（F125慶の温湯rlllこ5分膿｝　　　育調flしo

　　　　浸i漬）、浸酸種醸（F115度、比重1・075の朧酸Φ5分　　　　（127）稚蛋飼實強試駿

　　　　岡浸演）、風穴種眠、地種麗の4　1“tiとなし試験せり　　　和歌山縣獄鑑1武験場　和歌山縣獄試報告S號　ソく

　　　　批難期薪拠育とす、繭綜繊礎は各臓とも、風穴種　　　正15年3月

　　　　太く、濃瞬亟之に次ぜ浸酸種と浸湯種とは略同搬な　　　　晩款畿に支9×腸熟を曹鋤育、函飼育、灘布育と

　　　　りo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　な」す噂o繭縣繊度は漁逝∫育糸田く、・“．k麺a：商r太しo

　　　（121）艦凱箱胃及瀬布育に圃する試臓　　　　　・　　　　　（12S）稚瀬飼爾法試験

　　　　徳島縣瓢業試験場　徳局獄試報4奪4號　大IE16年　　　　羽1歌肉縣懲藁試験揚　零ll歌山縣鎧試報告8號．大
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正15年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は綺飼第311旺に鵬ず　　　　　　　　　　　　　　　　’

　秋期に丈9×宥熟を用ひ別詩通萄1箔育、繭飼育、灘　　繭綜繊度は第1年Fiには「1107×支101を用ひしに灘

糖をなしたり。繍搬は湘銀箔育激い。　糖解剛齢メくく漸渤獅泌軟翻感～1嘔最
（129）四化性全1齢函飼育試瞼　　　　　　　　　　　　　も瀞lllしo錦2年蹴には丈9×日107を用ひ稚銀簸内育

轍山雛業試験場轍lll縣鰍報　辱8鵜大　と葡灘内伽こ分ちたるにs：「き鞠い1吃布醐｝」・りし

jE15年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に繊度太く鮪飼賊は細蓬撒向あ切o

　晩秋懲期支4×日1左稚獄爾飼育、ゑ齢箱飼育とな　　1σ36）罎に閥する調査及試瞼

、したり。繭綜繊慶は稚微極1鯛育が幾分太い。　　．　　　澱賀縣獄粟試瞼揚　滋賀縣翻試蒙1麟報告鋼5鼎大

（1SO）函飼胃試瞼　　　　　　　　　　　　　　、　　　正コ5年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　和歌III縣惣叢試験揚　和1歌111縣霊蛋試報街8號　大　　　L　飼育法との關係　臼1號×支4號

3111，5　．｛f．3，　Jj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試馬伽援盈吊1樋育D灘布育（3齢嶺で灘稲’∫ナμ：獄憩「i：

丈9x￥燃を用ひ撚亀剛1司瀧稚織始終閉蔽全　　捌f）．年刷育（3霞儲ま」て筆窪．1’i「it∫　、1、　5尚｛1　：zi「i；訂n）「∫）」箕

齢始終閉號となす。繭縣繊度は榔鰍飼育が太し。　　　桑1’∫（稚瓢畑「醐育）の姉聴設け各剛L・同…礁

（131）醤遙欝と箱育及綿布育との比職試駿　　　　　　　を給輿し試騙iせるに繭綜絨度は・」ll爵1耐ゴ太く箱働

　’］　i，森京之助、武藤敏一　岐聯凱試報錦4號　大正　　　　育之に次曹條渠盲泌涌∫伽「こ於て鞘醐し0

15年5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，川途別染圃に依る薬葉¢」硬軟との聞係1・1　1（）7號

TX，鞭闘・・娩川ひボー・・擶・榊￥鮒　・甕11朧

照顧、木箱育に分ちたるに繭懸繊礎は綿布育ゴ1之も太　　　　賦駒甑祉腿秋聾凱兼用桑園及夏秋猛撫聡∫1礫園となし

くボール箱育最も細しQ　　　　　　　　　　　　　　　宍々；｝1魁’；城、硬艇匪、軟葉匪に分ちたU。繭綜繊

（132）普逼育とラ鮒ド欝との比較試瞼　　　　　　　　　　度は春秋を応川祭園π贈讐1蹴とも太く、1欧齢1詑に次

　高杉宗治　岐阜慧試報第4號　大τ1…ユo”　fl▲5月　　　　　　ぎ、夏秋撫尽川藻園搬隅～霞、軟葉臨聯秋兼川藥

　支工01×日107を用ひ標ll鮭匠（融葡育）、漁布育lllllA　　　園の櫻準』h三の順に細く蓑秋獄專ll1祭踊の硬葉麗最

（3齢餉食迄）、裾酒ゴ猷11藏1｝（5曲冷鏑食強）の31旺とし　　　も荊llし

7胆6F㈱立てたるに繭綜搬躍喜欄i岨玉服も太　　（1助糊苗畜と半醐翫の此較試籔㈱
く標1姻1猷蝿細しo　　　　　　　　　　　　　　　　　l1真1島縣鉱業賦瞼揚　蒲島縣獄試報帯工號　昭抽2

（133）普通育と漏嶺膏蚊にボ網ル箱育との比較試駿　　　年3月

　高杉宗治　岐堆羅試報第4號　穴il弧5年5月　　　　　　　日107×（支101×丈4）を用ひ試験せるに繭縣繊鹿

　日107×支101を用ひ標211薫、灘布育ボ・・ル雑育に分　　には1宛の傾向なしo

ちたるに繭綿繊度は濃布育最も太くポール繍育の方　　　（ユ38）瞥逼育と撒止欝との比較試瞼

が細しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醸隔縣獄叢試瞼場　添1茜渇縣灘試報缶1號　昭邪ll　2

（134）．普通育と漏布育並に箱衡との比㈱　　　　　　年3月

　高杉宗？台　岐」IL獄試報第4號　大正ユ5年5」ヨ　　　　　　　Fl　107×（丈4×丈101）を用ひ賦験せるに繭継繊腰i

　口107×支101を用ひ鶴猶窪、灘布、木箱、ボール箱　　は繭表に差を認めずo

の4繊に分ちたるに繭縣織鹿は灘布育1臓最も太くボ　　　（ユ39）鞍通育と籟飼乾箱育との比較試駿r憲）

一ル箱巌最も細しo　　　　　　　　　　　』　　　　　　　湖島縣瓢業賦験揚　醐島縣灘賦報告1號　昭和2

（135）夏秋鷲期に於ける雅騒飼育法に就で　　　　　　年3月

　野瀬直毅　眉川縣簸試報第1號　火皿15年10月　　　　　日1×丈4を用ひ聾麺育、箱飼、III吃廠育を設けたる

　標～魯歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に繭綜繊慶は牢揚にでは箱飼概して細いが支場にて

　淑布育錦2匪　稚瓢毎給桑1ト芋灘布250G　乾灘球の　　　は肉】つて箱飼が太いo

　　　　　　　　差30C隣的o　　　　　　　　　　　　　　叉同品種で1齢li｝’1、1・2嘘lll岡、1－3齢5i｛1の筋飼と醐照

　漏宿育第3賊　稚舐期高illl乾燥の時のみ灘：市、匹ll　　座との繭綜繊度を比較せるに欝i飼期問の侵い狽細い

　　　　　　　　的漁灘度上に等しo　　　　　　　　　（140）普遙育と箱育、漁布欝との比較試瞼（款）

　煽飼第2斑　　稚微箱内食司育、1T．1　3．4団給渠　　　　　lll膳1、縣獄鑑試瞼揚　瀟島憲試報場庵i昭和2年1堪

　箱飼第3匿　　稚獄箱内飼育、1i二15．6圓給桑　　　　　日107×（寅4×皮101）を用ひ普通育と箱飼を比1咬

　乾布育1旺　　　撚宿育と同様の装置その他の慮鍛　　　せるに繭縣繊度は繍飼力｛細いo



第三1・貌〕　　　　　　　　　繭綜繊慶と養鼠法とめ闘係論丈綜合抄録（1）　　・　　　　　　　　2｛7

　　　　阿品種を魯通育、鮪飼、灘布育とせるに本丈揚共　　　　（146）夏1秋認特殊飼育比較試騒

　　　に箱飼、灘布育は繭綜繊慶浄川い｛頃向ありo　　　　　　　守二都宮瀟…、沖融畿滞　愛媛縣難：試報告策20號

　　　（141）飼育法試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和璽iこ4月

　　　　艦手縣羅業｝試瞼揚　岩乎縣獄試報イ！き9號　1粥il　2　　　H107貌×丈9盤、　rilユ07號×丈4伽、試醐蕨を地下

　　　年3月　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　霊A賊（3齢まで地下豊に飼育4．5齢晋簡育），地下

　　　　琉㍉Fl　1，×皮4を刑ひ靴樋育辱幽勢條桑育悔繍でll遡普　　　箆13i畷（3齢蜜でS，lt：間地下竃、夜間及眠除後は盟室

　　　麺育、劇穿金芽育（甑名の先乖IC’tfua後肚翻）をなした　　4・δ齢曹鋤育）、地下簸Cl、置（3齢まで華r樋育4，5齢地下　　　‘

　　　るに繭赫繊度は9羊i飼に細しo・　　　　　　　　　　　豊）、地下蜜D械（全齢地下蜜）箱飼il這（3齢震で箱飼

　　　　秋、謝函育、蚕葉育、灘布削苧油育、密閉育噌1纐　　　4．5齢柑題望D、灘宿育（3齢まで灘布育4，5睡翻！樋育）

，　　　育．全穿育をなしたるに繭蘇繊度は灘布育聾揃育圃　　地下竃箱飼帳（1；齢まで地下蜜に於で箱飼育4瀞齢普

　　　柵閉育靴：通育1轟或に細しoG罎品戴は｝il　107×（支4×支　　　涌育）、屍外雑飼匿（3画指まで屍外に於て煽飼4，5齢魯

　　　1．Ol．）なり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　揃育）、搬邸1椛（壷歯缶ニナ「i写酌’育）の91畷とす、繭醐i繊度

　　　（142）特殊飼宵強試験成綾　　　　　　　　　　　　　を見るに秋舐に於ては各II麟」に…滋の｛L輌を認め難

　　　　ジト森窺之助、武藤敏一　　岐唯獄試報錦5・貌　ll’拝ll　　　毬も、地下室各ll藍に棺細き感あリ、i艶秋徽にありて

　　　2年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は潔布砿，及び搬～1「i颪に太く、糟細逡は箱飼育にし

　　　　（め灘鉱期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て其の他のi鳳は附辮の中lillにして各減間大薦なしo

　　　　丈4×H1及【歌7×支7遊川ひボール箱宵、木箱麗、　　　　開放育と轡1男育との比鮫試験

　　　漸楓撒燃糊1・職し…繍繊・　鰍”獺・佳1蹴・P・職・催、1磯…。・
　　　支4×日1では鋤照賊鼓太く窃散土育腿最細しo欧7×　　　號

　　　皮7では灘布潮鱗胴く太し。　　　　　　　　　　　　試験｝馳第1砿（醐方燵にて企齢飼育）・錦招磁

　　　　（2）款獄期　　　　　　　　　　　　　　　　　　塘閉蜜にて幽齢飼育）、錦3嫉（3齢ま饗開放蜜4・5齢

　　　　購・瀧及螺・鈷を刑・・一・鞘認　翻慰備）ゴお蛎（・鵬謝膿・融壼r轍
　　　　布育、撒土育、轡閉育、鋤照育の5憾澗としたるに　　蜜）第5甑磁罰聯1男蜜・夜lllj開放察）・第6櫨（蹴

　　　　繭綜繊度は國寓×断江では漏布育、最も太くボ齢　　rl脇轍塞・夜1｝1附閉整）・第71暇（命齢曹涌1鍬ζて魯

　　　　ル縮・謝臓之・次ぎ｛・蜘し・煤畷。、　通伽・7眠せ・・

　　　　でほ撒土育最も太くボール煽育哉も細しo　　　　　　　繭蒜繊度は秋餓に於て猿1V，1．及第3麗最も太く噛

　　　（143）函飼給桑法試駿　　　　　　　　　　　　　　第肌7・6之に3距ぎ第4b5il噺牌llしb晩秋銀にあ

　　　　和脚縣獄業試瞼場棚脚1縣懲翻柵9貌lllt　りて1’：各1鋼にソ磁なし・
　　　2…［12警三7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（147）　飼育5ヨ』…上ヒ㈱　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　隊7×支4を那ひ欝融勝育、爾倒剣芽育、爾飼全　　　岩手縣鎧藁試験場岩手縣羅試報皆14號昭和5

　　　芽育となすo繭懸織礎は函飼企芽育太く、函飼劃穿　　　年3月

　　　育細しo即ち試瞼を通じユ宛の傾向を認めず。　、　　　　蓉、日1×丈4を用ひ普通育（瓢醐藥・全芽）條桑

　　　（144）晩獄翻維簸飼育強試籔　　　　　　　　　　　育（歌猿期のみ）・箱飼（融欝【樋）躍1男紙覆育（批

　　　　和歌山縣葱業試験場　和歌由縣慰試報告9塾鎗ii，｛　　翻普描育）となしたるに繭鯨繊慶大藻なけれども普

　　　和2年7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤育稗太1く、遡！月紙鞍育糟々細し。

　　　　青熟×支101を用ひ脳樋瓢爾飼育、濃布徹牛　　（14S）憲翻礁羅飼葡ま試瞼

　　　灘布麿、覆蓋育、活葉育となしたるが繭練繊慶には　　　ll旧縣獄試　山口慧試報告第1號　昭和6年2月

　　　藻異なし。　　　　　　　　　　　如×隊7を用ひ謹農r爾澗鞘諏出育謝1猷地中
　　　（1鋤款鑑特殊飼育法試瞼成緩　　　　　　育、舗育を行ひたるに繭縣搬は禰最も太く地

　　　　高杉宗治岐輯試聯曝昭Tl13ti・tlN　　輔特酬く他劇燗にあ興騨育と大勲し。

　　　　Fl　107×支101及漸江×國密を用ひ搬楽瞳、箱育畷　　　（149）秋鑑飼育5張試験

　　　灘布育麗、乾布育賊、撒土育砿としたるに繭怒織慶　　　　艀岡縣羅業試臓場　橘副尚瓢績第19　i沼和6年3月

　　　は1，1　10ア×丈101では箱育臓最も太く標準1，置最も細し　　　　羅品種は國蜜×漸江を那ひ、麗通育7圓給桑、蒋

　　　國寓×辮江では箱育歴、標剃旺の順に太く撤土育甑　　　通育5回給桑、函倒2圓給桑、爾飼3圓給桑、爾飼4回

　　　最も細しo　　　　　　　　．　　　　　，．　　　給桑辱函内撒士育4圃給桑．被蟹飼2回給桑、被艇



2i8　　　　　　　　　　　　　鑑　　　懸　　　鰍　　　靴　　　融　　　　　　　　　　　〔第九奮

飼3圓給桑、被覆飼4圓給錐、被麗内撤土倒育4圓給　　　　2．｛ii’i個育厩（木箱），撒土宥11電（秘給薬前に撒二L

桑、撤土飼育4圓給桑の11腋に分てりo繭綜繊慶は　　　ナ）灘鵬宵賊、鋤照1。faに分けて稚峯訟期を飼育すく，供

初秋期には讐麺育7回給桑1砿噺然ズくく被凝倒4回給桑　　　試嶽品種レま1，と同じ、薬は稚獄期赤了1ゴ批獄馴三鵜ζ改

及被機飼2凹給桑峨牝に細しol兜秋期には爾内撒出　　　良鼠返なりo織礎は撒出育峨鼓も太く念首飼育畷凄よ

育4囲給薬砿最も太く被麗飼d側給桑賊最も系lllし。　　　　り徽かに細く鮒1！1楓最も醐し。

（150）飼育形式が欝に育ぽす關係試瞼　　　　　　　　　3・箱飼育臓（水雑）、笥閉官畷㈱圃ひ1のみ）」散

　火八水實司、辻原弘一、伊施實。下村信男　鳥取　　ゴニ育1砿（冷齢llS府ふ）総外條薬了ゴ1　霞（瀦鵠1のみ行

縣獄試報告f海號lr琳n6年5月　　　　　　、　　　ふ）・鮒照嫉に分け日1×或続以て飼育す・藻は稚難

猷品種脚號蹴蹴丈1蹴×β姻號千代×　期麟ll」’・　“lr測隠鮒こ懸WIIふ・撒脚撒・1蒲

Pl　107號大山×千代大111×史105號勧賦す。　liエ℃　　砿1時に太く・糊ll掴之1歌ぎ牙ll鯛伽1服も組し。

験蔽を胸照育、鮪飼育、’姫育、水盤育とす。　　　　4・轡閉育賊（胴「戴期解1側轡閉削卜識期聾舶￥∫）・

繭綜繊度は各甑問に大難なし。　　　　　　　　　　　撒土育｝1｝こG耀凱期のみ行ひ欺獺期は書1纐育）行燈甲嫉

（151）毅翻特殊割こ關する賦駿　　　　　　　G｛1…酬瞬予姻飛小室にてll豚櫛鞘しll鵬1鼎i琳テ

　財こ岡秀炎、瀾満直瓢、堀之内綱雄　鹿児島霊錦べ報　　　ント内にて條染育）、行燈乙厩（稚聾爵1期1吐1引1：雪訟期“炉

告第4號　II琳11G年SJI　　　　　　　　　　　　　　　盛1醗Db燈外條i桑育il置（5齢」り」のみ）照r∬」伽1戒（サン

1｝．鮪飼、瀟簿に關する試験　　　　　　　ランプを夜！lu］！（t射鱗’）’），翻1甑に分けi口x如酬1

　鼠瞼賊を箱倒甲1，1互（ボPル紙巌）、雑個乙賊（木箱）　　ひて試験すo織麿は行燈乙払lll最も太く照明育II瓜撒

灘布育rl・1　1，Sfl（稚剛9」灘布育）、°滋布育乙1旺（稚獄期A　　土伽1κ欄男育畷之に次ぎイ粥押II　～1、羅外燃桑宵「　左、

M8～PM5の問灘布育）、灘布育丙臓（稚獄期800F以　　　鋤照1蔽囎々細しo

上の揚創ζ灘布育）、欝鰍潤1“lr，（戦叢育）、・lliJ・JKtl，｝E　l・こ　　5・箱飼「1蝋（ギi鵬」り沐箱飼）箱飼乙II戒（・1・irilva期

分ち｛慮品種は（支101×支9）×口107を用ひ、桑は赤　　　撤水木箱内飼育li1澱期騰外條薬育）、活條育匪（稚戴

市を給興す。繊囎燭照1、雪産最も太く謝欄甲鳳灘　期にのみ行ひ敢織期剛練育囲榔二伽霞e繍剛散

席丙瓢は謝照賊より微かに細く、雑飼乙旺、瓢箔灘　　土しlll：徽期は條藥育）物閉育賊（稚瓢期行ひ翫撒1切

潤旺特に細し　　　　　　　　・　　　　　　　　　麗外條桑宵）鮒照1蔽に分ち1』1×支4にて飼轡獣験

2・燈穿育に關する試験　　　　　　　　　　　　　　　　すo桑は稚鑓期赤宙lll：懲期改鼠，を珊ひ、織礎は鮒照

・試験麗を界刈全芽1確、夏刈全芽臓、鋼・」照醐（稚戴　　　臓鼓も太く活傑育臓之に次｛ぎ箱側乙n症殻も醐しされ

期釧桑育、4、6齢全芽育）に分け（丈101×支9）×　　　ど各旺問の舷糊めて少し。

日107を用ひ薬は改良鼠返を用ひ秋期に試験す。繊　　　　（153）献蹴飼育油試籔

産は燈芽給興賊は封照1底に比し太く券メ駐夏刈との　　　山巾態簑郎、朋止貞秋　鹿兇島縣鐡誠々験叡｛1櫛

「悌】．にはフ㎏難なし0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4號　 曝蒼再16舟弐S月

3・特殊育に關する試験　　　　　　　　　・　　　　　試瞼1践を撰愛終繊（稚醒坐1芽廻：蹴奈葉）．il綱1，1鑑（稚獄

　1款期日1×丈101を用ひ密閉育lll産、灘箱育減（稚　　　剣芽11量：me　71ti飼）箱個鳳（稚瓢箱飼III：獄さ径；艇）灘布育

葱期のみ行ひ肚獄期麗外テジ1・育）、撒土傑桑育輝　　　（稚鐡灘布育肚葱登漿）活條育賊（稚獄活條育摺：銀

（稚囲期例桑撒土育肚蹴期魔外撒土條桑育）、鋤照甑　　　全漿）に分け口1×皮101を以て飼育すo桑に稚鉱期

（華繍」育）に分け桑は稚獄期改畏鼠返、肚蹴期改良　　改良鼠返那：獄期魯桑を用ふ。繊度は灘布育甑特に細

鼠返及魯桑を給與す、繊慶は轡閉育鷹、謝照i蔽太く　　　け才しど亀他颪は殆ど差異なしb

灘箱育1風撤土條薬育擁、櫨だ細く中でも撤土條桑　　　　（154）笈款籔飼膏満試瞼

育最も細し。　’　　　、　　　　　　　　　　　大分懲試火分獄試事細贈第14號ll琳rl　6年11

（152）藤翼殊殊育に關する試験　　　　　　　　　　　刀

　瞭岡秀炎、瀟満颪二、朋∠h寅秋、jM　LJ内綱雄　鷹　　　　療㌍、雑飼、灘布育、安全育、盗芽育、條粟育の

児島縣獄試々駄報告第4號　lll杯ll6箏＄月　　　　　　　6擁とし獺品種はF1110×支103を刑ひたるに繭綜繊

　1・繍飼甲照（ボール箱）、箱飼乙甑（木箱）、鋤照　　　慶は箱飼育最も太くk芽育戚最も細しo

旺に分く、供試織品種は口1×支4なり、桑品種は稚慧　　　　（155）魑飼に閥する試臓

期旅市・批獄期魯桑、XIS十郎を用ふ。織度は箱飼甲　　、河田和一．松罵重晴　京都府慧就漿報第ユ號　昭

礁汰《他2甑は圃一な恥而し各斑問の養は少しo　　才ll7年2知　　　　　　　　　　　　　”



鱗三三盤〕　　　　　　　　　　　　　　　　薗駈綜繊度と謎欝：法とのfS剛係諦億3と綜合抄鯨i（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ig・

　鐡品種は支ユ3×歌16口110×1歌17をH］ひ箱飼と晋　　　　、木爾飼育輝、個育器育臓、溜爾育Ill鉦、多i桑育剛、

揃育とを姻凌せるに蘭綜繊度は聯嚇1綱絢々太き傾　　汐諜育風條桑育風鋤IK幅の7甑を雌けて稚舐期

向あり、初款は霊異なく晩秋も同様なりo　　　　　　　を飼育し、批獄期は一搬に亦廊1條i桑育とすo瓢品種

（1，56）飼費P法試駿　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は隊17×丈14駐f川ふo

　小松茂久v流谷緑、lll　ttl商松示111奈川聾1鍬報第2　　　繊膿iは劉’照1｝t，：最も太く、｛多薬育躍、飼育器育賊D

號　ll琳rl7‘II三3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木多li飼育匪b條i桑育械の順に瀦1しo

　稚躍期飼育方法を労ち活渠b鰯司、高級、糊凱　　　2．秋霊｝こ稚雪、｝1飼｝守測践に醐する試験

醗外條桑・羅内條桑・諌午涌¢）7颪とし獄品種は春は　　　卑糠註1期tti　i郷珂叩峨、　i媚司乙砿撒土宵垂職行燈灘布

支14×脚7・秋酬喉×廻05を川ひた。灘織L鰍　 伽遅、涌癬f瞬條…鞠！へ’ζ冷芽育風鋼1聯1ゆS1、鵬

界酪剛に大勲し・初款は糊鰍駄くその　分け1隙期は一枷・杢糊・僚す、su1、購職囎
仙蝋　鵬款漁し・［ta｛秋は細　ll・大勲し・　×rl　110・Til・110×卿5捌轟。搬は鰭伽賊

（157）維翻期飼育容器試験　　　　　　　　　　　　も太く鋤照城、撒土、瓠lll之にり曜箱飼乙繊最も細しo

　栃水翻賦那穎支揚　栃木縣鍛試男ll須支場曝報　昭　　3・聯獄lil：鑓魔外飼育型式に關する賦験Q

手ll7年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌17×：如4を川ひ欄澱期は一様に灘竃内で魯揃醐

　糠～低角罐、丸側1、澱ポーノ㌧木箱の5慨とし懲　　集全芽育とし川：鰍期をく1、5齢厭外櫨、5齢腱外撚、

品獅は聯支4×日1、初秋支105×rl110晩秋支105×日　　斜殖1僚湘曜、耀根形撒土條i桑il、旺、醐｝P捧面1條染i，置、、

110を川ひた。繭綜繊噂堺は丸窃脳最も太く擦準　無がi蝋縢風翻・・齢1楓蹴楓のS　1，v“・r，分け

臓鼓も絢しo初秋は木箱圃、1艇～｛鱈嫉殻も索しo晩秋　　　て叡瞼す繊礎は吊棚ユ陥i條桑髄霞最も太く、斜醐條渠

は角継最も太く殿ボ開ル最も細し。　　　　　　　　　Bと最も細し、されどこれ等の難顯薪ならずQ

（158）飼鰯去試瞼　　　　　　　　　　　　　　1　　4，埼畷刑：灘∬機タト飼宵観所罰鮪膿tに關する駅験。

　古性淺次郎、火攻安太郎　秋1曜匠試戴郷報缶歪鐸8　　　支14×隊17，支14×倣1範用ひバラヅク内4齢砿

號　昭不ll7年4月　　　　　　　　　　　　　　　　（氏5齢問補湘，）、バラツク内5肉希慌（5齢期補温）

　容獄には稚蹴安全謝II：羅婁チ泌齎、稚獄繭宥拙獄勢　　　バラツク内獅照織（禰灘せず）天幕内鋤照砿（補温

汕瓢稚欝縢酬1：瓢暫細育。利畷行齋削i：齪樋　 せず）の41銑股けて訟鰍す、繊度はバラツク聯

育・稚置魯涌宵翫鎧僚桑育、盃面命聾通育の6峨とし秋　　　臓特に太く他は穴滋なしo

獄には聯獄の稚蹴普揃育fli：獄條桑麿の代りに稚灘普　　　5．秋鋤ll：獄燈外飼宵に關する賦験o

麺育Ill：獄4澗育を加へて同様6磁とし聯はFl　1×支　　　　H　110×支lor）をil・1ひ桑は改良鼠熟を用ふ、4、5’

4・秋は同110×支105を珂1ひたU。繭縣織慶は椥巌　 画騒外條桑i殿、lf醗葉～1綱rP風岡條桑全藥混e，F

も太きは行燈育と函飼育にして殻も細きは活桑育な　　斑b向全葉寧飼乙磁、5齢爆外條熊慨、同登葉耶飼

りo秋は安全育最も太にして活桑育と布飼最も細しo　　繊、審内峰桑臓、岡全葉挙飼臓の八斑を設けて賦瞼

（159）飼育怯試験　　　　　　　　　　　　　　　す．織慶は條桑胚はいつれも太く就中45齢麗外傑

隔縣騨識場醜鰍禰蠣昭手1飾3　郷最駄し識鰹飼乙i囎蜘し。
月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，1秋SUgll：鑑羅外補漏に關する試験

　漁は魯通育、密閉育．條桑育、最高級育、賓全育　　　　F口10×皮105を用ひ魯桑を給輿し4齢補漁砿、5

麗外條桑育をなしo秋は普通育、密閉育、．蚕芽條i桑’　齢補温麗、4、5帥補灘賊測螺賊の4ド叢に分けて試瞼

瓢瀾鮪・勲髄なし7・”・脚・手重は獅瀾　す。搬は4糊｝服最も太く嚇臓鳳鎌1幟
勘殴白×支4翌虎、隊17×支14，岡貌17×支1⑪5，秋は支　　　 の順に糸fllく　4、　5肉儀痢隙胤正藍責麦もfllVIし0

103×Fl　1ユOを供用すo試験の結果は繭綜繊度！ζ關し　　　（工61）箱飼に關する試駿

て、は次の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　徳恥縣難鑑羅嚇場徳t｛縣銀試報脅7號昭繍9

　春は條桑育は太き傾あロo秋は一窺の傾向を認め　　年3月

ず。　　　　　　　　　　　　　麟II　6煮階は駄9×金黄にて轡閉室亜鉛瓠密閉
（160）飼育型ヰに關する試騒　　　　　　、　　　室木箱謝閉窺段ボール撫蜜閉室魯麺瓢蒋症醜謹

　1竣岡秀夫、例生貞秋、堀之内綱雄　鹿兜島縣獄業　　　鉛箱、普通室木箱、普舳室段ボール雑、二鰹通室普涌

試験場報告第20號　昭和部戸3月　　　　　　　　　　　　　育の各蹴を作る0

1・界瑚臓飼育型式に關する試験　　　、　　稗嫌105×印10に．て蕉鋼・ti，木撫陶｛一ノ噺



220　　　　　　　　　　　　　　微　　　綜　　　醗　　　1維　　　踏　　　　　　　　　　　　　〔錦九巻

魯通育、撤出1瓶鉛箱、撒土木箱、撒土段ボール繍、　　　1畷、無灘1祓、姦灘礁b燈飼1蔽、箱眠臓、禰灘雫減1碇

撒ニヒ讐麺育を作るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木射i育照とせるに繭綜繊度は礁は盗嫉大難なく喉灘

　晩款は日110×丈106にても略7t同搬の臓を作るo　　　土減、多灘廠囎々細しo初款191｝よ焼糠少隔最も太く岡

　昭和7年　界は1歌16×寅14にて前年と同じ1硫を作　　　多1，t霞最も細く他は火i藁なしo晩秋期レよ補灘帯践減、

るo秋晩秋は日110X皮106にて距鉛擶、木箱、殺ボー　　　i封照臓太ぐ焼糠多ill竈最も馴しo

ル雑評暢酌育、難鉛ai’l　i補灘、木繍補灘、段ボtSル箱補　　　　（164）蘇翻稚鷲飼齎法餐式臓

灘・魯通育補灘、畑中瓶鉛箱、林間水箱を設けたりo　　　　池江輝ニニ　長崎霧濃試報¢拶3｛鳩　昭不II10年8月

　幽昭和8年春は鰍16×丈14にて麗鉛箱補灘、木諮補　　　　行燈育、箱個育、靴1涌育をなし1，1，品種は騰16×虎

灘、融：涌育、距鉛箱撒糠、木箱撒糠、耳E鉛鮪の減を　　　ユ3としたるに繭綜繊変は各圃將｝署るし嚢藻轟な嚢も

作る。椥畑7×丈106にて前番鰍と同じ齪及び齋藤　議葡育耶帥太き傾向あu。

式亜鉛箱1瓶を毅けたりo　　　　　　　　　　　　　　　α65）箱飼に於ける飼欝渦慶に關す・る賦験

　晩秋にはH7×丈106を川ひ秋と同じ1馳作硬に　　宮崎窮楚努螂鷹蹴網1孕歪r‘蹴昭和111ii．6∫3

木箱夜藻除醸、林1旧木雑夜糀除1・戴、夜林間魯鋤砿を　　　　歓18×震節を川ひ22°e，25Qr〕，27，50（！，300Cに

設けたり。　　　　　　　　　　て身欄、濯繍甑蓼・樋嘗を行ひ焔厨辮織慶｝こ礁
　以上全駅験砿を髄じ繭縣繊度の醐査あれ共太砦幟　　課飼育温曜高きに從ひ概して太く、伺育泌別には箱

ボ翌年珈き事等ありて…完の傾尚を認めずo　　　　　伺．総布宵減太く荘涌1’ゴ圃細し。

（16の特殊醜に特殊上籏に關する試駿　　　　　　　　O以kノ外下記ノ抄曵臆播號旛照

　忠滴南道原類種製懸所彙報錦13號昭和9年3月　　　　　　　（119）（1G7）（169）（207）（215）（216）（241）

（1）稚瓢期特殊鯛育法駅鞭　　　　　　　　　　　ぐ2董≧．爆黛く蟹Lく盤撫λ．613鞭＿P．＿…

　1賦品種は界は微3×三ヒ4，秋は（皮9×寅10ユ）×Vil　，　飼笥の（4）飼蕾型武II

・・7翻ひ蹴賦榊司調締、行鮪、乾擶　．．鑓澱喪鰍懸瓶饗騨王8！．，．，

測庶活勲、鯛育鰍のみ）喬磐勲して鰍　　櫛瓢耶鳳憾育棚齢る齢1瞭灘7ド
2期廟育した。繍搬厩嶽育簸も太く撚桁　飼鰍i譜鋤撒り痢く・獅飼禦燃脊聴
燈育之に次響他は大麓なし。秋は行燈育最も太く封　　比鮫せる場脅には附者殆ど薙異な癒が如きもIi＄に辮

照砿雑飼之に次ぎ活桑育最も藩lilし。　　　　　　　　　個育の方精々索き場舎ありo

（2）屋外飼育試験　’　　　　　　　　　　　　　　　　樹軍飼育の場舎に翼秋期に於では4、5齢3ζは5

ew品秘堺鞭3×臥欄（皮9蹴10ユ）xn　齢醗夕國蝋内1’：て備して艦踊どなし・

107翻㈱燭照嵐輔金以後馳條瀦、購　 （166）鰍蟹飼離試臓綴

以後屋内條桑育、4齢以後燈外條桑育、5齢以後屍　　　田申淵郷’III崎宏一蝿野縣松牢原懲種製幾所慧

外條瀦とし秋は瓠楓輔令以後励・隅、聯　騨乏聯2號焔聯明
以後巖内李飼、4齢以後燈夕F？1綱、5齢以後魔外軍　　　日本鍬「1106×皮S・rl　io5×鰍9の｛畷品種を用ひ

飼、A齢以後歴外軍飼、5齢以後農外挙飼としたる　　凛｝｛’賦（魯麺育）’大形硬唖梁）標｝嚇賦ゾ（形而積3割

に繭繍識慶は聯は5齢以後搬内條桑育、5齢以後康　　減・大形給渠3制繊火形而粥齢染3割織・蚕棄1衙1

外傑桑育太く4齢以後屋外條桑育最も細し。秋は5　、積給桑3翻減’論漿薦積給藥5割賊’2醐㌧條染育

齢以後鵬鞭恥太く熱之1・次蝦翻後刷　の9趾したるに齢織慶瞭鰍辮謙糊蜘緩
軍飼最も細し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最太く彫飼峨・大形面麟3制誠畷之に次ぎ大彫髄1秋

（3）庵外上蕨試験　　　　　　　　　　　　　　　　　給藥3割減砿最も細しo

　獄品種は春期鰍3×丈4，秋期（寅9×丈101）×日　　　（167）翻に關する調査及試験

107を用ひ封照鷹と屋外上瀧塾破とに分ちたるに券秋　　　　滋賀縣置藁試験場　滋賀縣獄試事績報告第14號

共に屋外上籏礒の方太しo　　　　　　　　　　　　　　大TE14年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　飼育法との關係　　口1號×丈4號　券鍬期　磐揃

（163》欝見飼育箱の譲i置に關する試瞼　　　　　　　　　育（1、2齢側渠　3齢以後全穿）、灘布育（稚獄

糊欝・入江霧三略鱗式鋼鱗蹴暇睡　期）、仁釜揃α繊撫樋育）の1塙1扮ち聯鰻る

10年閉　　　　　　．　　　　に繍搬は湘欄いメ、く、淋締之に次蝶
家14×騨7外2品種酬ひ劃1購・灘土風麟　　勅・於て鰯湘し。



第iヨ號〕　　　　　　　　　爾縣織度と養識法との關係論丈綜食抄録ほ）　　　’　　　　　　　22i

2・稚獄期川桑の梗欺との關係　支7號×隊7號h稚　　慶は大露なく儀外45齢歪1剃麗糟々太しo

　甑期市挙、lll：舐期金予、鷲樂桑、を使用したり、　　　（2）禦飼と侮桑育との比鮫試験

　標胸曜は1、2齢判桑3齢以後金芽とし普趣育と　　　　45齢亭飼匝と45麟傑桑育畷に分ち『1110×支

　す、硬嚢慨、軟蜘卿羽’』も批瓢期は守ε醐1育とす．　　　1G6を供用せりo繭綜繊度は45齢條縣育圃稗々太：

　繭繍繊礎は硬葉峨太くb榔lf毛厩之に次ぎ、軟葉照　　　し。

　精々細しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）條桑育の可酊積に關する試瞼

（168）　全齢燦桑欝試験　　　　　　　　　　　　　　　　　標孕匹1ξ、2割5分減Llε、5割1戒11｛’1の3畷としIl　110

　和歌山縣躍藁試馳場　和歌1［1縣獄試報告10號髄胃　　　　×丈コ06な供川せり。ill！‘綜繊度は51剃減減他2！1媛に

ifl13，　：T17JS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　エヒし不i’t々湘1しo

　支4×口1を用ひ（1）餓（稚翼甑箱飼、粥：羅1鰹通育）、　　　　（173）　飼欝に關する試験

（”）匪（稚羅箱中傑桑JII：懲條築育）とすo繭綜織慶　　　　宮崎縣鴛踪1℃　寓崎縣獄試彙報猿1號　ll召和9準7月

は（2）甑細しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緻3×支7クト7’品種を川ひたるに繭縣織度は魯桶官

（169）　飼育法に關する獣臓　　　　　　　　　　　　　　は春秋を通じて僚桑脊よll太く、コ19s司と普涌育とは

　松永實　石川盤試報第3・醗　ilZ拝暇年3月　　　　　　　　一兆の關係を認め難しo

（工）茅撃長薗脊と鰐二f呵育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （174）　三1ミ鷹蟹ど二1調す馬畿…竃

励109×支103を∫ヨ」ひたるに蘭懸織曜は）ls飼liiの方　　　宮i「痂鋤き京都1畠：獄試彙報猿5號　「ll杯II101卜10刃

糟々太き働肋り。　　　　　　　　　晩秋Jvei　7×躍06をfl！ひたるに：’1’・；s］轍岬糊伽こ」七

（2）普通育と侵野式新飼育　　　　　　　　　　　　　し繊度細しo

　慢野式新飼育法とは12齢擬蓋、3齢讐麺、4齢　　　　共他　（1S8）（190）（212）（232）（242）（243）

準飼、5齢瓢箔飼育等を行ふものなりo繭懸織嘆は　　　　　　（24S）（260）（338）　　　　　　　　　・

（1）と岡一慮品種を川ひたるに魯湖育の方糟々太嚢　　　飼育の（5♪飼育型弐皿

傾向ありo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　條桑育　（鍛駒例1S）　　　　　　　　　　　、　J

（3）早午通予fと蓬散土育　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　：條桑給與濯ミ、僑を桑侃：立法、給型i↓叩｛司凱轡1二1鍋し成昂資

　日1Q9×支103を那ひkるに繭綜織度は大艶なく撒　　　あれども斑々にして一・窟の傾両を認め難しo

土育の方糟々太き傾向あ11　o　　　　　　　　　　　　　　　（175）　i曝翻條桑宵に關する髄駿

（170）璽秋翻雫飼に醐する試験水野保、火關豊、　　　徳島縣舐鑑試瞼場　徳島縣獄試々嚇1悼彿3號大

淺羽登代夫　茨城鑑報第4　昭和7年7月　　　　　　　　正13｛1三8月

　舗麺育風45齢叢内ηP一伺il鶏5齢1昂室内準飼育　　1・3齢後條葉育岐、4齢後傑薬育r艦5齢條簾育

45齢羅夕陣飼育1鳳5酬i聡夕陣飼賊とし鍛品種　　　1魚こ分ち1歌7×立7巻以て飼育す繊慶は4齢後條熊

は年により異り「1110×いはらき」FI　UO×支105を　　　育i旺太く5齢峰．罷育i旺最も胸きも餐1、剛llj雅大なら

用ひたo繭縣繊度は各1副lllに殆んど差異なしo　　　　　ず0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　5齢尺坪頭数150頭let？1；、問200卿颪、岡250頭匪、

（ヱ71）條桑育及甲飼欝に關する本場並i委託試駿成縦　　　 岡300頭旺とし鰍7×丈7を以て試験せる場合繊慶

　愛媛縣獄業試験場　愛媛慧試彙報2號昭蓼rl8｛1三2乃　　　は％0頭甑最も紬く他磁lll｝には大差な轟も30⑪頭1畷

　丈4×F吹17、伊豫隊黄×”FT象金黄」歌17×寅105等を　　　　ゴ使も太しo

灯1ひ祇風稗こ試瞼場及…翻捧幟をなし7るがそ　3．上瀕方法によ1，一齊上脚賑2・・A・IJ拾litfk一齊上

のrN績によれば條桑育・ユ1欄亨fは繊慶に於て呼樋育　　灘：、5割撤轍一齊上澱風酬騎」購とし澱

と大差なし。（委託試瞼春に於て少しく條撮育は繭　　　　品種は隊7×支7な1J　o繊凌は各賊聞殆ど蹟異なき

綜繊慶が讐通育よU細き傾向ある揚合あり。）　　　　　　も一齊上淡臓粕細く、2割拾1反後一齊上藻麗最’も

（172）　獄鱗餌齎怯試駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　太く、全部扮坂麗之に次ぐo

　小松茂久・澁谷緑、山rl一雄　刑5奈川鳳1試報第3　　　．（176）　春簸條桑育に關する試験　　　　　．　・

號　昭和8年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳」語縣闘業試験場噛徳島縣慧試報撃｝4號　大正15

（1）2辞負司iこ關する言弍験　　　　　　　　　　　　　　　　　　 勾云3月

　屋外45齢’ド飼1鳳燈内45齢ZF飼匿、屋内5齢　　　隊7×支7を供用條桑育とすo繭綜繊慶は「

亭飼1畷の3颪としPl　l10×支106を供Jl1せりo關懸繊　　　1・3齢以後℃4齢以後、5齢以後の何時峰架育を始



　222　　　　　獄　縣、韻　雑、，　　　　嘩焔
　むるも繭継繊度に麓なしo　　　　　　　　　　　　太き傾両ありo此の場含獄品租は秋1・X　PI　ZIO×皮105

2・尺坪15噸一300頭と灘殖磯に廣搬作V7：る　晩秋a，、1・，11｛．ifiを用ふ。

　麟織断・は碇噸献・し。　　　　（・83覆欄麟敵謝る繍
3・熟勲・撫妨法として一齊．購も酬蛤取肪　　水野鰍大關豊。離揮茨職糊陥錦蛾

　法も繭系糸繊渡三tこ盤．なしo　　　　　　　　　　　　　　　　μ召不117Sl三7月

（177）簡易室内條桑育に醐する試駿　　　　　　　　　　漱顕Fこは吊苧涌育、條桑育、．i1蝉鯛條渠資の窃嫉と

　徳島縣鎧粟試騰場　徳1翻係臨試報告5號　昭和4イ1こ　　しi籠ぱ改鼠、鴛瀞1ぽ年により異り「1鴛⑪×いは‘Jき、Ill

　3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110×亥105を用ひた、繭糸糸織「受は各lll霞問に躍描なし。

　隊7×支7を用ひ4齢以後バラツク條桑育旺、5齢以　　　　晩秋獄には許鋤育、條桑育、｛1∫磯跡條桑育、火端

後バラ・ク縣灘・欄育i成を設け焔に麟繊　侮1謄鞘・、4．・J，・T，・eし…藁誠の，！’1，椥鰍桐搬繭

鷹蝋以後バラツク縣育i・産細婦・1し。　　網駿は各正酬に灘なし。

（178グ糊小鵬欄條鞘にert　　　　（鋤徽向上から翫躁鵬
　山形縣慧試　rl！形照試彙響際2號　昭荊幽三朔　　　　　牧聾1締臓　獄叢新拠7S　Iil号和8｛ll胴

　獄品種は日1×丈4・肯熟×丈101に付き界秋2期　　（1）5齢の伺、学濯ξと繭，iic

に馴撒した・　　　　　　　髄甑451聡肉縣、4、廟脚ト簾の隅と
試験1甜欄翻脚の大小湘測蹴懲栖1釈　し懲樋購16。卿を使肌た縣徽卿糊耐

興の憐沙瀦融及」備法を鞠・して6剛凱　｝・鞘蜘し。

焔にそ櫛鰹舩描鰍鷹り1　1には一，馴鰹　（2）咄卵鞘鰍麟質

翻聯し・　　　　　　　　徽麟Ml胴厳穴肌卿・そ略々繍鯖
（179）糊期の耀縣鰍瞼　　　　，r　、によ｝，棚駄鰍・脚、紛つ識鰍囎欝・1窪

恥報衛夕臨柵鰍勇延醐蹴i糊5・ド　両騨ξの囎に從ひ娩鰍拠ものが太いe

3月　　　　．　　　；　σs5）縄條鰭の蹴蝋
　印×丈4鵬隔を∫1】ひ一爾懸繋A瞭灘耐醐　鋤｛r嚇：之、脚職燃縮第42鶴。．41肺9
桑全霧瓢の7制）・1齢條簾Bi砿、（瓢座窟職凋柴全芽　　　年4月

伽瑚）・・轍郷話灘冠劃灘芽職した　鰍獄，禰は1卿。支・・5，脚7。－di14，・lltS・’IS。

る嚇懸搬は年によ卿1太の關係T’”・・’tsらず・　丈・・6を用ひ塊騨】帽繊鰻育臥企細篠鰍

（180）醐耀鰭怯繊　　　　　　 の3朧寳鱒てll鞠せUl撒鰍，｛1搬1蹴．、て見
　山圓縣獄賦　山口獄俄報イ1｝策1貌　ll1拶ll6年露月　　　　るに搬遥甦環最も威く僅少の離で班鐡醸が歳に次ぎ奈

騨×卿酬曜外條瀦・改蠣・屡・灘鮪、　鰍聯粗鍛も肌。
撒土蒲鉾形條桑育、普通條桑育としたるに繭縣繊度　　　（Z86）麻鑓條桑薄試駿

は普涌條渠育甑・魯通盗穿育瓢最も太く撒土蒲鉾形　　　　澗熾縣慧欝黙験場　瀬熾獄試報沓5號　昭和10tlt

條桑育1置最も系冊し0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月

（ユ81）夏秋畿條桑育に關する試駿　　　　　　　　　　　隊17×支105，緻17×丈14，1歌18考寅106を用ひ標

　松永費　眉川瓢試報鉾5號　lrβ羽16年3月　　　　　　　　趣砿（1，2｝瞭劇芽、3．4，5齢蚕芽）歌獄條桑育ll竃、益

　日110×丈ユ03を用ひ搬胸祓（攣午麺育）、雅刈正置（春　　　齢條祭育鷹を般け試験したるに定粒繰綜…粒繊度は

メ聾桑を4爾希迄給與し5齢條桑育）聯メ財商櫓匹薩（雅刈　　　ゑ揃令條桑育1蔵利繁田いがソく難なしo

桑摘梢桑を4齢迄給與し5齢條渠育）夏刈賊（4齢　　　（187）褒款蟹條桑「薄に閥する試験

嬢刈桑給獅鱗鮪）の4・1，fll・eしたるに㈱繊　瓢闘購藁露燃場繍綴謝附曝ll討年1咋
慶は概して潔刈摘梢臓最も太く夏刈賊、撰楽輝之に　　　7児

次ぎ糊畷繍日し。　　　　’　　　L鵬卿無融と藥1鞭との關係につ造闘no
（182）鰍灘桑翻鹸離　　　　　 ×寅・05，支1⑪6×、rl　7曜1購を川ひ燥殿、改

岩1臓2F－　．入デ嬉三由鮨葱試轍鋼號昭　蝋返、獺騨・・徽襖一たる麟纈物救

XII7年6月　　　　　　　　　　蝋灘桑育が細、・。
糊瞭桑離於て桑の触法を糊佳立とし給　2・灘鋤糠望f廉概立法と嘲鰍飛て

桑獄娯にし場徽卿蹴竃瞭欄育）よリ　剛くわのew・貿1勲川ひ、榔り糊瀞、π瀞脚
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問伐戴旺、春切幾穿偉戴II鑑を設けて條桑育をなした　　　　縮松治賢、衣筑猟報第22G號　火磁14年5月

るに繭綜繊度は根刈普通甑が箱々太く他は略々同　　折衷育、アイデアル、密閉育、條桑宵、アン｝，ン

じ0　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　育、紙帳全芽育、全芽宵等の個育法にて養戴旗の飼

　3．讐通育、夏秋期枝條伐概傑桑育、全芽育成傑　　　育せるものに就きて検するに繭懸織度は折衷育最も

伐戴條桑育の311卿ζて試験せるに繭系糸織慶は全芽育　　　太く轡閉育、盗芽育之に次ぎ條桑育最も細しo

成條伐戴傑桑育甑の織慶は納々太いo　（瓢品種は日　　　　（191）膚然力を利用する轟鷲兇の燃床覆蓮放養i

110x支105及日110×捉106）　　　　　　　　　　　　　　に關する試瞼成緬

（18S）融羅飼育強獣駿　　　　　　　　　　　　　　　四川砂　岐願置1誌診聯4號　Y“　II三15年5月

1【旧惣謝鰍㈱ll刺燃建瀬…聯6號ll齢1　日1×鄭を用ひ標御1互、構驚酬1：鶴置獅喧ゼ稚

11年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認測糊1：置鉛饗雍匝、稚狐温鵬雌灘饗鎚茄是外上椥嚇il£

　1・樺期肚螢1期に吏14×匿吹16を1Hひ査芽育ll置、改　　聾盆温庫lll灘室内i、で’こ、ゑ齢温床賊、3齢迄放麩451齢

鰻封士形峰桑宵1砿、2段式改良條撰育1硫、ノitL　tyト條簾　　覆莚育の7麗としたるに繭綜繊嘆は稚欝舗三1雌驚

育風露天育繊とに分けて飼育ナ、織慶は露天育旺　　内1曜、欄際釦棚！戯糧羅嫉火く3齢迄放猫45齢覆

最も翻く露畿式改良條柴育1旺最も太し、ざれど各｝iVl　　莚Ill’1は最蔓，組し0　　　　　　　　　　　　　　　1

とも大離なく一般にノ殺内飼育疏）ものは屋外個育ll駄　　　　（192）自然の低混皆利爾する軟麗晃の冷床冑に關

り太き伽融あ’y。　　　　　　　　　　　　　　　　　　する賦験成綾　　　　　　　　　　　　　　　、

2・別棚1澱蜘こ卿7×支1蜷以て改良篠1・形傑　　脚ll砂ll劇畷試塑露峨大煎駒捌

桑育ill乱改良21鼠行條築育麗b礒外育畷（5齢餉食よ　　　　『i　107×丈101を用ひ搬rlr嘔、稚烈冷庫歌惣室1勾嫉

り施行）燈外慣（5齢41、tElより施行）に分けて飼　　ゴ無齢冷床嫉、金齢冷穴賊の4嚴としたるに繭鯨繊慶

育す、繊凌はtt良zp行條築育賊、5齢4日闘より施　　は介齢冷摺ξ嫉最も太く鶴ll胸4繊も細し。

行雌外育斑絢く他21畷は共に太しo　　　　　　　　　　　（193）地黙の｛緩温詣利用す御秋羅兇の冷庫林間に

　3．晩秋1測ll：鐡期に於て日110×丈工05粒以て標1｛‘桑　　　於ける飼薇起態作の麗凶に蘭する賦瞼成績（第2報）

賊、耶飼育除沙岐、同無除7少擁、傑桑育70♪懸履（獄　　　　四，ll砂　岐箪鐡賦報策5跳　ll琳隅｛r6月’

座蒲穣70圷）同2割5分國藁‘（62．5圷）、同5割減lll程（錨　　　國密×断江粒川ひ榔lll　ll㍉ξ畷外林llll、冷床、1縦莚を

ttF）、密出形全葉育翫、醗外育嫉に分けて飼育の揚合　　獄兄獲育時期と組合せて個育せるに繭懸繊慶はそれ

織度に於ては撤外育燃、魂ISi除沙匪、常士形登葉育嫉　　轍諦∫脳も標～獅εより細し。、

細く70圷畷・2th：IJ5分減1鳳標～ll三風』囎々太し。　　　　　C194）太陽熱患利用する惑蹴免の温床育覆莚轡に

　4・晩秋SUIII：認期に於て「l　ZIO×交106を以て単飼　　　　關する試瞼成緕（第漏報〉

育と條桑育と．にした揚合に繊礎に於ては條桑育の方　　　i斯川砂　1岐阜鐡試報魏5號　昭和2蛋1沿月

糟々太し・。，「　　　　’　　　一　，Nl×銀を用ひ、榊鳳羽農灘内lil澱撒k鶴
一」…V他（206）（207）（208）（駒　　　　　鳳企齢・rl淋匹風欄ll棚こ臓室内臨灘rp

1鮪の（6）鮪型式・v顧瓢ゆ）｝　・・噺醐水覆嫌訟画㍑職繊乙・姻i・
　雑多にして結論を得ずo　　　　　　　　　　　　　　慧蜜内臓、稚獄乙溝庫肌蹴撒水後莚陳の8蔽別どす

et（1S9）飼宵試駿　　　　　tt　　　　　　・　　　　（甲濫床とは蓄熱装1趾のもの、乙灘床とは蓄熱装鷺姦

　槽田長太郎、荒井嶋次　烈翻講習駈蹴事荊乏告第29　　蓬もの）繭縣繊度は稚獄窒内Jli：銀撒水㌃憂難甑、最も

號　明輸39年12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太く稚慧乙温旅ll量：鷲撒水覆莚砿、お麟町慮細く他は中

　蟻彙1匁つつ12賦1と分けて同一の下に飼育し4齢　　　間なりO　　’　　　，　　　』　　　　　　　　　L

起除の際に12戯に分ちたる獄兜を11，Ylより3磁までを　　（19・・5）太陽熱利用淵富試瞼　　　　　’　’1

集めて脳鵬とし飯51馳合せて甲1“］2　eし6，7；8，　和歌山縣灘瀾暢和歌山縣蝶試験鯉ゆ貌

賊を合せて乙匪とし9，10，11，12慨を杏巷て丙磁　　　ユ0貌　昭不i12年7月一3’・1三7月

’となす、駕品種は小石丸なりo甲、乙、丙の3甑を　　　　支4×緻7を用ひ讐湖育、稚舐漁豊批獄曹通、稚瓢

櫓飼とし標芝胸距は普涌育をす、繊慶は糎確甑疲も太　　　温室Jll：獄條桑育となしたるに繭懸繊慶は火逮なしol

・く丙臓之に次ぎ甲寵最も細し即ち甲、乙、丙3歴を　　　丈4xH1を那ひ曹通繊と稚獄温整育とに，すσ繭棘

比ぶれば薄飼なる甲雁最も細きこととなるo　　　　　　繊度は曹麺育太し。　　’　　　　　　　　噛　　1

：（190）　害」種置司「9i垂…繭質調三垂薯　　　　　’　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　（196）　活葉育試瞼
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轍山徽業言撒場撒Ill羅騨購9號ll召　に繊卿価も大勲く磯の燃を1鋤ず。
和2年7月1　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　（203）飼育環境用具蹟に光線に關する獄臓

赤支4×日ユ，繭綜繊閲醐照峨とIF－ti　L’。　　　　山噺鑓業試麟山嚥試漿享聯6號i脚111

　秋支102×鰍白、晩秋尚熟×丈101繭懸織度は活漿　　　年3月

育1’こ太い。　　　　　　　　　　　糊は脚6×支14，曝6×丈16・晩秋期断ロ10
（197）轍活鮪試瞼　　　　　　　　×寅10睦用ひ＄if…糊1を二繭簸加フア嶽∬鹿1∫蜘

　Illl脚縣鱒鰍瞼揚和歌山購鍬糊！｝10號illl　僻躍、　li蜘飼伽畳左、地・隆セ・フアンffakVitvuai鯛

才ll3年7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育雁、岡箱個育匪、活桑育11滋活葉育藤、刷“涌潮鴫

支4×同1，戴×殴7にて・1髄響ゴ，漉鞘をなす。　馳鮒て衛腫るに織慶に方冬ては個髄気風時期

繭綜織度は活築育精々太き傾肉ありo　　　　　　　　により異り叉各1旺の離f・宣少にして一宛の槻向偲め雌

　同報告にて虚弱獄児活葉育試験にて秋は口107×　　　しo

（支9×丈1）鰍欄織・・×支…）を・」ひた［鰻麺塵i璽廼塑一蒐］

るに活葉育の方繭綜繊度太き傾向ありO　　　　　　　　　　魯舶育に比し熾外育は概して繭綜繊度細しo但し

（19S）線秋晩獄翻簡易維翻生條育試駿　　　　　　　　晩款期に方昏ては逆のことあ！J　o佃稚照β聖外宵は飛躍

　和歌lu縣獄繋試瞼揚　羽1歌山縣麟試報告13號　昭　　　励外育よりも繭綜織度翻き傾向あるも秋、晩秋に於

和8年5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては往々反渕’のeとあUo又燈外條撫育は他の給離

　支13×駄16，Fl　110　x皮105につき試瞼せるに繭縣　　　型式よりも細き側両ありo

繊度は鋤照砿とlt“osxなYJ。　　　　　　　　　　　　　　（204）桑園に於ける鷲見飼育法に醐する研究

（199）金網製簸箔胃試験　　　　　　　　　　　　　　　　四川砂　1皮」灘灘℃報第3號　火瓶14年5月

　和歌山縣獄錐試験場　利1歌由㈱凱試報告工3翻　ill｛　　〔1〕稚羅児小蜜内簾樹放壁に關する試瞼成緻（聯、、

藩t喝年5月　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋獄）

　支105×口110を用ひ靴二通育と金綱微箔育とをなす　　　　（1）春　期

繭綜繊度は後崩測しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　flし洪獄品手肚を皮4×Fほとしll鵡劒llεは火鷺12年は機

（200）稚翼期に於ける螢飼のi麗締に就で（豫報）　　　　t“II，T’1；（獺豊内）、8齢lllji桑園小蜜1・㍉董、123齢Illli藥園

　山元勝　馴歌山縣銀試報弓1｝14號　昭和10ilミ5月　　　　小霊戚、全齢問薬園小蜜嫉とし火iE13il．iは櫻鵬繊、

　騨皮16×駄18，秋El　7×支106，晩秋同7×：支106に　　　3齢泡紙障子桑圃1醸、3齢趨爾子障『r薬医醐霞、ゑ齢

つき試験すo繭綜繊慶は壷飼照太き傾尚ありo　　　　　紙障子桑圃嫉としたるに薦懸織慶は大罷12至1乙にレ誼益

（201）ウルトラヴイツト硝子と瞥遙硝子との比較　　　齢桑1賭司小蜜鳳最も太く糠胸疏物に細し。大毘13年に

試駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は療準砿最も太く全齢紙障子集園1醸鼓も溜ll・し。

　P旧縣牒1職場1加雛賦彙鮪節號闇醇　〔2〕Ili：獅礫卜賄に聞する試SGIrk績（糊）供賦搬

ユ1年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品種支4×口1

箱飼の蓋にウルトラ“f’4ツト硝子と響醐爾子とを　　試験臓機障子轟蝋捜莚風覆爾子鳳弼y＝r一小燈

賊布したる揚合銀児の生理及繭質に及す影響を知ら　　　　　　　1風藁小屋磁、標～偶旺

んとし聯期は殴16×丈14，丈16×廠18，晩秋期は日　’繭綜繊慶｝翻1脚暇最も太く獲硝子堪之に丑巨寒機莚i畷b

7×支106，を川ひて試験す、繊慶はウルトラげイツ　　　繋小脆輝細しo

ト涯に於て囎々太きもその差微小なりo　　　　　　　　　（205）屋外膏試駐

（202）宿色セロフアン紙に嗣する試駿　　　　　　　　　矛ll歌山縣獄薬試瞼場　利｛歌山縣醒試報告8號　大

　μ］口縣盤鍛業試験揚　　ほ1口渠系戴試彙荊乏第6號　　i1召示rl　　　　正15tド3月

箕年3月　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　支4×日1　を刑ひ室内育と屡外育とにせるに繭縣

　段ボール箱の…窺に貼布せるセPフアン紙の色によ　繊嘆は屋外Xi’・lllfi　L，・。

P無色ma、．萱色楓、機色臓、赤色凪、挑馴風線色　　　（206）惑蟹條桑育に關する試瞼（春竃屋外條桑青

麗、紫色風膏色風鋤照1齪に分け色の相異が鎧児　　に就て）

の畿育及繭質に及す影響を知らんとす、供試徽贔種　　　　澗島縣舐業試瞼揚　稿勘縣鑑試報イ！｝1貌昭和2寧3月

は聯はアスゴリー×皮98，緻16×支14，支16×緻正8　　　H1×交4　及び（日1×田107）×支4につき飛内5齢

晩垢火セま1歌コ7×支10δ，　1三17×支106，　なりQ　　艦騒地秋jk　　　　　條桑青」叢内4・5薗｛奪條桑育、展タト5齢也艇桑育b1縫タト4．5罎告
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條桑育となしたるに繭綜繊度口：大差なvaが縫外4・5　　　（212）悪遡i騒外條i桑窟に關する斌駿

齢條i桑育が糟々藩lll匙傾両あリo　　　　　　　　　　　　　　　味岡秀央、　aekts貞秋、掘之内綱雄　鹿兜恥縣雅1獣

（207）飼育5去試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴛式題磁報告第4號　　昭Xll6年8月

　岩手縣獄繋試巌ヒ場　砦手縣鎧試報告ユ0號　昭不ll　3　　　試験厩遊杢！勢犠豪外育砥4、5齢屈外育畷、5麟燈

61三3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外育蹴r窪齢室内育とに分け杢齢晟外宥縄以外の臓を

融脚×：tr7を川ひ1聯迄螺湿L以後を赫　K硬に準而條灘、閥賜條瓢識〔獅飼慨
宇f諌瀦」耕條勅・揃：’照縣徹馴簑内　に粉戚漏醗外Y）’1；囎獅櫛礁灘αi　翻・

願魁した講纐嫉燗｛立小1蘇瀦・天細　雑f糊㈱礁湘）及糊杢騨佛駅利㈱嚇
條瀦湘1い。　　　　　　　　麺割，欄赫備）と紛けtlS　1×細を膨鰍
秋剛107・或4酬醐桑￥ゴ・蝶徹捌駄　験す藥は　1醐鞭肺、鷹1　嫉1“敏馳η識

灘礁條揃訓・燃桑官・ピラミ州蘇灘・　慶略1、醐規な肺ど粋齢箆内糊欄條魏
地輔とした・繭榊駿1潤灘太く・糠触る　砿買と駄く葡榊ト翻1齢隅條辮澗舳郵川し又

3方法に於ては矧嚇田い。　　　　』　飼育棚斤よ幌る漣は輔憾内育瞬帥太師蜘
（20s）醐犀外條鮪に關する騨瞼　　　　し。
　m口惣一・郎・片1己雌幾埼荒獄賦魏報策1號　1贋　　　（213）塚火獄期に於ける林間飼響に關する賦瞼

和3年5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1隈岡i秀炎、灘満直瓢、堀之内綱雄　臓兜庇縣羅賦

糊勤・欝・勲日1・烈を川ひ鮒4嚇縣　々鞘脚鉾蛾1綿6・醐

瓢酬5齢條灘・勲聯餐瀦諮削聯　桝のrl灘。樋賄勲瑚脈榊描蹴小
鍛憾勲蝋とした雛繭撒度は備場脈　馳脚脳及匡揃嚇のみ醐、、霧樋乱て飼
儲鞍を難するによりて異1，t　”」も髄45齢　骸職冊雲欄鴨ぐ醐1胴育）、欄aT，eq

條揃瞠に繍く軸4聯2段麟樵之欲　（醐期励飼側！，醐鵬醐、榊瑚礁㈱
ぎ翻45齢條瀦慨騨殉5麟桑甑醐にて　糊霊酬，翻㈱聴）調其購に分洲取寅職

蹴畑關係　蹴らず・　　　　　　以て鷺禰気蜘琳醐獅、1欄鰍軸して鼠
（209）糊鷹醐と屋夕階と刎ヒww瞼　　　楓魯勲”。搬は彗・欄、蝦、榊柄1敵に太く林

糊雛鰍麟静購齢1～）繍6年踊　　棚η鉱、岡乙附蘭し。
聯迄勲嗣一鞘法融し4齢噸鞘臓　（214）屋外條瀦1、謝る糊

嬬紛つ・欝㈹脚・丈破7×卿を脚た　河咽．一）！ξ欄鰍麟鱒陰口脚欄
る螺内育脚麟育購職度細し・　　　慾，瞬職7。欧7翻1堺欄瑚照、鋤條桑
（210）耀屋内育胴夕階試駿　　　　　W．・JfiPt條鮪の31酬としたるに柵して1納麟

欄縣灘繊場舗翻卿II～榊6糊　　沸轍駄傑外狼糠育1照も継｛輌削。
鰍蹴聯灘内綱綱融龍し4齢醗　（215）艦鞭離翻

鮪と麟育紛つ・臨禰師！11°×螂枷ひ　栃水鰍栃構緻㈱7年4月
t・に麟繊は勲龍働・太し・鰍灘隙　鵬儲鞭をなさんとし試蘇をブ、肌て撒
にして舳育と鵬都分ち鵬×醜蹴邑‘飛　魁蔽湿し各姥距，、開放rl’r，．．V，mo・pt．　ty・rl臓

職せるに齢搬は屋内献し。　　　　に分棚照として室繊土鳳室瀦麺砿搬蕨
　毅慧屋外潤1に關する試駿　　　　　　　　　　　　　　　獄品種は日1×丈4，繭i綜繊度は室内撒土撚及啓通厭

鋼殊・易独鰍調之内榊鹿児島縦試　最も太く繊齎戴嬬！芽！麟llし。
々験報沓第4號　昭和6年S月　　　　　　　　　　　　　（216）款慧期飼育5査i魏譲

獣脚馳登齢麟「隅（II（言翻雛綱胴乙臓（稚　栃欄試棚綴績昭綱朋
誠期活條育）同丙寵（稚獺期全男ζ育）・4・端令鷹外　　　油舐ま庵三に於る飼業f試駿なり。撒土折衷、撒土開

育砿（轍期全芽）5齢飛外育臓（利繊期赫育）　放、徽開放、石蜥哀調照開放、謝照搬の外

錨室内甑（囎舩鞘N・分け」H・欄はい　に室醐土、納緬の8醗し禰幌旭。se一龍、
づ桃麟醐育をなす。r獄・睡彊は丈102畑110・　1鰍は印10級102をif’］ひた。舗1置j噸可育澱は

を爪ふ繊画漁髄内龍殊に太く・燈鵬外醐　大僻糺。繭綜繊蹴靹欄鼠撒土撒1銭最も
甲砿之に次ぎ5齢鷹外臓最もli川し。　　　　　　　　太く石灰折衷蝿最も細し。晩秋は石茨折衷置最も太
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く他の臓間にはブ礎なし。　　　　　　　，物
（217）屋内外平飼試駿　　　　　、　　　　　第一言鋤刑：卿）脚附と服内育とは如何なる霊異

栃木懲試那須支場栃木鉱試勇1願皮揚事報　1粥口　　　あるやを翻盛せんとし1融随と糊（繊とむ1没け獄

7年4月　・　　　　　　　　　撒は國富×瞭［：3塾概rl　11。號×：如α臨Vll　110

　標準圃、屋内耶飼、臆外｝｝二飼の3臓とし獄1貸1種は　　　貌×丈102號を川ふo

雅丈4×01，初秋粟105×r田0，晩秋支105×研UO　　猿二試験欄凱期よりの飛夕矯は如f“」なる汗撮を派

繭縣繊慶は初秋は標～lllL駄く崖タレ1綱｝囎ilし。晩秋　　　すかを調査せんとし調照匿、稚織1t納￥∫M、欄｝1

は騒内甲飼臓太く標llll』瞭比。　　　　　　　　　　燈外、舗圧、企齢最外育減に分っ、瓢1瀬は1口1（l　x

（218）　屋内タト條桑葦野舞式三験　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三受二105をJll　．Sho

栃木鐡試那須支場砺木鉱試那須支場事報　昭和　　試瞼絆r果中繊慶に關しては次の如し。

7鯉月　　　　　　　　　　　嬢一撒にてはfC・タ陪隙脚賦より太・櫛肺，
　標鵬、羅内條桑、燈外條渠の311旺とし銀品種は請き　　　ηo

軍4・H・，初徽1⑪5・lli・・1・，・・鰍皮・05・ll・10を　鱗・℃駆てIS・螺剛躍illく輔麟輝論

刑ひた。繭糸徽囎堺彫畑・幽駄く帰珊艇集宵1囎li　齢卿営ガ剛紬太鰍肉あり。　　　，

く初秋も同様にしで晩剥：には景外條i薬育！、叢他2齪よ　　　r（223）1晦歓翻屋外胃に蘭する獣瞼

む納々太し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郁岡縣獄i篭匙試験場　舩岡欝麟翻1禦6貌　昭不HIO

（219）　　 條桑胃鯉iこ寧飼「こ關する試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イi…　7　 ，l

t・ 麹梵ｳ一　牙㈱5翻試暢1乏第11　昭和7Slミ朔　　　　　　　1．國富×晰言r2號、　llUO×支102恕川ひて鉗！Ul・～霞

t轍識期には魯蒲育の外ti｛三内及天幕内に分けその各　　　　と麗外候とに分けて試験す典の粘渠織慶1こ1醐して

々を更に45齢條渠育、5．齢條i桑育、5齢條；桑育薄　　　　は膿外育1虐鋤照匿よ｝1精々太しo

飼及・5齢條渠育厚飼に分けたo初秋灘及晩秋籔踵には　　　2．　lluo×皮105た川ひ謝lll｛匹蝋斗構凱ノ樋内’Ff　ls冗、稚

魯期育の外窒内．天隷内及木影に分けその各々を災　　　　鯉燈外宵斑、鹸ll怜屋外宵慨ヅ♪四開赫没け試験せ畜

に45聯耶価、5齢読F飼、5齢羅飼薄倒及5齪慨｛飼　　　　に繊度に關しては利1轍麓内『育は最も細く灘瓢融外

厚飼に分けたo鐡品種は麻撚期は丈一化×敵一化性　　　　宵齪．盗齢1徒外育匪は鋼11｛｛賊より細嚢傾陶ありo

初秋、晩秋羅期には口二化×支二化種を用ひた。　　　　　興他　（156）（160）（162）（1S4）（器8）

翻搬は鮪混一勲關俄城…　　　L鯉塑！盤墜三璽鮭璽＿1
（22Q）桑園胃試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼育時期、醤品瓢節により一宛の慨1轟1を求め難壷

　和歌lll縣蹴業試験場　和歌lll縣恩獣亨艮告13號　昭　　　も騒レ・て溝へば蚕穿育、稚獄剃議州：蝋冷芽育諮i【i獄

抑S年5月　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　劇藥肚織杢漿育は繭縣繊唆太く條繋冑は糟々細き傾

支14×隊17を用ひ試験せるに繭綜細渡囎摘育に　向あV。烈陳1、坐排、粂撫益筑條馳組合ぜ

比し桑閑育榔1し。　　　「　　　　　　　　　　　　　牡る場合US　一一一一定の傾呵なきも燈跡條桑育勅々測き楊

（221）春蟹屋外飼育に關する試験成績　　　　　　　　合あり。

、，瀞岡縣騒菊試瞼場離岡縣舐叢試瞼場函匙報鎖3號　　　（224）全算飼膏試駿

昭羽lg年3凋　　　　　　　　　　　．，　　　　．　　　出鷹泰M胸宮治作　冤賊欝暫所獄刃酬乏告第19號　明

1・　タll：盤譲婁切展タト試瞼　　，　、　　・　　　　　　．　．　　　，　　　　　　　　　治36勾三お月

　4齢以後を獅照臓と羅外育畷とに分ちて試瞼す歓　　　　ヌ．晋を以て標雌畷と杢芽育とに分けて飼育せるに

品種は口1×支4及支7X鰍7を川ふ繊度は針照賊の方　　　繊度に方冬ては全芽育の方穂々太しo

メくしo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（225）全叢F飼育識

2・全齢屍外試瞼　　　　層　　　　　　　　　　　土屋泰、石野廣東鐡溝脅研駕事網王齢27號　朋

日1脚波蜘1酬ひ封照1濯・稚灘痛砿　治39棚
欄勲瓢細握外育の41馳設臣ナて縄畝． ｻ　小砒勲用囎辱幅融芽ll／／1，　tに分けて賦駿せ

の結果繊度について見るに郡灘期燈内郁左最も太く　　るに撰醐鼠の方太し。

封照匪之に次ぎ稚鎧期膨ト郁躁も細き蜘肪1，。　　　（226）全芽育給撫ヒ醐試駿

（222）款翼屋外胃試験成綾　　　　　　・　住蔀E鳳上野攻熊：・；Vl鮮総督府勤粟蜘・膿望灘き

　静岡縣瓢藁試験揚　翻睨銀漿報第6號　昭和1Q年　　試験所彙報第黛號　大TE8　lil三11月



ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　

　　　　　錦三號）　　　　　　　　　　繭綜繊度と養翻法とあ關係論女綜含抄録（わ　　　　　　　　　　　　227：

　第ユ遜1（坐班桑育）、箆2腿（企芽育4回給桑）第3　　　12年3月

庇（益穿脊3回給薬）、第4岡（12齢剴i桑育，3齢以　　　　日107×支9を川ひ劃桑育紙、瓢劃査穿育礁、益葉

後企穿育4回給溺…）、第5111冠（鋼賊と同一取扱をなし　　望f減に分ちて飼育せる蜴合織慶は粗鯛ゑ葉育戯最も

31珂給桑）、第6il鑑（12跨冷坐町虜…響ぎ3睡玲以症麦ξ缶多ドYf4匝可　　　　太く，1刈桑育匿£舜乏も1劉［1しo

給桑）とし3ぐ蹄をイ司宵したる1こ繭綜繊度は鰹53、41iiE　　　　（230）楢…懸飼育5虫霊畿瞼

最も太く猿一斑最も細しo　　　　　　　　　　　　・　　　　徳島縣盟粟試1瞼場　徳島獄試報告第2既　）KaTII12

（227）飼胃i十’改翼に關する書式駿〔纏報〕　　　　　　　　年3月

1三1醐、ヲ醐・購、駒村英光圭｝懸灘嵩纒　　舗鵬を螺醐調芽瀞奴3齢後翻ξ）・翻ζ

串繊艮獺蹴　畑11・1糊　　　　　胃1砥4・聯條紬玉賦5細繰献紛け支7
岡窓會報（10）　　　大iE121ir‘9∫－1　　　　　　　　　　　×1歌7を以で試験せるにflLktgiに於では殆ど難異を認

（本賦験は穴磁S年來の綴績獄験でありS9薗準の　　　めざれども登芽胃1礁蔽も太く4、5齢條繋鰹隈最も

成績は簸事報俊第一號Pこ禍載されてゐる）　　1　　　醐し、さわど最太と戴細との露二は0，08ヂ昌μルな

賦験繊　1　　囁　　　　　　　　　　　　　り。

　：繊n冑甲　123齢摘葉劃桑・45齢全芽　　　　　　（231）憲翻飼育弦i比較騨瞼

　ゑ芽育　　登齢杢芽　　　　　　　　　　　　　　　　　田井保次　郡憂試馬襲成績　火π雛3年

酬樹鮪123肉騰鋼桑・45蹴赫　　　rtr7×卵酬醐灘f（3齢迄坐礫以後赫）醐
　普通育乙　給桑法魯通甲に郷し　　　　　　　　　　雰育（12齢鋤芽以微益剃こ）、奄跡育（益齢益穿）、傑

條櫛　123面髄贈縣・4嚇縣　　　桑育備鎌芽1］1，灘渤の41，翻としたる・に繍繊
　新擦聖育甲　1臨摘葉劇薬・23齢ゑ芽劇桑・4　　慶は益芽宵最太く乏に次いで劇拶育、劇築育、噛條桑

　　　　　　5齢條桑　　　　　　　　　　　　　　　冑の順なリ。

　豪纈準育乙　1断摘葉坐悌・23麟奄芽剃桑・4　　　（232）殺欝飼育油獣駿

　　　　　　齢益謂㌔5齢條桑　　　　　　　　　　　　穂島縣獄雛試瞼場　禰輪縣鍛賦・》瞼報告第3號火

供試ε購重は阻×丈4，及鰍9の2品種なりo雄立月　　TE13年8月

日は醐！3日なり。　　　　　　　　　　　　　　　　　試醐1叢を坐σ藥宵ll碇、瓢剃憂葉育瓶、発芽登棄青煎

繭綜繊itCは郎×寅4にては鱒坐慷澱も太くb　蜘惚鞘風～舗瞭葉育1鳳酬・條勅廠iく分ち

全芽育・耕通育乙・新棚準宵甲・岡乙は順次細く條　　口107×丈9を以て飼冑す繊慶は大叢なく倒桑育に糟

擶は最も紬し。卵にては赫育魅太く・翻　 蜘く～勝燃胃、赫伽醐々太し。
育甲・益窃劉柴育・糊難育乙・條染育・新櫻幣育　　　（233）経灘糊育強試駿（興ノー）　　・　　1

甲は鰍猟輌育乙｝識も，￥lll　L・　　　　繊鱗二鰍茨城騨瑠鷺燃鰍騨噸
（22S）條桑宵試駿成綬　　　　　　　　　　　　「　　火五弧駒三10河

　岐卑縣餓試　岐阜簸報第1krsAll　tll12月　　　　　　丈4×ロユを刑ひ劇桑杢芽育、杢黛矧｛育、坐勝登

餓禰はFl・1・鵡卿0・印×支も脚×贈を　芽凱蝋捌・縣育、劇瀦め鵬別どし焔に

用ひ備方脚こより6醗せり。　　　　　繭繍麿㌢燗羅鞘酬抽太かりしもf蠣は瀬
　砥別　1齢　 2齢囁3齢　 4齢　 5齢　　　　少し　（但し聯瓢期飼宵）

　　工　　　坐U葉　　　坐リ葉　　　坐咀葉　　　坐唖搦£　　企垂ド　　　　　　　　　　　（234）　経濟白勺飼育ix試験　（ホしノニニ）

　　2　　倒葉　劇葉　劇芽　爺芽1　條桑　　　　　　茨城1縣第二獄就　茨城縣第二慧試獣験成績第一號

　　3　　坐勝　　剃芽　　憂芽　　條桑　條築　『　　　　大正14年10月

　　4　　全穿　　登芽　：全芽　　杢穿　　條桑　　　　　　口1×寅4を用ひ劇桑育（工一4齢劇桑5齢益芽）、企

　　5　　劇葉　側穿　條桑　條桑　條桑　　　　　芽育（全齢登芽））條桑育（1．2齢劃桑3齢全穿、4，5

　　6、　到葉　判芽　剃葉　條桑　條桑　　　　　齢條桑）の3縄別としたるに繭縣繊慶は釧桑育匿稽々

　但し2～5賊は常漁、6巌は稚獄巾高渦監o繭綜繊　　　　太く益芽育鹿、條桑育傾相伯紳し精々辮珂しo

慶は品種的には餐照漣異あれど飼育法舳ζみると　　　　（235）款慧飼胃油獄瞼　　　　　　　　　　　’

き瞭品秘樋の成績を示さず。　　　　・　徽総躁ll燃場爺惑∫亀羅鱒階4號大IElr）

（229）rpme飼育法試駿　　　一　　　　 年3月　　　　．　　　　　’』
儲縣騨試脇徳購試粥1｝鯛號大正．・　rl・107×実9を月」・ひ網鱗育ポ蜥融轍翻・



228　　　　　　　　　　　獄　　・綜　　　尋～　　靴　　　儲　、　　　　、　　　〔第ソ騰

　　　発芽育、企芽條桑育をなしたるに繭綜織度には殆ど　　　ひ撫瓢期は劃桑宵と阿じ）、癒月1ボール鮪「育（軌燥以

　　　難を見ず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外は轍に醐放）、行燈育の7甑齢鰍・療は稚瓢1り撤，

　　　（23の夏秋露金芽條桑育試瞼　　　、，　　　　　　　市ユド．批獄期は坐悌瓢多熊宵レ1醐鼠・他嫉魯薬艶，

　　　　諏F輪購鱗獄験場瀟膨賑蛋蹄鰍告1號昭和飾　 Ji，1ふ。織凝は行燈育最も太く、illSVIJボー嚇育忽ζ

　　　3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次ぐ劃桑育は最も細琶も各城の跳供少なり。

　　　　El　107×（丈101×支4）を川ひ早午樋育、倒穿企芽益r　　2．5秋霊£期に於ける試1瞼

　　　葉育．劃芽奈芽條桑育、朔芽登芽古條桑麿詮なした　　　　日107×丈9，を川ひ側桑宵、益葉官ti～雑芽育しポ

　　　るが繭綜織度は年により異り一掩の傾向を認めずo　　　一ル箱育、灘布育、行燈育、轍ゴゴ育の71峨に分つ、

　　　（237）翻の生理上よリ免たる麻鑓各齢期に於け為調　　　繋は稚織期は改鼠、肚獺期は衛芽育は改鼠、他峨は

　　　桑油の齪査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯薬を給拠すo織慶は企樹｛宵最も太く灘霜育最も細

　　　　取畑撹火　i眠1綜恥報　錦10巻鱒1號　昭和3年1月　　　　しbきれど各砿問の難顯署ならず0

　　　1「齢別試験　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　（242）漱期飼窟法試駿

　　　　或蛾を川ひ　醐毎醐桑￥嘔調芽省風捌こ　脚rl鱗燗職攻膿♪繍燃服脳塾1｝旧1脚G，

　　　育鳳條桑育剛こ分けて鶴藪せるに繊脚蹴）・て見　年3∫」　　　　　　　　　．・
　　　るに第1齢期に於ては剣芽育械最も太く“簑渠宵lll霞偵　　　「1鷺0×皮103をfllひ償ユ俄‘魯涌Yf）、タr出纏（衛

　　　かに馴く乏に次ぎ奈芽宥i破最も細L第2齢期に於　　　睡i留撫芽宵）、第3麗（全：芽條藻育）、魏4械ぐ奄1齢條塾

　　　ては劇桑育ll叛最も太く條染育賊之に次窪他の21砿は　　　宵）、嬢5賊（活継脊）としたるに繭綿繊慶は年1こよ

　　　典に細し、第3齢期にては剃桑宥賊、最も太く劇芽　　　り一鑑の傾両を派さづ㌔

・　　育斑之に次ぎ登芽育瓢最も細し、¢奪4齢期は劇搬宵　　　（朗3）灘期飼欝1去賦臓

　　　1躍太く登跡育臓之に次ぎ他は」七に細しb錐5齢期に　　　腿κ5翻獣震原支場　廣勘鉱試月三隙実艦彙報　昭和

　　　於ては凋築冑随最も太く奈財ζ育減最も胸し0　　　　　　6年3月

　　　『・禰欄薬組儒燃　　　　　　　　 rl　1×支4，：tr7×脚をノ11螂職（呼桶宵）、㈱

　　　　日1號を川ひ爾捌に鵬慾を種々組僧11腱作　il駅剃趣騰封・）諮蹄1（桑琳餐櫛）瀦蝦（禰

　　　購幟せり・織度に於ては年1こよ嵯異あり一宛の　條郷）諮飢・霞鰍羅活勲）に分も鳩に繭鯨繊

　　　4頃両なしo　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　度拡年により一兆の傾面を添窪ず⑪

　　　（23s）耀期に於ける魔弱翫の全鞘識　　　（鋤綴騎に關す翻究　　　．
　　　　和歌山購斜≧試験場蓉II歌μi縣慧試蝦！r10盤　liLl　　近藤穆助、野ロ武愛媛縣瓢獣響艮｛1；・醐2號昭

　　　和3年7月　　　・　　　　　　羽16年3月
　　　　田07×（丈9肢101）を用曙通弧利脚蝋　　獄，鷺は印07×如號．　r／n　tO號職10融哲吏月】

　　　轍は特に識した蝕鞘・とす。繍搬には　し、撚鶴は利農翻改良購」li、圃脇柴臥撒

　　　勲し・　　　　　　　・　　輔貸翻軸撒良鼠返を、轍糊輯鍬馴鰍良
　　　（239）鱒剛二關する識　　　　　　 髄翻・脊礪期魯搬鮪を」il，勲霧・育麗は稚
　　　原都府懲試京都府欝耕聯3號昭和5‘i三2月　　　葱期改良鼠露坐嘘薬育ll卜獄期同桑～矧勢を、特劉ミ爺穿

　　　　「k7×脚を用ひた脈繭撒卿概で麟龍　育翻繊；賂瓢生棚・酬，欄篠唖鮪を行
　　　は坐1芽醐よ駄蝦向あ”。　　　　　＄・、繭綜搬を見るに其の撒に關しては確然焔

　　　（？40）1秋灘期に於ける全穿による稚蟹飼育試瞼　　　　　傾向を認め難しo

　　　　岩手縣慮試報告ユ4號　昭羽15年3月　　　　　　　　　　（245）糠鑓飼育藩試籔

　　　　’田10×皮102酬ひ酬…醗坐咀瓢とを脚た　rll・1・徳勲F、腔k鰍鹿蹴縣鰍々麟1柵

　　　b。繭綜繊度醗芽1駄き傾両あリ。　　　　第4號昭利6年s月
　　　（241）飼育蔽に關する試瞼　　　’・　　　　　　　　　試瞼砿は劃繋登芽宵麗、劃穿為芽育織、條蟻宵盲11

　　　　長ll寄縣鑑業試験場　長崎縣鑑業試験場報缶第1號　　砿、條桑育乙賊、爾飼育1、｛9、活條育峨に分ついつれ

　　　聯！5年8月　　　　　　　　　　も藩1繊期に方辱けるs＄X」」llts・ll。但し條熊削1｝口勲1齢

　　　ユ・雅鎧期に於ける試験　　　　　　　　　　　　　　～2齢劇芽3齢蚕雰輔餐～5齢條桑育にして條集宵乙砿

　　　　支4×騨を用ひて坐蝶徹多桑育（給桑彙瀦の　、剛～211糊粥磁於醗筑5齢燃勲り。s〈活僚育

　　　2倍）訟芽育・條桑瓢ボール箱育（利磁期のみ行　臓は1～3齢活㈱」ll・醐」縣脊なり。鰍麟1、種は
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F口×支4にして桑品種は礁翻期改鼠、批微期魯桑を　　　爾畷を比鮫謬耐恋す、似二試菰畿品種はU110×皮105，及

用ふ、織度は倒芽査芽育魔最も太く釧桑全芽育距之　　　丈105×Ft110なりoi桑品種は斡鵡1置は益齢櫓桑遊b

に次ぎ、活條育麟最も細し、されど各麗の養大なら　　　他1，Ptは稚獄期には改鼠、市帯、メこ葉早血」；1：獄期1・こ

ず。　　「　　　　　　　　　　　　は魯渠を給與す。繊慶は帝Fこ噌「樋1醒の方翻きもその

（246）褒秋羅冨成雅翻用桑飼育試駿成繍　　　　　　　奏霊顯報ならずo

　高須兵司．巾村治太郎　宙森鴛／置試報・1！梯2貌　昭　　　　（249）箱飼に於け籍調桑型武に關する試瞼

和7年5∫」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虜1「寄霞美　）；ぐ都府獄賦彙報刎励兜　昭抑10年10刀

　改良鼠返を用ひ秋獄螂‘立1掬摘芯、摘漿を行ひ腋芽　　　　秋獺期【』11ZO×支106を川ひ剃桑育、幽葉育、倒芽

を搬育せしめ鴛職種は「1110×支105其の他2品種謹　　宵・全募育、條薬育を木箱と灘酒荊“嫉の下に行ひ滋

用ひたo試瞼圃は登芽育、．企葉育、坐嘲｛育、鋤照甑　　　るに繭綜繊度は條搬宵は絢きも他は一一一定の傾吻を示

としたるに織度は全芽育最畢，太く：奇葉育最も細しo　　　さず。

（247）稚翻飼欝怯試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　（250）箱飼に於け蒼翻桑形武に關ずる試駿

　栃木獄誠　砺木獄績昭不lt7f・PIO月　　　　　　　　　　ll旧縣蹴襲1減瞼揚　肉剛縣獄試翻艮餅∫6伽　昭和

　春類期レ塒通劃芽窃、撒土宵、條渠育、3蹴鉛箱側　　11年3月

芽育b璽鉛箱傑錐育とし、秋獄期には普描倒渠育、　　　；斥期は狙6×厭16・晩秋」罫jはfil　7×支10鞭Illひ無

燈葉育、金跡育、條渠育、瓶鉛箱條梁育、埋嚥矧ミ　　灘獅1舵灘御lllとに分け各々を翼に坐1：謝ゴ1礁論葉

宵とし晩秋獄期には秋獄の硫”艸埋峰益芽育を侠　　風釧射・嘱～卜芽1，V；　．條桑紙に分けて試醸す、薬は改良

く。獅田×丈4，秋け5醐×5醐、晩秋は口110　鼠返を川・S・・繊に於て！款勘く一魂の｛贈認め

×皮102を使刑せりo繭綜糺勧変は券は條桑・肖rb　ヨ散ゴ：　　　塾1【三しo

澱も太甑酬闘芽韻碑1し。椥捌融鞘　 ．興他（263）（298）（鰹と鉱）＿

鰍・舗蝋澱も細し．鰍・・條剃轍1鯖の（・・塑璽1～篁鯉蹴＿1
最も太く他は之よ”細しo　　　　　　　　　　　　　　　試験例により難異あれども概して1磁燦耐積廣き場

（248）褒款遡飼育に嗣する獣験　　　　　　　　　　　倫及び櫨難賊餓に繭綜繊鹿太・き傾両ありo

　’寓秀雄　掻崎縣獄粟譲験場潮之告第2號　昭孝闘8年　　　　（251）翻座面稠試験

12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田リト保次　珊隅試験成績　穴了E13年

1・讐泌育と劇芽育との比鮫試験　　　　　　　　　　　　支7×隊7を用ひ4齢餓を伽食より標確斑（尺蝉140

　口110×支105を刑ひ稚瓢到桑IIL綴全葉の鱈：涌育と　　　頭）、厚飼甑（200頭）、薄飼戯（80頭）となし5齢漣

稚鎧釧芽川：獄衛葉との＝コ轟竃に分けて就鰍す桑は稚獄　　　銀置とならば各砿獄を翼に櫛拠1賦（70頭）し厚飼麗（100

期は改良鼠返｝II：羅期は魯薬を給典すo繊礎は大震な　　頭）、薄飼畷（40頭）に分ちたるに繭綜繊慶は薄飼砿

しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼓も太く療融鳳之に次響厚飼！轟竃最も醐し04齢、・5

2・醤通育と布座育（21i飼）との比絞試験　　　　　　齢のみの試瞼にても傾向粗等しo

　臼110×支105を用ひ稚懲期は一様iに：漕菰B育となし　　　（252）燦桑育灘1兇粗密宵試験成綾

肚獄期に於て普麺育胚と耶飼育繊とに分つo渠は秋　　　酉川砂　岐Jl」獄試報箪3號大了E14年5月

期には稚驚Z期改良賦返、刑：鎧期魯薬を用ひ、晩秋期は　　　四齢鎧児粒分ちて劃一軍方尺獄児の旗薮を60，90

憂齢魯桑を給與す。繊慶は秋期にては2F飼育磁の方　　120，　lr）o，180，210，24G，270，300の9繊に分け

普通育腱よ｝）常に火なるもその蓮顯轡ならず叉晩秋　　　たo

期にては齊通育臓の方わつかに太し、從つて一・一般的　　　　獄砧種は日1×丈4を用ひた。繭綜繊礎はi財尺坪60

に見才しば二：1，IE問に一建の｛聾1向な港が如しo　　　　　　　頭1SO頭の雨1置太く270頭及300頭の爾櫨郵1し0

3・灘獄飼育法と挙座育との關係試験　　　　　　　　　（253）欝麿面積に關する試駿

Fl　110×丈105酬ひ稚脚樋育」；t罫魅育1蹴　　古性淺次郎秋田獄試糊螺i聯8號昭不li7Sl14

稚搬劇芽育歌獄準座育賊とに分けて試瞼す、i藁品種　　　月

1・ま尉霞獄躍珂trk改良鼠返、　jH：霊譲坦jrま魯桑なり、　繊破飾ま利巨’　　　　　三蕉腰冷霊匿を尺，1！牧容豆買数100頭，　110頒，　130頭，　ユ50

鋼芽育li繊2F座育iゆ方総もその霊購なら　頭としたり。供試置1脇種｝戯105×rl　110。繭懸繊慶

ず。　　　　　　　　　　　は樹鯛に礎の働を認めず。
4・晋瀦職鰯嚇翻二欝座龍とに分けて　（2・’4）鰍灘桑窟の灘面楓燗する試駿…
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　小崎忠一tS水野保、熊谷勇・一　茨城鑑試報第411闘　　廣きものは太き揚合多しo　　　　　　　　　　　、

il118iF3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（259）鷺撫面積に嗣する試駿　　　　　　、

五齢期條桑散於て、欄・㍉剛5分減、脚滅、　動獺一榔金澤嫉個名島灘謝騰鋼
本揚標～1「iの4峨別とし瓢品種は日110×丈105を供，ll　　　5號昭和11年3月欧16×支14，支106×日7癒刑ひ獄

せり。繭綜繊度は初稠譲期には撰胸ll五最も太く5割　　座面租による繊度の邸ff汰む調黛したるに聯レよ獄廃謝

減、本揚鶴奪確の爾匿細し。晩秋蹴期には各甑開に大　　　積と繊慶との問に一一獲の囲係なく晩秋も！i萄様にしで

震なし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唯秋期に於そ第5齢にてi研1飽岡一になし錦4齢を

（％5）灘羅外條輔の灘面御こ關する試験　　舞にせ硯蝕4醐積搬もの徽脳’t：n。
　水野保、淺朋登代夫、高野軍、俄村9s男　茨城獄　　　以上の外下記の抄録推號謬照

試鱗411碍【18年3月　　　　　　　　　（116）（U9）（16Φ（172）（175）（176）（179）
　5爾令共汀條桑育の」ミし珂1牧容頭理攻rこよ　V．　190頭1　170　　　　　　　（184）　（219）　（261）　（263）　（269）

灘1繍輪羅都撒奪驚「霧醗纏騨亟蝋1
（256）夏款蹴耶飼の闘麿面穫に開する試繊　　　　　　　給桑圓数を減少せる場合は繊度勅々細く・5く給染

’水野保、灘醗代一k，糊・F．、鮒醐勘職湖艮　：1，蜷減少せる齢に蝋錦昆少にては灘嫡輌

第4曜和8年3刃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捌位の減」灘ζ及ぶと繊礎荊1鼠なる楓向拶し㌧何叉食

　五齢期弔飼に於て尺坪牧雛頭蚊によU、U5願、　　薬鍛の蹴より見て蹴座而積の狭い場倉も｝Yillくなる傾

工05頭、95頭、85頭、70「頭の五旺とし、欝1品種は1二1　　両ありo次代慧に於てもこの傾両顯はるo樹5ζ侶1眠

110×支105を用ひた切。聯糸纏鰍秋鋤1にレ焔慣　」鱒琵の皿脚L及餉食の1｝糊、爆看iの聯徽度に及

問に穴藻なきもS5頭畷、115頭麗糟々案しo晩秋灘　　　す君捗響を見るに停食早きもの租織度細くPく納愈単遺

期も同搬の傾陶あリo　　　　　　　　　　　　　　　　もの2例にては繊慶荊瞳傾向ありo

（257）　鯉座面稠［「二醐す蒼嘗貞駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C260）　癬i躍飼育5ヨ1…書燃

　池上輝二　侵崎簸導｝乏　第3號　IIII和10年S月　　　　　　　　荒木武雄、下リ擁盟央、山田一郎　蕩｛都鎧蓋」誤報街策

　試験繊を大ll賎、中厳、小11、KK分ち…俸瑚は國蹴丈16　　3號　明7台36年3刃

號×鰍燭號、初秋期及晩秋期は0110號×支105號覧　　　1小石メムを以て標～～1二】櫨、給桑5圓（給桑傲勲1剃櫓），

　を飼育せ．り㌔大麗は薄飼にして，lilSKの頭数の約7・6　　給桑4回（給桑無3割」麓）給・i桑3阿（給桑黛4割瘤）紛

劇であり小臓は厚飼にして中甑の頭数の約工4倍の　　　i桑1闘省略（絡りの給桑微を5割瘤し、一・圓省略）、

頭数あり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　眠除後停渠、に分けて試験す、繊慶に於ては5國甑

　繊摩に闘しては瓶初秋期は中1祓最も太く、小擁最　　1圓省略繊、最も太く4回斑、3醐礁嵐に次響眠除

も細し晩秋獄に於ては小繊最ち木く大麗最も細しo　　　後停桑旺特に鵜き感あり。

3期を通じて見る晦各巌蓑しき雑を認めざると聯も　　　2．小石丸を以て搬鞠畠3齢後天然育、3齢前

中匿は他の2匿1く比し糟太きが如し。　　　　　　　天然育に分けて試瞼せるに3齢筏天然育1・置最も太く

く258～雛面積に關する試瞼　　　　，　3麟前天糊騨蜘し。
　寡栖瀬ナ郎・金澤榮英・森山忠光・田村脇雷　痛・　　　（261）憲蹟飼育法試瞼

根縣獄試報沓　第25號　昭和11年3月　　　　　　　　　覧木武雄、下井盛夫外2名　京都獄事報’｛1｝第5號

　第5齢期に於ける翻座Tmai，tの磯狭と微児の渡育及　　　明油37年6月

繭質との關係を知らんとし春は欧16×支14，秋、晩　　1．給桑阻数減試験

漱は丈106×日7を用ひて試験e－y。　　　　　小石丸を以て榔購諒年桑5陣1臓（～蹴闘睡口

　　引購躍600頭駐りて灘畷嬢狭により幅　5回給狐給桑即割糎）調乙髄鼠蝋炮鯛聴1
を殿け第工麗は最も原飼ひとし第61戯は最も薄飼と　　給薬、2割櫓紛桑）給桑3回旺（杢齢周蝕rl羅［r醐給撚

せり。，樹後4齢期の躍座耐積との關係を知らんとし　　5割揖給桑）、眠除沙瑛工圓給第賊、給穰1聞欝略

て5輝を趙加して試瞼せり。試瞼成綴量中繊度に就い　　磁の6　1，｛Eに分く、給桑5回甲嫉．1岡省略ト1醐嫡索

て見るに厚飼は最も細しで嗣く第5齢荷1積奪同一にし　　く鋤照i副厳かに細く之に次ぐ、i’して眠除秘1囲給

第4齢を畢にすう場今は第4齢面積狭きものは細く　　桑剛齢欄し、されど各麗問の離は顯藩ならずQ



吋

第…葺號コ　　　　　　　　　　　繭縣繊度と灘1銀法との關係論1文綜合抄録（1）　　　　　　　　　　　23（

　　2。　慰鰹建廣狭影℃験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛櫨かに太しo　　　　　　　　　　　　　　　　　l．・』・，

　　　小石丸を以で螺座苅積及給桑舞の多少によ財票準　　　　（2f｝　r））毅羅給桑澱孚識賦駿，

　　砿・5齢踏口狭砿21尉挾「II砿（四齢迄）・同乙賊（登　　　　徳∫亀縣銀叢冒べ験揚　徳1篭獅耕！芝告策2號　大麗工2

　　齢叩）4劇狭甲IIS｝1（4齢迄）、同乙斑（登齢間）に分く、　　　年3月

　　繊度は3割挾乙lei夏最も太く与齢2割猿11臥2｛磐咀狭甲　　　震9×阻10を用ひて懲齢遊異ドして給渠：厭を4塾減

　　斑之に次ぎ仙の三三械は海かに細く中4割狭乙1，V最も　　　したる場合繊度に於てぱ1齢給i桑牛減砿最もメくく，3

　　荊llしo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢給桑雫減ll㍉葭之に次蟹4、5齢給・桑或ド減旺∫【とも勲レ

　　3・漁璽灘接燗試験　　　　　　　　　　　　・　　　されど各砿とも大麓な臨も撒鍛期乙隅虞1祓は肚猷期雫

　　小荷丸を以て標準嫉、漁慶汲蟹圃、満莚峨に分け　　　減槻より糟・々太逡傾向を1認むo

　　て試験せり、繊度に於ては澱縫111澱も太く標1拠護倣　　　（266）愚澱給藥簸半践試監

　　かに細く之に次ぜ溜裟繊中寺に細し。　　　　　　　・　　穂島縣徽漿荒コ鵯解易　徳島微試報瞥第2猫　大糀12・

　・ぐ262）蘇鑛飼育油獺　　　　　　　　　　　　　　　　年謝

　　荒木武雄・下ジ1：盛夫・荒宋審卯司　京都猫事報告　　　　欧7×支7を刀！ひ蛮錨樋與にして給撫1聴傘減し準

　策S跳　明治3S年3∬　　　　　　　　　　　　　　　る揚合織礎レよ3齢給桑牛躍ll蝋芝も太く各1軸給藥雫減

　L　給桑圓数試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　甑最も系lllし、而して利磁期給鯖鷺牛減の場合各減と

　　小石丸を厚て糠丘“職、給桑5團甲臓（～径齢間4嚇1　　も標ll蝋霞と殆ど鑑轟なく・Jlf：獄期に於ける紛薬瀞lll雫減

　5剛）岡乙甑（4齢迄係日51i広δ齢4鴎）給渠3　　　はいつれも棚胸破より細しo

　脚iWt（脚問欄3側）同乙Mπ（4齢迄5阿・5　（267）耀飼育法繊

　齢4岡）・糠鴨（粂齢問鰹薬）㈹乙師荘（催賑は　腐杉鎌澄岐鰐聯2火1践1綱月　　，．
　切放桑を用ふ）眠除後1圃給桑砿、給漂i1岡省略磁　　　・個宵時期　　秋期　　　　　　、　　　　　・ヒ

．ρ91舐紛つ叫臓の寧磯命は融纏髄　．鰍翻1梛U・7，m・徽1・・，　ma。7．糖，

　勧す・・搬蹴いて肺に纏5剛乙殿砥く　飼髄　［撒》∫凱糊臨火力撚（磯
　眠除後1回給桑賊之に次ぎ櫨11…照憂に之に次．ぐ而し　　　慨別　；1，2齢　3，4齢　　5齢・給桑法

．・て他はいつれも卿1く蚕葉甲磁最も細しo　　　、　　　第1阿　　S阿　　7［P’1　　6圓　　糠｝～些彙

　2・獄摩廣猿試tth　　　　　　　　　　・　　　　　　　第11瓶　　5・　　4　　・，9・・圃数減少．1

　　小石丸を用ひ棚1蝋2｛轍甲風同乙pm（4齢　　第3！lll　8　7　e）　町湖宵
　迄）4制狭【11風同乙玉砿（4齢．迄）銀体比例臓（獄　　　第4砿　　8　　　7　　　6　・　3書囎翌ヒ

　脚大に俳ひ耐汲纏臓靭く）の61敵分けで　獅斑　8漕　　6・F劇頗．・
　繊す。継に於ては購1‘置最駄く繭かに；o　　・（回倣は給藥圓倣を示す）　　、
　て2劇狭乙砿之に次ぎ懲fイ£比例嫉最もi鶴・く4翻剰11　　　繭縣繊慶は　　　　　　　　　　　・　　・’

　蹴に翻レ。・　　・．．　　　　　：Pl・1。7で彫酪麟蜜間に於て靴き融齢｛如し：
　（263’）　夏藪禽司育5望∈繊　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層F口107）くヨこ工01やてヨレまcrt　nt　Trll〔、第2il趣X・ivai太き｛頃r煮】あ！〕、

　　・舞詐武雄・下：JI　ma夫、．安沈森松・京都懲寮報告　　　　各霊．tの關係一定ならずo

　第9號　明澄38年昏月・、　　　・　　　　　　　　　　　　1　　　　日107X漸b江では第4臓太く第5繊1細しo

　　蟹鍛品種は2化性以形を隊てし、、試験峨を棚～櫛戴獄　　　　（268）4』5，齢期の給桑墨の多少と懸の嶽育滋に繭

　座縮，J｝1，IE　．給桑圃藪省溝晦「ζ分けて試験象σ繊度は　　　質との瀾係試駿　ご　　、　　　’

　懲座縮小斑木く・紛桑回数減少琶蜘娠さわξ各鳳　　　・MJI：保次　邪畳試験成績大TE13畳砕

　の誼は顯藩ならず0　1　tt・、　．、＿・．、・・　　愛7×欧7を用ひ第1臓（給桑鍛45齢棚雌澱）、第

　（26昏）歌簸飼育波試駿　　　，　　幽　　、－，　・　2匪（4齢禦～甦5齢厨澱入第311破（町5錨減轍）馳鯵

　　荒木武雄」下ヲト盛．夫、渡漁鞭太典ll京棚隈騨報皆・Eレ　　4「1岨、（4齢短澱5齢槙確）、第5f・置（岡5齢櫓景）》策

　第9號　明治3S年4月　　　　・　　　∵，　　「，　　6甑（同4齢減）、第7砿（4齢減5齢撰準）、第S鳳L

　　・翼品種に一化性轡熟中集の風穴糎を以でし試駒匝　　　（同5齢ゴ曾）、第9颪（同5齢減）』としたるに繭綜繊

　を甥維磁、．第1給桑省略1風第2給桑省略磁に愛け　　　度は第S、2、5、11峨太1く錐β礁最も細もo’　・：

　で試瞼すo繊度は標醐銀は他の2斑より漁争きに馴く’　　（Q69）飼育方油と軟化蜘との瀾係

　両レて欝略砿は典に殆ど蕊異なきも第9給渠雀略躍　　　　・蕨原孫欝他六名　愛知縣銀試々験報告3號　昭示π・
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6年3月　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　独慶と繭赫繊鷹との關係一宛ならずo　　　　　　’

　和白、羽噛×華白を型1試したりo　　　　　　　　　・（274）灘齢用桑に關する賦臓

i：飼育面積は標～“嘔及び易割践瞬ζ、51穿囎1耀粒設　　　掘「1篤二　京槻1府徽試報策5猟　昭羅ll11年6月

　けたるが繭綜繊度には一建の傾向なしo　　　　　　　　．懲品種は皮1G×厭16外2品種を用ひ苧松、魯i桑、魯

2．． 旧K向tw　5　：ft：幟乃鱗5害咀櫓と於て5輌1戒畷は聴　　入の各品種艶2割紛、標lll蝋、2割賊惟と分ちた為

　：に細い。　　　「　　　　　　　P　　　　　1　　　に繭蘇繊慶は雅は魯染嫉最も太く給染倣少蚤ものは

31給策駄5割滅乃釜5割珊に於て5轡唖滅陥は細い　　繊卿llき傾陶あリa初秋期は魯8匝最も太く給’蟻畦激

4．餉食li泰期を6時，12il｛　，1S噂，24瞳後にしたも　　　との岡1こは一定の傾両を聴めず6晩秋期は魯八Ill霞勅

　のは一窺の傾向ないが12時．盤4露後らしたものが　　　々細く穰～1聯痩最も究し。

　糟々細いo　　　　　　、．　　　　　　　　　　　（275）眠闘の性撒とその齢筏に於け巻保横取扱

（270）残食飼育が當代、次代灘に及ほ1す膨響翻　　　方漉

　昧岡秀失、昂轟噛直二　鹿兄1ξき縣羅獣々馬蜘ミイ1｝錦4　　　　職灘儒翠　慶知縣scfi∫℃　試瞼糀沓錦3號　昭和11

號．昭和6年8月　　　”　　　　　　　　年3乃
　鋲試畿晶種は敵7此支4な”o圓繍蔵（‘一一　r．1の給薬　　　工・1撮中及眠前f糖趣淑灘慶占の聞傑

回数艸一鰍）灘蹴（211職）、脚隙分け鰍　　巨嚇×喜臓を鰍し、葡略描灘｛、鰍驚ζ、1．

瞼す、織慶は當代獄に於て見るに殴7に於ては阿1戌　　　1陀燥蜜、灘潤滋とし各寵央々調’照慣、眠糠入前

廠敬く調照照輔・k波4r・於て醐蹴　嫉、鰍入撚、　ll購働罐認受く細嘔は側嚇

最も細く標獅轍も太し、然し次代瓢に於て見樹こ　　瑛魔を鍵へた各豊に入る、繭綜織慶は各1砿問に於

封照離に太個滅1畷もrVn　L・　iPt　Lでその融4　て一卿儲融襯雌し。

に於て顯激リ・回灘躍㌃圃駐醗はいつれも　’・2、側・の欄との謝係

微かなり’o’ @　．　　　』　　　　　　　　　　　　．　供獣晶種粒國窩x甑？1：とし、各眠期査棚じてぼOO％

（271）鯖強と軟化病　　　　　　　　　一　　　　　，SO％，10錫，596の蘭甑とせりo繭綜繊鷹益見る

　松牢帥二他二名　愛勿1脇凱獣々瞼報イ辱5槻　昭和　　に各眠期：Jk．に5％1、酸零隙騰傾向あり。

8年3月㍉　　　』　　　　　　　　　　’　　　　　　3．眠中の鵯灘と食繋聯灘礎との關係

工…搬桑燈め多少どの關係、金蕾×アスコリ、！1107　　Pl　l　lO　em×寅106號を供賦し、稚餓期、批認期、益齢

　を用ひ糠醐風5制柵、5欝1減の間に照を般けた　　期にSllち炎々食紫中灘慶を60蛎及90妬とし侮夫々眠

　りL繭赫i繊慶は給桑最の少きに從ひ細くなる。　　　中灘慶を60％及90％とす、爾綜織寵を見るに嘩懲期

2・　” 塩|桑給與と醐係、愛13，ロユ07×醗聴加　に於ては各剛1馳火難なく、秋獄期に於てlilll：翻肚

　ひ、標准颪乃釜5割減斑とを作る、繭綜織慶は遊　　食桑中多麟朝移灘職に於て幾分細し。

　厄凋の甚だしき程細くなる0　　　　　　　　　1　　　　4．　催11鮒田の保齪坂扱との關係i

3・：憲座の乾灘とめ關係、震4又口L轡熟×曳101　　圓欝×漸江をfl駅LN魯通1伍、多歎費薬拠、少搬賢

　差用ひ楓準嵐乾燥風「淑潤隙を作リたるに繭綜　　桑繊、眠綱入前停食1、鳳眠網入後停食1瓜眠除沙後停

　繊慶は灘潤暇は太く乾燥臓は槻聖甑と難がないo　　　食躍、無停食旺の七繊に設く、繭綜織凄iは謄遡畷事舟太

（272）尭鷹期に於ける纈纒め多少に就て　　　く眠前絶食期1脹魅の程細き傾向あり。

　辻本暫藏　奈良縣鎧試雫艮第2號　昭牽011年3月　　　　　　5．眠rl覧保護取扱との關係

　簸品稲は支14×厭16（界）・日7×支106（秋）を用ひ　　　國常×断江を用ひ眠中差讐通1A亙、荊∫闇薬峨（細釧し

舐羅期給葉量により3割柵1凧讐通腿、3割減醜の3　　たる鎚漿を鉱劇に散布す）眠期無除沙櫨、無風櫨、

楓分したるに繭綜織慶は雅獄にては一定の傾向なく　　髄風慨、裸眠斑、搬判！繊、湖床庵、酪庫鷹、撒糠砿

秋観にては給葉量多きに從ひ太しo　　　　　　　　　等とせりo繭綜繊寵は各甑階】大融な量も、晋簡熾及

（273）給桑澱に關する試駿　宮崎重爽　京都府瓢試　　　撤糠賊、昂限画糟太く、裸眠眠粕痢II登傾向あ口o

報錐5號　昭利11年6月　・　　　　　　　　　　　　　　、6｝LLecの保誕取扱との關係’

　；晩秋共目をこ：…曇と17＞《皮106、　0110×支107、　口110×…三ご　　　　　　　正員試1賢1オ噴、　IvSi箸’g　X？IJf江、　leCSh1，SEを書午颯し喧、　多鍛イ鷺巳

ユ06を用ひ1～2齢s3齢、4齢に分ち給桑厭を標　　　渠斑、少駅付藥甑、硬葉付桑峨、軟葉付薬麗、鵡分

鱈ll．3割減、五劇誠、七劇戒としたるに繭縣繊凌は　　起飼食甑、起揃6噂間後輌食圃、起揃12咽冊後働傘

州削、2齢越食育は称々細き傾向ありQ給菓激の越少　　1砿とせ6、0繊慶の細太を見るに軟葉付衆風聾涌齪・
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七分起餉食1贈太く、起揃611誉問後銅食風起揃12　玉1左ユ齢～3箇鞭瓢之1歌酪齢イ藤給期撮も

環司司後向触食1腿獅lt細し、　　　　　　　　　　　　．　　　　・藩1［1し0

7．早期停食との闇係　　　　　．　　　　・　・　　　（27S）桑藁の硬軟と翼の議轡並に繭蝋との關係

園需×断江を徴試すo　　　　　　　　　　　　　　　田り1：保次　郷憂試瞼成績；穴了E13隼

。，第聯1脾期停食と叫毒購　　1　　　　郡飽黄謁號α1随）を刑ひたる揚含は益臨雅凱
器馴K甑（給：溜0岡）給桑14、lr1嘔給桑16匝1嫉給桑1s　　1］1：獄別に硬軟適桑を給與したるに柵して繭縣繊度ぱ

画臓とす、繭綜繊度は樹照ll薩最も太く、給薬圃数減　　碩桑給拠の易合に糟漕太き側向あり（丈4×ソく・）Lkjr．）

少と共に∬贋次細く給桑141璽II，蹴とも細しo　　　　　　　　×1．図こ一一をJljひたる蜴合は軟葉給拠1　配は漸然メくしo

b，第3齢期都期停食との關係　　　　　　　、　　　　（279）桑葉硬軟と欝獅關する試駿・

蟄螺1旺（コ6凹給票）、給渠10f可1峨、給桑12旧i置、給桑　　　徳島縣欝典試瞼場　穂’羅鍬報告4脱　大正1麻

14回麗とす、繭綜繊度は渕照磁及給桑工4剛臓火く、「　　3月・　　v　Iu’　　幽　・…　　　r、

給桑10脚磁紛辮2圓1、囎IIし。　　　　、　一支9×111°7，『日1°7×寅1（》1を川ひ麟桑にて徽

6鱗醐脚跡魁の1構　　　　　　す。繭繍鞍レ鞭脚霞駅、軟獅駄L。
渕耳1臓（給薬20回）、給桑1鯛臥．給桑16圃砥給桑　　（2SO）畿育程度耀にす麟魁鑓の作柄との關

ユ8醐の4瞭す。繭縣纐変劇・照剛繭太く系繰　　鷹弐瞼

剛数誠少と共に順次醐く総桑141r』l　lllll最も細し　　　　　．近藤穆助　愛媛縣霊蹄輔矧｝第1G號　大粧15年11月

d．第41綱り1早期停焚との陪購　　　　　　　　　　　・・聯期日ユ號×丈4伽・秋期日工07號×（霞4號メ皮101

謝照1・聯縢2吻）給桑ユ咄鳳給桑ユ2臨1霞、給薬14　me）を∫1］ひ掃立より　31UC　ttで硬鳳「瞭・1鱗「鞭

回砿、給桑16四厩、給築18圓畷とす、繭繍戯度は鋤　　　別し批獄1ド萌一一の桑〕麗にて鯛育せりo繭鯨織慶は琴轟慮

鵬蝋給剰r轍18匝嘔メくく、給：漿1〔楓14臥、　t21・li　にありては　燃1・霞ゴ齢太く・騨1，駝に」｝証ぎ「曝1醸

の順に」距ぜ給渠101蜥lll最細し。　　　　　　　　　　簸も細L秋獄にては縦葉i旺最も太く1欺漿賊之に亜

8．延引飼食との閥係　　　　　　　　　　　　　　ぜ中粟1瓶鼓も馴し。　　　　　　　　．　・　’　’「

蝋禰1蠣・醗1・　　　　、r．　（駒琳鰍㈱鰍纈の辮
省齢に於て飼育環境の何虫；1に係はらず延引餉食時間　　　高橋灰7台1高瀬信紫獄続離報9巻第瓶號曜｛利2解4丹

長きに從ひ繭綜繊度太く延引餉食噂澗短かき窄呈細き　　　幽白・107を用ひ奄齢標llf…醸、益齢軟嚢醸、蘭期款葉

1頃陶あ1）。　　　　　　噛　　　　　　　　♂　　麗、後期軟襲匿』絶働聴設け削期軟壌賊は軟葉給

　蓼寒f也　　（116）（119）（122）（149）（166）（241）（295）　　　　　　　　拠F蓄婁立をftr］喪こ1il｛r　r，1よ　り訟蔭1　11　ill】よ　り　6　1三i、lltJ　FC分お後

硬蕎の⑩爾あ鰍（勲例・・）1’F　鰍蝋贈・榊桑糠・・数を膿灘・㈱’
，繭綜繊度は軟葉給拠の場合殻も太く適葉給興之に　　　Hより6日に分ち以後軟葉を給與し羅食猟は標融薬

次響硬葉給興あ揚合最も組き｛頓向ありo　　　　　　　給奥を後期軟葉暉と同様にし以後絶琵せる忙繭赫織

（276）桑の硬葉軟葉給與試駿「　　し「　度1ま融徽獅慕欄嘔とにてレ磁少きも軟esrax？

　梅浬博畠、弥原干知　侵野縣松本原蝦純製懸所灘　　　太く、tlij期軟葉1砿は後期軟轟讐畷より細く軟葉給典｛ゴ

事報告第2脱　大麓11年2月　　　　　　　　　　　　　数と繊礎との問には一定の關係を認め難く、L絶食颪

　撰準厩、稚銀軟葉肚獄硬葉畷、ゑ齢軟葉磁、全齢　　　は繊度細くして食桑日数少毫もの程著しく測しe．

麟風稚齪獅・騨：瓢と鳳9誠8訓糊　　（282）葉劉こ謝る識
を用ひ撒期に備せるに繭縣搬駈職9では欄‘…　大島顯駄松rkse・君耀試聯隙馴聯3月
慨最も太く盃齢i欧葉砥之に次ぎ稚銀硬葉批獄軟葉ll俵　　　（1）踏質の硬軟と照兇畿育との關係

最も細しo支Sでは稚獄硬葉｝ll：霊訟軟漿匙1五最も太ぐ全　　　　催晶種は日110×支103を用ひ柴品純は八ツ融莚用

齢軟葉賊、登齢硬葉織最も細しo日本錦では企齢軟　　　ひたo試瞼斑は　　　　　　　　　　　　　　　　II．1：

葉破、稚宣凱軟葉肚獄硬粟1斑細く他は大体相等しo　　　　　昭和2年秋獄期　　　　　「tt

（277）灘桑輔軟纈試瞼　　　　　　　禦襲il面・開難345枚目全齢給輿
　徳島縣獄渠試験場　徳島瀕試報缶鍛2號　大il112　　　噛第1繊　開葉第2枚目以上企齢給與・

年3月　　　　　　　　、・　　　　　鎖2峨開葉郷枚同以下奄齢給與
　家9×「1107謹用ひ羅齢を異，こし桑葉の硬軟を給與　　　昭和3年秋期　　　層　　　’，‘　　’1，

サ1嚇合に繊度に於ては暫遡破最も太く各翻蝶　　馴嘔縄1糟通桑　　．．・、「．・・1



234　　　　　　　　　　　　　懲　　　縣　　　雌　　　剃陰　　　誌　　　　　　　　　　　　〔笛九巻

　’第1賦　稚獄軟禦II1：獄普通桑　　　　　　　　　　　　　111S　＊i14fド4月

　第2聡　稚微硬桑lil：慰普麺葉　　　　　　　　　　　　　試瞼匪を春鍛及秋獄に於ては鶴311民まで硯葉、中

　鶴3戯　稚蹴曹畑葉批翻｝1次葉　　　　　　　　　　　　葉b軟葉に分ち4」　E｝齢は同一桑葉を給拠す、晩秋羅

　第4臓　稚銀舶二涌葉班1：鑑星便簾　　　　　　　　　　　　　　に於ては春、秋羅と同様のものと、巖齢、451蛉、

、繭縣繊度は登齢用桑瑚飼挙yでは標準繊物太しo稚　　　5齢期前牛、5齢期後41㍉軟『艇を藩毎與したる4砿を

劃鋤環鯛飼育では太さ1端「1｝｛「嘔、軟煎1添碩漿畷の　加へ試瞼ぜり、fJし試鎧1晶穐堺1聾l　rl　1號、支4｛臥敵

1凋なりo批懲期」霞桑男り伺育では概して軟葉賊最も太　　　7號、f？1　1號×支荏號、支7號×隊7號、秋瓢は「口07號

く標哩紐綴之に次｛ぎ硬葉1聖硫ゴ1之も荊畦し〇　　　　　　　　　　　　三之4號、支101貌、　1？1107號×丈9・顕i、r、1　107鋤a＞く或101

②桑蜘紛と齪獲育との陥　　　號、・縄號・・…7蜘鰍灘・：囎・支・號
（A）「桑欄は八甥を蜘・種は「田゜×丈1°3を　rl、。7號．丈、。嫌．支、囎．支・峨。El　1。7黙し

聯鑛綴羅瓢聖矯畷灘獄撫駿。醗＿
給輿したるに繭綜繊度は一一ruの傾向を添3ず。
　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　1號、1歌7貌，「口貌×支4號、亥7號×1〕1倹7號は中：1貰
　（B）　i桑脳種は入ツ房を獄品種は灘は日1×支4，
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・・％減、蝋・・％減、醐・・％敦姻【，rw．・・％減調　にあmま鱗贈太く：1囎叢糊1し・

2・％滅」脚鰍の61，1R　eし、秋に瞬噸と欄　2・秋霊糊剰肋鰍と嘲髄顯こ鍛跳烈
、・燃同2・％減、醐繊の3蹴力，へた・噛　1噸燭’貌騨蝋漱く宥拠軟繊・揃ん胸

撒麟獅水分滅螺を酬，給興醐舘水分少　灘して榊1硫狙峨鄭”1嚇×（皮慣
脈從徽脚し。耀期のみ識撒せ錫舘　 撚支9貌）にあセ1ては購剛敵姻1糊耐

喧の側触し、秋は紛聯藤者，齢撒願と燃　 SI・i　L・　”　1°7號は曝徽駄徽：襲職棚し

鰍蹴離㈱1給贈・既搬細L即鰍　 一「k　1°1貌×口1°7伽撫1！　に大激し・

奥期測じ水分少齢曙肌。　　　　3一鰍獄獅肋鰍との關係を見る酪ll徽熱
⑤獅1肥に關する糊　　　　　　　翻次難及　1・獄鵬濃1暫醍に於て織蹴く硬鄭に
　盤置品種は日1×交4，日1を用ひ無肥賊、人嚢尿楓，　　　霜荊臆傾両あ｝1　e

硫酸アンモ昌ヤ睡の3鷹としたるに繭懸繊度は第一爾　　4・次代翻との關係を見るに繭細繊鷹は麻獺に於て

年目は無肥颪最も太く硫安礒之S・こ次ぜ人蕊尿臓最も　　　支4號及び鰍7號にll次葉1罐霜太く、中紫順硬葉嫉細

細し第2年日は硫安甑最も太く無肥腿之に次轡人糞　　　　くして爾講問に大麓なし、口1號にありては硬葉

尿賦最も細し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　砿中漿繊太く、1次葉晦1㌃細しo秋翻に於で、皮4

（28め桑葉硬軟に關する試藏　　　　　　　　　　　　號及支101號は省畷共火弛なしn107號は縦葉剛最

　徳島縣謹業試験場　徳轟縣鐡試報告5號　昭和4年　　　　も太く巾禁臓之にjl蹉ぎ軟脚・斌最も醐し。

3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2S6）維慰期に於ける桑魏の理軟と蟹鬼との闘係

　1・稚瓢期に軟輩、中粟、硬葉を輿へるも批獄普　　試駿

樋育ならば繭1孫繊慶は大麗なしo　　　　　　　　　　　　岩乎縣響業賦験場　榮｝乎縣鎧試5H夏告14號　昭和δ

　2・　肚雛期には軟漿給與が太しo　　　　　　　　　年3月

（284）桑葉の一片中に於ける硬軟部と慧見飼育との　　　春は隊7，亥7×敵7を川ひ讐泌葉（劉照醗），鞭漿

　　　　　　　，關係試駿　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　麗、軟襲礁、混漿畷を設けた皆，⑪繭縣繊嘆は軟肇臓

岩手縣灘業試瞼場　岩手縣鉱試報皆12號昭和4年　　　太し0

3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　款はF；　110×丈102を用ひた1］o繭｛線織鷹は鋤照臓

　一放桑葉の先を軟として元を硬とすo封照1蔽は普　　1欧葉繊等しく硬脚賄llしo

樋に取の難與ふ。日1・　M1°7ilを用ひたるに鰍　　（勤簸の黙度と覇賄と磯係獺

搬は獅鰍1駄・’が・秋醐li瞑太く拠敵に　i糊縣灘禰場欄fPt績・・擶幽糊

溜い。　　　　　　　　　　桑品撫＋如・及び魯桑酬ひ撫鰍脚・い1・
（285）桑葉の騰躍品種との關係翻　　　 …難識懲、飴陶扮力・てり、瓢鞭は日107を　”
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第≡i三號〕　　　　　　　　　　　繭綜繊慶と腿置法との關係論丈綜含抄録（1）　　　　　　　　　　　獅

　め難し・晩秋颯期には葉質撫覗繊礎太き櫃触認　　もに灘楓に太くして2倍1網蹴瓢に於ては一箆の

　むO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾向認め難しo硯軟關係にては中葉臓と獣葉磁とは

　（2S9）灘慶及飼料が臨に及ぼす鱒響試験　　　　　　　著しき麗異を認めざれども硬漿臓は小なりo

　腱～」超テ霊號蓄∫℃几…鰐ご或：場　　廣讃｝蛋置1試：庄廃ζ三勇こ場彙W’i逢　　罰召羽1　　　　　　　　其｛曲」　（60）　（113）　（116）　（119）　（136）　（167）　（29

　651三3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　（297）　（298）　（299）　（3S4）　（385）　（20）

　　支届×丈101を刑ひ各齢各畿育ll静期に分ち硬葉

　及軟葉給興に分ち夏に灘潤及11吃燥雨賊とす、繭綜

　繍麗は障轡賊は概して劃照甑より太き傾あり。

　（2S9）溝漿廓蝕毫異にする桑葉の飼料的便値1試験

　　大竹垂麟、2郎胎簗　廣島羅試彙掌｝梯3貌　昭

　和6年11刀

　　改良鼠熟を用ひ轍粟、上葉、rll葉、下葉㌧謝照葉

　に分ち日110，和白を用ひ郡i嶽、・Jll：鱗、登齢に付き

　行へるに繭醐職脚螺：脚田軟葉給輿戯最も太く《》齢

　給與甑最も細しo桑葉別に1ま桑葉の藩∠k部位の上部

　に行くに從ひ繊凌太しo

　（290）晩秋闘に於ける桑瀧の硬軟とi唯i翻飼冑との關

　係
　　栃木窯匠試　栃水獄績　昭和7年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　中i乗甑、硬葉】瓜軟亟ピ甑、硬欽交薫1伍、硬脚∫ら食

　砥の5蔽とし桑は改良鰍返根刈仕立、獄品稲は日110

　×爽102ゑ用ひたo繭綜繊度は中葉斑最もメくく硬葉

　i岨最も荊Hしo

　（291）稚簸用桑の硬軟蚊に鮮香が飼育環境を興にせ

　る羅児の護育に及ぼす影響に就て

　　大痴顯…≡三　　石，ll盤銀1試博艮多診6號　　11召∫何19勾三3月

　　撰～終砿、乾燥腿、灘潤躍と3大別し更に各々を軟

．　葉硬葉爾旺に分ち距に新鮮桑給與と凋藥、給興に分

　ち茅｝ミは隊18，　殴17×tdこ14，　＊k　tよ日1ユ0×三芝105，　口

　110，晩秋は日110×丈105を用ひたるに繭綜繊度は

　聯は各臓の問に一定の傾両なしo秋は標幣、灘潤2

　砥は硬葉に太く、乾燥綴は軟漿に太く新鮮桑砿は萎

　凋桑凪より太し。晩秋には2｝一　1，s’K問IC一定の傾向なしo

　（292）　勲度を暴「二ずる桑…藁の蟹見飼育i二就1：

　　宮崎露癸　京都獄試報第5脇　ll召和11年6月

　　桑品種は轟は市耶、秋は改良鼠返を用ひ硬葉、中

　葉、軟葉に分ちたるに繭懸繊度は界秋共に中葉慨最

　　も太く硬葉盈這之に次ぎ軟葉【蛋最も紬しo

　（293）給與桑の量及質と原翻飼育との關係試験・

　池江輝：二、早崎博侵崎縣銀粟試瞼揚報告第4｛漉

　　昭和11年S月

　　試瞼磁は硬葉鳳巾楽1斑、軟葉麗に分ち更に餐々

　　を2倍漁給桑圃、適激峨、牛量給桑腿の三つに分け

　聾置品種は丈106を用ひ初秋行ふ、供試桑は稚獄期改

　ぷ亀鼠返ナ1．1：盤謝切魯i桑を給・婁軟ナ、織慶は硬葉rl；葉軟葉と


